


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　もくじ





第一話

第二話

第三話

第四話

エピローグ

あとがき









[image: 城姫クエスト 僕が城主になったわけ]







[image: 第一話]













　　　　０




　部屋の中が、真っ白な光に包まれていた。

　蛍けい光こう灯とうやＬＥＤライトとはまた違った、視界の全てを白一色に染めてしまいそうなほどの強い光。それがとあるものから吹き出すように広がって、今僕の部屋の中を覆い尽つくそうとしている。

　何が何だか分からなかった。

　目の前で今起こっている現象が何であるのか、これっぽっちも理解することができなかった。

　だけど不思議と怖さはなかった。

　その光は安全なものだと、自分に危害を与えるものではないのだと、どうしてか確信することができた。

「あ……」

　ただ見ているしかなかった僕の前で、広がっていた光はやがて集束を始めた。

　放射状のとりとめのなかった光の奔ほん流りゆうから次第に球形となり、やがてその中心に人のカタチのようなものを形作っていく。

　そして。

　ポンッ。




「！」

　光が弾はじけた。

　文字通り、僕の顔の前で小さく爆発をした。

　思わず顔を覆った手の隙すき間まから、辺りに散らばる光の欠片かけらと共に中から何かが出て来たのが見えた。それは──

「え……」

　少女、だった。

　おそらく僕と同じ歳としくらいの、キレイな長い髪をした可愛かわいらしい少女。頭に着けている銀杏いちようの葉の形をした髪飾りが印象的だった。全身は黒を基調とした見慣れない素材の服で覆われている。

「……」

　え、何これ、夢……？

　あまりに唐とう突とつな展開すぎて、現在進行形で起きていることに脳がまったくついていっていない。光の中から突然女の子が現れるだなんて、テレビか漫画くらいでしか見たことがなかったし。

　半なかば呆ぼう然ぜんとなる僕の前で、少女はゆっくりと落下してきた。

　慌あわてて両腕を伸ばして受け止める。柔らかな感触と、瑞みず々みずしい果物のような甘い香りがフワリと鼻び腔こうをくすぐった。

「ううん……」

「だ、大丈夫……？」

　どうしていいか分からずにいると、腕の中で少女が身じろぎをした。

　眠っていた仔こ猫ねこが伸びをするように、ゆるやかに身体からだをよじらせる。

　そしてゆっくりと目を開くと。

「ここは……？」

　鈴を鳴らしたような声だった。

　透き通るような心地の良い高さで、するりと自然に耳の中に入ってくる。初めて聞くはずの声なのに、まるで何百年も昔から隣で聞いていたような、そんな不思議な錯覚に襲われた。

「あ、え、ええと……」

「？　あなたは、だれだ……？」

　目の前の状況がいまだ飲み込めずにいるとそんな問いかけが返ってきた。や、それはこっちが訊ききたいことでもあるんだけど……

「あ、うん、僕は天あま城ぎ秋あき宗むねで、ここは『しろあと荘』の二〇一号室なんだけど……」

「秋宗……『しろあと荘』……？」

　こっちをぼんやりと見上げながらそう反復する。

　まるで得心がいっていない様子だった。

「え、ええと、それできみは……？」

「？」

「きみは一体、だれ？」

「私か……？」

　その問いに小さくうなずき返してくると。




　少女は、こう口にしたのだった。




「──私は熊くま本もと城。肥ひ後ごの国くにに拠を置く加か藤とう家縁ゆかりの者にして……栄えある九州地方最大の〝城しろ姫ひめ〟だ」




　そう、これが僕と銀杏いちよう──やがて〝城じよう主しゆ〟とその〝城姫〟という関係を結ぶことになる、熊本城との出会いだったんだよ。
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　その日も、ごく普通の一日だった。

　朝起きてご飯を食べて部屋を出て、学校でクラスメイトたちとどのネット動画が一番面白かったかみたいな他愛もない話題で笑い合いつつ、退屈な授業を受けて、放課後に部活に少しだけ顔を出して、部屋に帰ってくる。

　平凡でそれなりに楽しいけど、代わり映えのない一日。

　部屋の隅に置かれたベッドにゴロリと横たわって、僕は大きく息を吐はいた。

「ふう……お腹なか空いたなー」

　蛍けい光こう灯とうで薄く照らされた天井に目を遣やりながら冷蔵庫に何があったかを頭の中で確認する。確かニンジン、ジャガイモ、タマネギ、牛の挽ひき肉にくあたりがあったはずだ。

「カレーができるかな……」

　そんなことをつぶやきながらのそりと動き出す。

　少し前に一人暮らしを始めてから、何となく独り言を口にするのがクセになってしまっていた。気が付くと思っていたことを口に出してしまっている。うーん、傍はたから見ると怪しい人なのでどうにかしようと思ってはいるんだけどなあ……

　この『しろあと荘』で僕が一人暮らしを始めたのは、去年の春からである。

　もともと両親は大学の歴史学部で教授と助手をしていて、一年中調査やら講演やらで全国のあちこちを飛び回っていてほとんど家には帰ってこなかった。中学までは妹といっしょに付いていって転校を繰り返していたのだけど、さすがにそれにも少し疲れてしまったということもあり、そのため高校入学を機にこうして一人暮らしをすることになったのだった。両親も引っ越し続きの生活を申し訳なく思っていたのか、快く許してくれた。

　最初は色々と不便もあったりしたけど、今ではこの生活をけっこう気に入っていたりする。

　ほら、やっぱり年頃の男子にとって両親からの干渉がないというのはポイントが高かったし、何より自分で自由に時間が使うことができるというのが大きかった。夜中までネットやゲームをしていても怒られることもないっていうのは、世の高校生にとってほとんど夢みたいな生活である。

　ただまったく寂しくないかと言われればそれも噓うそになるかもしれなかった。

　一人で食事をしている最中、テレビを見ていて我に返った時、夜眠りに落ちる直前、そしてこうして独り言をつぶやいている自分に気が付いた時。ふとした瞬しゆん間かんに寂しさを感じることはあった。

　そんな時はだれかが傍そばにいてくれればいいなあと思うのだけれど……

　コンコン、コンコン。

　と、その時、ドアがノックされる音が聞こえてきた。

「あ、はい」

　返事をして出てみると。

「こんばんは～、秋あき宗むねさん」

「あ、大家さん」

　ドアの向こうから姿を現したのはこの『しろあと荘』の大家さんだった。

「ね、秋宗くん、夕ご飯ってもう食べちゃいましたか？」

「え？　あ、えっと、まだです。ちょうど今から作ろうかと思っていたところで……」

「そうですか、だったらちょうどよかったです。カレーライス、作りすぎちゃって。よかったらもらってくれませんか？」

　カレーが入った大きな鍋なべを両手で抱えるように差し出しながら、にこやかな笑えみを浮かべている。

　年齢はおそらく二十代の半なかばくらい（訊きくと真顔で怒られる）、性格は温厚でちょっと天然。ここに引っ越して来て以来、ことあるごとに声をかけてくれたり、夕飯のお裾すそ分けをしてくれたり、近所の町内会でやっている色々な催しに誘ってくれたりしている。

　大家さんの存在にはかなり助けられていた。

　母方の遠い親戚でもあるらしいこの人が、引っ越してきた当初から色々と気に掛けてくれていたことで、大変だった一人暮らしを何とか軌道に乗せることができていたのだった。

「野菜たっぷり特製ベジタブルカレーなんです。さっき作ったばっかりだからまだ温かいけど、ジャガイモが入ってるからなるべく今日明日中に全部食べてくださいね」

「あ、はい」

「それじゃあまた明日──あ、そうそう、忘れるところでした。はい、これ」

「これは……？」

　渡されたのは何やら木でできた刀のようなものだった。

　というか、まんま木刀だった。修学旅行のお土産みやげとして男子人気ナンバーワンの、有名なあれである。

「この前友達と熊くま本もとに旅行に行った時のお土産。お城の近くの骨こつ董とう屋で見付けた一点物で、何でもそれを夜の十二時ちょうどに鏡に向かって十二回振ると願いが叶かなうマジカルな木刀なんだそうですよ。秋あき宗むねくんにぴったりだと思って」

「え、あー、はい……」

　何がぴったりなのか若じやつ干かん複雑なところなんですが……

「ふふふ、喜んでくれたみたいでよかったです。カレーのお鍋なべは洗わないでそのまま返してくれればいいですから。それではまた～」

「あ、はい。ありがとうございます」

　そう言って大家さんは去っていった。

　その後ろ姿を見送って、ドアを閉める。

「願いが叶う木刀か……」

　そんなそこはかとなく意味不明なものを売る方も売る方だが、買う方も買う方である。あの人、どこかセンスが普通の人とズレてるんだよなー。

　とはいえその心遣いは嬉うれしかった。

　どういった形であれ自分のことを気にしてくれる人がいるっていうのは、それだけで嬉しいものである。

　木刀とカレーを大事に胸に抱えて、部屋の中へと戻る。

　カレーはすぐに夕飯として食べさせてもらった。スパイスから大家さんが自分で調合しているというそれは辛からすぎず甘すぎない絶ぜつ妙みような味付けで、僕が作るものよりも数段、いや格段に美お味いしい。明日までには全部食べきってくれと言われていたけれど、夕食だけでほとんど食べてしまった。

　満腹のお腹なかを抱えて、何となくテレビを点ける。

　画面の中ではお笑い芸人や女性タレントたちが、相模さがみ湾で獲れたという珍しい深海魚を食べながら、楽しげに笑い合っていた。

　この上なく賑にぎやかで、画面のこちら側にまで楽しさが伝わってくる光景。

「……」

　それを見ていたら、少しだけ寂しさが込み上げてきた。

　何となく世界で自分が一人きりになってしまったみたいな、胸の奥をギューっと摑まれるような感覚。いい歳としをして両親が恋しいだとか家族の団らんに飢えているだとかってわけじゃないけれど……それでもこの瞬しゆん間かんだけ、だれかに隣にいてほしいと思った。

「……」

　ふと、大家さんからもらった木刀が目に入る。

　熊くま本もと土産みやげの民芸品だという木刀。

「……」

　鏡に向かって振れば、願いが叶かなうか……

　大家さんの言っていた言葉を思い出す。

　何気なく壁にかかっている時計を見てみれば、時間はちょうどというか何というか午後の十一時五十五分を回ったところだった。

「…………」

　別に信じていたわけじゃない。

　振れば願いが叶う木刀だなんて、身に着けていれば幸せになれるというトルマリンブレスくらいに眉まゆ唾つばにも程がある。

　だけど……気付けば鏡に向かって木刀を振っていた。思い切り気合いを込めて振り回していた。いや我ながらかなりシュール極まりない姿だとは思うけど。

　十秒ほどで、木刀を十二回振り終わる。

　鏡の中には、木刀を手にしたまま少しだけ肩を上下させる自分の姿（貧相）が映っているだけだった。

「ほら、何も起こるわけがない──」

　その時だった。

　下ろそうとした木刀の切っ先から、突然溢あふれんばかりの光が迸ほとばしった。

「!?」

　まるで眼前に太陽が現れたかのような閃せん光こう。

　目もくらむようなその光は、あっという間に蛍けい光こう灯とうの光を飲み込んで、部屋の中を白一色に染め上げた。

「あ……」

　思わずその場に座り込んでしまう。

　そして僕の前で、光は収縮して人のカタチを取ると、大きく弾はじけ飛んだ。




　　　　＊




「──私は熊本城。肥ひ後ごの国くにに拠を置く加か藤とう家縁ゆかりの者にして……栄はえある九州地方最大の城しろ姫ひめだ」

　──そういう次第で、今に至るのである。

　木刀から広がった光の中から出て来た少女が、僕の前で胸を張ってそんなことを口にしていた。

　何と答えたらいいか分からずに目をパチパチとさせることしかできずにいると、少女は訝いぶかしんだのか。

「聞こえなかったのか？　私は肥ひ後ごの国くにに居を構える城姫である、熊くま本もと城だ」

　ドン！　という効果音が聞こえそうなほどの自信たっぷりな声でそう言ってくるものの。

「しろ、ひめ……？」

　聞いたことのない単語だった。

　しろひめ……シロヒメ……白姫……？　どういった字を書くんだろう。全体的にどっちかと言えば黒っぽい感じなんだけど、そこのところは何か関係しているんだろうか。

　首を捻ひねっていると。

「あなた……まさか城姫を知らないのか？」

「え、うん、さっぱり……」

　その返答に。

「！　な、何ということだ……まさかこの世にそのような者がいようとは……」

　おののいたような表情をして頭を抱え込んでしまう。え、そんなアメリカ大陸を発見したのはだれかくらいに当たり前の単語だったのかな。何だか悪いことをしてしまったような気分になってしまう。

「あ、え、ええと、その……なんかごめん」

「……仕方ない。持たざる民たみのために自らの存在を語るのもまた城姫としての義務だ。心を尽つくして説明をしよう。城姫というのは──」

　そこで少女はこほんと咳せき払ばらいをすると。




「いわば、その土地にとって、守り神のような存在だ」




　厳おごそかな口調で、そう口にした。

「神様……？」

「そうだ。城姫というのは、水源を管理し天候を制御し、様々な形で民たみに恩恵を施ほどこし、そして奇跡を使ってその土地の民を守護する……自らを神と称するのはいささか傲ごう慢まんではあると分かってはいるが、それに限りなく近しい役割を持った存在ではあると、自負している」

「……」

　目の前の、このちょっと可愛かわいいけど意思が強そうで、コスプレみたいな怪しい衣装を着込んでいる女の子が神様……？

　微び妙みようだった。

　というかいきなり自分のことを神様だと言い出すなんてまともとは思えない。それは突然何もないところから現れたり、まとっている雰ふん囲い気きというか空気みたいなものが普通の人とは明らかに違ったりはしたけれど、だけどそれだけで神様だとまでいうのはちょっと……

　あからさまに怪しんだ表情になっていると。

「何だその目は、疑っているのか？」

「……」

「むう、そもそも城しろ姫ひめの名を知らなかったくらいか、ならば仕方ないな……」

　そう言うと少女──熊くま本もと城は部屋の中を見回した。

　そして台所に置いてあったタマネギに目を留めると、「ふむ、あれがいいか……」と軽くうなずいて手をそちらに向けてかざした。

「！」

　異変はすぐに起こった。

　熊本城が手をかざしたタマネギから芽がニョキニョキと生えたかと思うと、そのままどんどん伸び続けていく。

　あっという間に、タマネギは巨大な緑のカタマリとなってしまった。

「こ、これって……」

「城姫の持つ奇跡の一つ、成長の力だ。生あるあらゆるものの持つ生命力を促うながし、鼓こ舞ぶして増幅する力。とはいえ今の私には〝城じよう主しゆ〟がいないのでな。この程度のささやかな奇跡しか起こせないが……」

　少しだけ不満げにそう口にする。

　この程度とは言うけれど、それはあり得ない光景だった。

　目の前で起こった常識を越えた現象に声を出せずにいると。

「どうかな。私が城姫だということを信じてもらえたかな？」

「え、あ、う、うん……」

　まだ呆ぼう然ぜんとしたままコクリとうなずき返す。

　全部を全部そのまま受け入れることはまだできないけど……少なくとも、この熊本城という少女が何か普通ではない特別な存在だということは、信じざるを得なかった。

「さて信じてもらったところで今一度訊ききたいのだが、ここはどこなのだ？　私は確か肥ひ後ごの国くににいたはずなのだが……」

「肥ひ後ごの国くに……？」

　聞き慣れない名前だった。少なくとも現代の地名ではないような気がする。というかちょっと前に教科書でそんな名前が出て来たような来てないような……

「えっと、ここは東とう京きようだけど……東京の、西の方で」

「東京……？　それは京と何か関係があるのか……？」

「京？　京って、京きよう都とのことだよね。そうじゃなくてここは東京、東の京で……」

「東の京……？　東にある都は江え戸どであろう。京と名の付くものが、京都以外にあるというのか……？」

　熊くま本もと城が怪け訝げんそうな顔をする。

　これは……まったく話が嚙かみ合っていない気がする。

　京って……確か日本史で出てくる京都に対する古い言い回しだったし、江戸は言わずと知れた東京の昔の呼び名だったはずだ。そういえばこの熊本城、話し方もやけに古風というか時代がかったものだし、身なりもどことなく時代劇とかに出てくる着物とかに近いように思える。いや神様だからって言われればそれまでの気もするんだけど何か引っかかるというか……

　僕は浮かんだある疑問を口にした。

「あのさ、今って何年だか、分かる？」

「？　妙みような質問だな」

　その問いに熊本城は首を捻ひねったものの顔をこちらに向けて。

「──そんなもの決まっている。今は元げん和な六年だろう？　慶けい長ちようから元和の世になって少しばかり。違うのか？」

「元和六年……」

　その単語をスマホに打ち込んで調べてみる。

　すると出てきたのは──

「西暦千六百二十年……」

　今からおよそ四百年前。

　江戸時代、だった。







　　　　２




「──つまり、きみは江戸時代からやって来たって、そういうこと……？」

「？　あなたの言う江戸時代というものが何かは分からないが、確かに今我が国で最も栄えている町は江戸で間違いない。そのことを言っているのか？」

　胡う乱ろんげな顔でそう尋たずねてくる。

「…………」

　何だか頭の中がゴチャゴチャになってきた。

　……ここで一度状況を整理しよう。

　まず木刀から発せられた光の中から出てきたこの少女の名は熊くま本もと城。

　ここ東とう京きようからは遠く離れた、九州地方を拠点とする〝城しろ姫ひめ〟だという。

〝城姫〟というのはその土地の天候や水脈などを司つかさどり、様々な奇跡を使って民たみに恩恵を施ほどこすもので、いわばその土地の守り神とも言える存在らしい。普通だったら一笑に付してしまうようなトンデモ話だけど、彼女のさっきの不思議な力を見た後では、信じざるを得ない。

　そして彼女が自分がいたと主張している時代は、今からおよそ四百年前の江え戸ど時代。

　つまり彼女は、その仕組みや原理は分からないけれど、タイムスリップをして現代にやって来たということになり……

「あ、あのさ……」

「？」

「たぶんだけど、きみは……」

「……？」

　そのことを熊本城に説明すると。

「つまり……私は、時代を超えて先の世へとやって来たということなのか……？」

「うん、まだ確定はできないけど、おそらく……」

　それ以外には考えられない。

　普通に考えたら何から何まであり得ない展開だけど、城姫だとか守り神だとかがあるのなら、こういった、その、タイムスリップみたいなものもあっても不思議じゃないんじゃないかとも思う。

　だけど熊本城は首を振って。

「そんなまさか……時代を超えるなどというそのような過大な奇跡、これまで一度たりとも聞いたことなど……」

　顔をうつむかせて考え込んでしまう。

　どうにも城姫の奇跡を持ってしても、時間を超えるということは簡単じゃないらしい。

「いったいなぜこのようなことが起こったのだ……そういえばここのところ、城姫たちが姿を消す事件が起こっていた。それはまさか私と同じように……？」

　しばらくの間、熊本城は沈ちん黙もくしていた。

　だけどやがて何かを決意したかのように顔を上げたかと思うと。

「──何にせよ、ここが私の生きる時代でないというのならば、私は自らのいた時代へと戻らなければならない。守るべき民たちがいて、恵みを分け与えるべき土地があるのだ」

　ぐっと手を握りしめてそう宣言してくる。

　それは確かにもっともな決意だとは思うけれど……

「でもどうやって……」

「……見当も付かない。そもそもあなたはどうやって私をこの時代に呼び寄せたのだ？」

「え？　ええと、僕はこの木刀を十二回振って……」

　壁に立てかけておいた黒光りするマジカル木刀を熊くま本もと城に見せる。

「これは……この手て触ざわり、似ている……？」

「？」

「……いや、何でもない。それよりもその儀式を、もう一度やってみてはくれないかな？　その時と同じことをやれば、もしかしたらまた何かが起こるかもしれない」

　真剣な表情でそう頼んでくる。

「う、うん……」

　アレをもう一回やるのはあんまり気が進まなかったけれど、確かにそれはそうかもしれない。

　木刀を手に一度構えて、そのまま鏡の前で振る。そんな僕の姿を、熊本城は真剣な顔でじーっと見つめていた。うう、何かそこはかとなく緊張するな……

　程なく十二回振り終わった。

　だけど。

「……」

「……」

「何も……起こらぬな」

「みたい……だね」

　期待していたようなことは起こらなかった。

　暗めの焦こげ茶色をしたマジカル木刀は、何の反応も示さずに僕の手の中にひっそりと収まっている。

「振り方が甘かったのではないか？　こう、もっとぐっと腰を入れないと……」

「え、そうかな……？」

「うん、腰を入れるのは剣術の基本だ。真剣にやらなければ、刀も応えてくれないのかもしれぬ」

「わ、分かったよ」

　腰の捻ひねりを意識してもう一度、きっかり十二回振り直す。

　だけど何度木刀を振るっても、さっきと同じような光は一向に発生しなかった。

「ダメか……」

「むう……」

　ウンともスンとも言わない木刀を見て、二人して力なく息を吐はく。

　ひとまずこれ以上木刀を調べてみてもあまり意味がなさそうだってことは分かった。だとするとこの願いが叶かなうマジカル木刀が原因でタイムスリップが起きたわけじゃないってことだろうか。となれば……

「熊くま本もと城はどんな状況でこっちに来ることになったの？」

「私か？　私は屋敷の庭に生えていた銀杏いちようの木の前で夕涼みをしていただけだ。涼気に誘われて虫の声に耳を傾けていると、突然身体からだがどこかに引っ張られるような不可思議な感覚に襲われて……気が付けば、この場所にいた」

「そっか……」

　こっちの話もあんまり参考にはならなそうだった。

　だけどだとしたら一体どうしたらいいんだろう……？　向こうにもこっちにも手がかりがないんだとしたもうお手上げである。タイムスリップの方法なんて考えて分かるものとも思えないし……

　その後もいくつか思い付いた方法を試してみたが、全て何の成果も得られずに終わった。







「……あのさ、とりあえずだけど今日のところはもう休まない……？　もうけっこう遅い時間だし、これ以上やっててもあんまり進展がなさそうな気が……」

「……そうだな。そうかもしれない……」

　さすがの熊本城も疲れたようで、ため息と共にそう口にする。

　時刻はすでに午前一時過ぎ。実際僕も木刀の振り疲れで（百回くらい振ったかもしれない……）、もうクタクタだった。

「……どうしたらいいかは明日以降また改めて考えよう。狭いところだけど、泊まっていってもらって大丈夫だから」

　その言葉に。

「よ、よいのか……？」

「うん、これも何ていうか、何かの縁だと思うし」

「……すまない。厚意に甘えさせてもらえると助かる」

　熊本城が申し訳なさそうな声でそう頭を下げる。

　まだ正確なところの彼女の素す性じようは分かっていなかったけれど、少なくともこの熊本城という少女に対する警戒心はほとんどなくなっていた。いやそれは城姫だとか神様だとかは全部が全部言葉通りに受け入れられたわけじゃないけど、それでも彼女が悪い人間（城姫？）じゃないということだけは今の段階でも十分に理解できていたというか。現在の状況に現実感がまだ今ひとつなかったことも影響していたのかもしれない。

　ともあれ今晩はこの部屋でいっしょに過ごすことになったわけであって。

「えっと、それじゃああっちの部屋に布団を敷くから、それを使ってもらっていいかな？　あとさすがにその格かつ好こうじゃ寝づらいだろうから、着替えとかも用意するね」

「何から何まですまぬな……」

「いいって。気にしないで」

　笑いながらそう返して、布団を用意するために隣の部屋へと移動する。

　普段は客間に使っている六畳ほどの和室。

　軽く掃除をした後に、押し入れから妹が泊まりに来た時に使っている予備の布団を取り出す。シーツのしわを伸ばしながら畳の上にそれを敷いていると、ふいに洗面所の方から「きゃ、きゃあっ……！」という叫さけび声のようなものが聞こえてきた。

「！」

　何かあったのかと思い慌あわてて駆かけつけてみる。

　するとそこには……

「ど、どうしたの……って!?」

　そこには……なぜかびしょ濡ぬれになって、薄うす襦じゆ袢ばんをまとった身体からだを両手で抱える熊くま本もと城の姿があった。

　頭からつま先まで水を被った濡れ鼠ねずみな状態で、申し訳なさそうな目でこっちを見ている。
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「す、すまぬ……眠る前に軽く身体を拭ふきたくて、水場の気配を感じてここに来てみたのだが……突然そこの縄なわから水が噴き出してきて……」

「水場……」

　まあ確かにこの部屋の中では一番それっぽい場所かもしれないけど……

　若じやつ干かんというかかなり目のやり場に困る僕に熊くま本もと城は困惑した表情になって。

「し、しかし、これは何なのだ……？　そこの取っ手を捻ひねるだけで縄の先から水が迸ほとばしり出てきた……。しかも僅わずかに温かい……火をおこした様子もないというのに……」

「ええと、説明すると色々長くなるんだけどガスで……」

「が、がす……？　むう……先の世では城姫の奇跡に匹敵する仕組みが、民たみの生活の中に使われているというのか……」

　驚きよう愕がくしたように声を震わせる。

　現代に生きている僕らは普段から何気なく使っているガスや電気だけど、江え戸ど時代から来た人間からすればそれらはほとんど奇跡にも近い代物なのかもなあ……と何となく思った。

　色々と混乱する熊本城にひとまず最低限のシャワーの使い方を教えて風呂場を出た。幸いなことに、身体からだを流すのに困らない程度の使い方は理解してくれたようだった。

「──それじゃあそろそろ寝ようか？　もうけっこう遅くなっちゃったし」

「う、うむ……」

　湯ゆ浴あみを終えてリビングへと戻ってきた熊本城にそう言うと、そんな微び妙みような反応が返ってきた。

「？」

　まだ何か気になることでもあるのかな？

　首を傾ける僕に。

「そ、その、これはあくまでも提案なのだが……」

「？　何？」

「その、何というか……」

「……？」

「私も……そちらでいっしょに寝ても構わぬか？」

「え？」

　熊本城は少しだけ遠えん慮りよがちにそう言った。

「…………」

　え、今……何て言ったの？

　こっちの部屋でいっしょに寝たいって、そう言ったよね……？

　思わずバッと熊本城の顔を見ると。

「あ、い、いや、別に深い意味はないんだ。た、ただ私はこちらの世には不慣れだし細かなことなどは分からないし、いっしょにいた方が何かあった時に色々と助かると思って……ほ、ほら、先ほどの湯浴みの時のようなことが起こると困る。だ、だから、それだけなのだが……」

「……」

　少しだけ声を小さくしてそう言ってくる。

　さっきまでの毅き然ぜんとした態度からはそんな様子は見られなかったけれど……考えてみればこの子はいきなり江え戸ど時代から現代に来ることになったんだよな。少なからず今の自分の置かれた状況を不安に思っているのかもしれない。僕だって逆の立場だったらそれこそパニック状態になっているだろうし……

　なので僕はうなずき返して。

「うん、分かった。熊くま本もと城がそれがいいなら」

「……すまぬな。恩に着る」

　熊本城がそうお礼を言って。

　ベッドの横に布団を敷いて、二人並んで横になった。







「……」

「……」

　沈ちん黙もくだった。

　部屋の中は静まり返っていて、聞こえてくるのは時計が針を刻むチッチッチッ……という音のみ。電気が消されて真っ暗になった八畳間には、窓から差し込んでくる月明かりだけが唯ゆい一いつの光源である。う、うーん、考えてみれば今の状況って、女の子と二人きりってことなんだよな。それも今日というかつい何時間か前に出会ったばっかりの。いや相手は城しろ姫ひめという自称神様みたいな存在だし、厳密にはそんな単純なことじゃないのかもしれない。でも少なくとも見た目の上では同じ歳としくらいの女の子と一つの部屋の中で布団を並べていることには変わりがないわけであって……

　微び妙みようにソワソワと落ち着かない気分でいると。

「な、何だか緊張してしまうな……」

「え……？」

　と、熊本城がぽそりとつぶやいた。

「自分で言い出しておいてこういうことを口にするのも憚はばかられるのだが……な、何というか、こうして殿方と同じ部屋で枕を並べるのは初めてなのだ。だからどうしていいか分からなくて……」

「そうなの……？」

「う、うむ。共に枕を並べた殿方といえば屋敷で飼っていた雄犬の土ど左ざ衛え門もんくらいだったのでな……」

　まさかの雄犬に続いての二人目（？）だった。

　まあ僕もいっしょに寝たことのある異性なんて妹と、小学生の頃に飼っていたカブトムシのカブ美ちゃんくらいしかいないのだけれど……

　とはいえ自分と同じようなことを考えていた熊くま本もと城に、少しだけ共感というか親しみを覚えた。この子は四百年前から来た違う時代の女の子でしかも城しろ姫ひめだけど、考え方自体は現代の女の子とそう変わらないのかもしれない。そうほんのりと思いかけた僕に。




「そ、その……やはりこういう場合、夜よ伽とぎというものをしなければならないのだろうか……？」




「え？」

　熊本城が突然そんなことを言い出した。

「や、屋敷の書庫でこっそりと読んだ書物に書かれていたのだ。春しゆん画がという仰ぎよう々ぎようしい装丁の書物だったかな……？　あれはきっと高名な文人によって書かれたものに違いない。そこには女子が殿方との初めての夜を過ごす時には女子は殿方に肉体をもって尽つくすのが礼儀だと、そ、その、絵による図解付きで書かれていた……。こ、こういうことには疎うといのだが、それが常式だというのならばやはり従わなければならないだろうか……？」

「……」

　……えーと。

　……とりあえず前言撤回。

　やっぱり生きている時代が違うと考えていることがだいぶ違う。それに真ま面じ目めそうに見えて、意外に耳年増なのかもしれない。

「そ、そんなことはしなくていいって！　ただいっしょに寝てるだけでいいの、寝てるだけで！」

「そ、そうなのか？」

「う、うん……」

「そ、そうか……」

　びっくりしたような安心したような複雑そうな表情で熊本城がそう声を漏もらす。

　う、うーん、何でこんな夜についさっき初めて出会った女の子（？）とこんなアレな会話をしてるんだろうか……

　そこはかとなく微び妙みような気分になっていると。

「……でも、こうして他愛もない話をするのも、悪くないものだな」

「え？」

　と、大きく息を吐はくように熊本城が言った。

「……城姫というのは良くも悪くも特別な存在なのだ。敬うやまわれ崇すう拝はいされるが、逆にそれゆえに畏おそれられ遠ざけられたりもする。食事をする時も、散歩をする時も、寝る時も……常に一人だ。何も気負うことなく私に話しかけてくれたのは父上と直属の巫み女こくらいで……」

「……」

「だから少しだけ嬉うれしくてな。あなたは何の気兼ねもなく私に接してくれる。こうして対等に話をしてくれる。何だか……家族みたいだ」

「……」

　そう話す熊くま本もと城の声音には、寂しさの色が見え隠れしていた。

　そっか、よく分からないけど、この子も一人だったのか……

　周りに心を許すことができる相手がおらず、近くにいてくれるだれかを求めていた。その気持ちは何となくだけど……共感できるかもしれない。

「……すまない、今のは聞き流してくれ。民たみに希望を与える城しろ姫ひめとしては相応ふさわしくない言げんだった。先の世に来て、少しだけ弱気になってしまっているのかもしれないな……」

「熊本城……」

　そう言って困ったように笑う熊本城を見て、思った。

　何かこの子のために僕ができることはないだろうか。

　同じような寂しさを抱えているこの子に、何かできることはないだろうか。

　──と、その時だった。

「む……？」

「？　どうしたの？」

　ふいに熊本城が起き上がって、剣けん吞のんな表情になって窓の外へと顔を向けた。

「これは……民の救いを求める波動。この近くで何者かが城姫の助けを求めているのか……」

「え……？」

　それってどういう……？

　だけどそれを訊きき返す間もなく、熊本城は布団から起き上がると身を翻ひるがえした。

「救いを求める民に応えるのは城姫の役割……私は行かなければならぬ。むう、それにしてもこの部屋はけったいな造りだな。出口が見当たらない。──ならば、仕方ないか」

「え、あ、ちょっと──」

　イヤな予感がして止めようとするもの。

　ガシャアアアアン！

「!?」

　遅かった。

　決意を秘めた表情の熊本城は、アパートの通路に面した側にあった窓に勢いよく体当たりをして、そのまま部屋の外へと出ていった。

「し、敷金と礼金が……」

　粉々になった窓ガラスと窓枠を見て思わずそんな声が口から漏もれる。羽根を生やした一万円札が頭の中で何枚か天へと向かって飛んでいったけど……今はそれどころじゃない。

「熊くま本もと城を追わないと……！」

　何せ江え戸ど時代から来たという彼女である。この辺りの地理もよく分からないだろうし、現代の街並みやら交通事情やらにはきっと戸惑うに違いない。

　慌あわてて上着を羽織って靴を履はいて、玄関から外へと飛び出したのだった。







　　　　３




　幸いというか何というか、熊本城はすぐに見付かった。

　アパートからそれほど離れていないコンビニの駐車場。

　何やら言い争うような騒さわがしい声が聞こえてきたので向かってみると……そこでいつの間にか黒い衣装をまとった彼女が、目出し帽と黒いジャケットとで身を包んだ二人組の男たちと対たい峙じしていた。

「な、何なんだてめぇは……！」

「私は肥ひ後ごの国くにの城しろ姫ひめ、熊本城だ。本来ここは江え戸ど城の領地ではあるが……どうやら不在であるようなので、代わりに私が民たみの平穏を守ろう。何やら異国の装いをした悪党ども……速すみやかにその奪うばったものを返すのだ」

「な、何言ってるか分かんねぇんだよ！」

　そうわめく男たちの手には、無造作に摑つかまれた紙幣のようなものが握られている。

　コンビニの入り口では店員らしき中年の男が青い顔をして、「け、警察を……」とあたふたと声を上げている。

　どうやらそれらの状況から察するに、男たちはコンビニ強盗のようであり、熊本城はそれを阻止しようとしているみたいだった。

「さあ、大人しく降伏するがよい。さもなくば、城姫の名の下もとにお前たちを成敗しなければならぬ」

「う、うるせぇ！」

「成敗って……時代劇か！」

　激高して男たちが殴なぐりかかってくるものの。

「──ふん」

　熊本城は強かった。

　見た目の凛りんとした雰ふん囲い気きから何となく察してはいたけれど、その戦闘能力（？）は圧倒的だった。どうやら格闘技のようなものを習得しているようで、素人しろうと目で見ても分かる見事な身のこなしで男たちを完全に翻ほん弄ろうしている。

「な、何なんだよ、こいつは……！」

「こ、こんな動き、見たことねぇ……！」

　男たちが泣きそうな声を上げる。

　だけどそれ以上に僕が目を奪うばわれたのは。

「……」

　キレイだった。

　真っ白な月の光に照らされて、それとは対照的に真っ黒な衣装をまとって男たちを圧倒している熊くま本もと城の姿を見て……そんなノンキなことを言っている状況じゃないのに、美しいと思ってしまった。文字通り神こう々ごうしいと言おうか。まるで何かの舞でも踊っているかのような華か麗れいな動き。さっき部屋で不思議な力を目まの当たりにした時以上に、目の前の少女が神様だという実感を、僕は肌で感じ取っていた。

「ぐあっ！」「げえっ！」

「さあ、終わりだ。素直に負けを認めて奪ったものを返すんだ」

　投げ飛ばされて地面に倒れた男たちに、熊本城が冷静にそう言い放つ。

　だが。

「ま、まだだ……！　たかが女に舐なめられっぱなしで、このまま終われるわけがねぇだろうが！」

　男の一人がジャケットを脱ぎ捨てて、後ろポケットから折りたたみ式のナイフのようなものを取り出した。

　ギラリと不ふ穏おんな光が闇やみ夜よの中で輝く。

　だけど熊本城の顔色は変わらない。

「変わった小刀だな。だが無む駄だだ。そのような武器でこの熊本城を傷付けることなどできぬ」

「や、やってみなけりゃあ分かんねぇだろう！」

「分かるとも。そもそも普通の武器で城姫たる私を傷付けることなどできない。それこそ城姫の持つ神器や、村むら正まさなどの妖よう刀とうの類たぐいでなければこの布一枚切り裂くことさえ叶かなわな……っ!?」

　と、そこで熊本城の声が止まった。

　一歩後ずさって、それまで聞いたことがないような弱々しい声になると。

「そ、それは何だ……？　その胸元に描えがかれているおどろおどろしいのは……ま、まさか、がしゃどくろか……？」

「あ……？」

「お、お前たちは何というものを掲げているんだ……う、うう……わ、私は、オ、オカルトだけはだめなんだ……」

　蒼そう白はくな顔になってその場にへなへなとへたり込んでしまう。

　え、よく分からないけど……まさか男たちが着ているＴシャツにプリントされた、ドクロのイラストを怖がってる……？

　確かに大きな口を開けた巨大なドクロが人間の頭にかぶりついているようなそのイラストは不気味で、お世辞にも趣味がいいものとは言えなかったけど、だけどそこまで怖がるようなものじゃないと思うんだけど……

　男たちもそれに気付いたのか。

「お、な、何だよ、もしかしてお前、このナイスなスカルプリントが怖いのか？　ハ、ハハハ、こいつは傑作だ！　正義の味方気取りのお姫様も、お化けが怖いってか！」

「……っ」

「はっ、ざまねぇな。……だけどこれは好都合だ。さっきまでよくも好き放題やってくれたよなあ？」

　ニヤニヤと笑いを浮かべてにじり寄ってくる。

　だけど熊くま本もと城は、両手で自分の身体からだをかき抱いたまま動けずにいて……

「…………」

　……もしかしたら僕は、色々と見誤っていたのかもしれない。

　初めて目の前に現れた時から毅き然ぜんとしていた熊本城。

　城姫だとか、神様だとか、守り神だとか……そんな言葉に惑わされていた気がする。

　よく分からないけど、今僕の目の前にいるのはただの女の子だ。

　お化けや幽ゆう霊れいを怖がって震え上がってしまう、僕と同じ年頃の女の子。

　だったらそんな女の子を守るのは……男子の役割だ……！

「……」

「あ、秋あき宗むね……？」

「熊本城に、近づくな……」

　熊本城と男たちとの間に割って入るように立ち塞ふさがる。

「おいおい兄ちゃん、王子様気取りだったらやめときな。女の前でいい格かつ好こうしようってやつは、だいたい痛い目を見るって相場が決まってんだぜ？」

「……」

「おら、さっさと消えちまえよ。今なら見なかったことにしてやるからよ」

「……」

「……ちっ。男を殴なぐるのは趣味じゃねぇんだけどな」

　バキバキと拳こぶしを鳴らして男が迫せまってくる。

　……自慢じゃないけど、ケンカなんてまともにしたことはない。

　最後にしたケンカのようなものと言えば、小学生の頃にクラスのガキ大将と取っ組み合いをしたくらいだ（しかも三十秒で負けた）。

　だけどここは退くわけにはいかなかった。

　震える女の子を前にして逃げ出すなんて……そんなことはボコボコにされるよりも、心が痛いことだ……！

「……さっさと寝とけよ……っ！」

　幸か不幸か僕ごときにナイフを使うのはムダだと考えたようで、男たちは素手で殴なぐりかかってきた。

　だけど、それでも状況はさして変わらなかった。

　手も足も出せずに、一方的に殴られる状態になる。

「や、やめろ……！　秋あき宗むねは関係ない、打ちのめしたいのなら私をやれ！」

　背後から熊くま本もと城の悲鳴が聞こえてくる。

「い、いいから……熊本城は逃げるんだ」

「な、何を言っている……！　私は城しろ姫ひめだ！　守るべき民たみに逆に守られて、あまつさえ逃げるなど、そんなことは……」

「そんなのは関係ない。城姫だとか何とかいう前に、熊本城は女の子なんだから……！」

「秋宗……」

　だけどこのままじゃジリ貧だ。

　熊本城は逃げてくれそうにないし、こうやって殴られ続けるのにも限界がある。何とかこの状況を打開する方法を見付けないと……！

　男たちの拳こぶしを両腕で防ぎながら必死に頭を巡らす。何か、何かいい手段はないものか……

　頭の左右に上げた両腕の隙すき間まから辺りを見回す。と、そこで視界の隅に、さっきからあたふたするばかりのコンビニ店員が手にしているあるものが目に入ってきた。

「……」

　そうか、もしかしたらあれで……！

　安直な思い付きかもしれないけど、うまくいけば何とかなるかもしれない。

　ある考えが頭に浮かぶのと身体からだが動くのとはほとんど同時だった。

「……っ！」

　なおも拳を振るってくる男たちの隙を突いて店員のもとへと駆かけ寄ると、その右手に握られていたものを半なかば強引に手に取った。

「すみません、これ、借ります！」

「え、あ……」

　目をシロクロさせる店員を横目に、受け取ったモノを男たちに向かって力いっぱい投げつける。

「うおっ！」「てめぇ!?」

　ベチャっという音と共に直径十センチほどのボールが破裂する。

　男たちの身体には、オレンジ色の蛍光塗料がべったりと付着していた。防犯用のペイントボールを投げつけたのだ。

「ちっ、小こ賢ざかしいことしやがって……こんなもんが何だってんだ！　確かに鬱うつ陶とうしいがジャケットを着ちまえば隠れちまうし、そもそも警察が来る前に逃げ切ってやるから何の問題もねえ！」

　確かにそれはその通りだ。

　単純な防犯という意味においては、そのペイントボールはほとんど役に立たないと言っていいだろう。

　だけど。




「……でも、これでそのドクロのプリントは見えなくなったよね……」




「え……？」「あ……」

　数秒遅れて、男たちはその言葉の意味に気付いたようだった。

　同時に何かの気配を感じたようにバッと後ろを振り返る。

　そこには──




「…………お前たち、よくも好き放題にやってくれたな」




「あ……」「お……」

　そこには──背中に陽かげ炎ろうのような怒いかりのオーラをまとって、ゆらりと立ち上がる熊くま本もと城の姿があった。

　男たちが蒼そう白はくを超えてほとんど真っ白な顔になる。

「……大人しく奪うばったものを返せば穏便に済ませるつもりだったが……秋あき宗むねを傷付けた以上、そうもいかない。腕の一本や二本くらいは覚悟してもらおうか」

「ひ、ひいっ」「た、助け……」

「逃がさん」

　一目散に逃げ出そうとする男たちに、風のような速さで熊本城が追いついてその両腕を摑つかんだ。次の瞬しゆん間かん、男たちの身体からだが音もなく派手に宙を舞い、あっという間に白目を剝むいて路上に転がされていた。

「ぐえっ……」「げぼぉ……」

「因果応報だ。しばらくの間、牢ろうに入り自らの罪を悔くやむがよい。我が愛刀〝同どう田た貫ぬき〟の錆さびとならなかっただけでも幸運に思うのだな」

　熊本城が厳おごそかにそう言い放つ。

「…………」

　よかった……何とかなったみたいだ……

　安心したら、急に殴なぐられたところが痛くなってきた。

　おまけに何だか眠くなってきて……

「秋あき宗むね……！」

　ゆっくりと沈んでいく意識の中で、泣きそうな表情をした熊くま本もと城がこっちに向かって駆かけ寄ってくる姿が微かすかに見えた。
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　柔らかな感触が頭の後ろにあった。

　柔らかで温かで、心地の良い弾力。

　鼻元に漂う甘い香りも相まって、ついついずっとこのまま眠ってしまっていたいような誘惑に駆られてしまう。

　だけど耳元で響く涼やかな声が、僕を現実へと引き戻した。

「──気が付いたか？」

「……あれ？　僕は……」

　目を開くと、真上に逆さまになった熊本城の顔があった。

　まだ少し不安そうな表情で、こっちを見下ろしてきている。

「あなたは意識を失っていたのだ。私を守ってくれて、傷ついて……」

　その言葉に記憶がよみがえる。

　そっか、僕は熊本城を助けようとして、男たちに殴なぐられて気を失って……。それで倒れた僕を熊本城が介抱してくれてたってことか。うーん、勢い込んで助けに入ったっていうのにかっこつかないな……。……ん、でも彼女の顔が逆さまのこの位置にあるということは、もしかしてさっきから後頭部に感じていたこの柔らかな物体はつまりは彼女の太ふと股ももということで……

「……って、膝ひざ枕まくら!?」

「……？　このような硬い地面にそのまま寝かせるわけにはいかなかったからな。何かまずかったか……？」

「え、い、いや……」

　まずくはない、まずくはないんだけど……こんなことをされるのは初めてというか思わぬ役得というか……ゴ、ゴホン、十七歳の男子高校生には少しばかり刺激が強すぎる……

　起き上がるべきかもう少しだけこのままでいるべきか心の中で逡しゆん巡じゆんしていると。

「──あなたは、すごいな」

「え……？」

　と、熊くま本もと城が真っ直すぐにこっちを見てそう口にした。

「決して膂りよ力りよくが強いわけではないのに、その身を挺ていして私を守ってくれた。守りきって──その意思を貫き通してくれた。あのような勇気は戦国の世でもなかなか見られるものじゃない。それにとっさに染料でがしゃどくろを覆い隠したあの機転……正直、舌を巻いた。素晴らしかった」

　心の底から感心したようにそう言ってくる。

「え、いや、そこまで言われるようなことじゃ……」

　ただ無我夢中で何とかしようとしただけで……

　だけど熊本城は静かに首を横に振って。

「そんなことはない。あなたは立派だ。先の世でこのような才気溢あふれる者に出会えたことを、私は嬉うれしく思うよ」

「……」

　だからそれは言い過ぎだと思うんだけどなあ……

　思いも寄らない過大な賛辞にどうしていいか分からなくなって、ふとポケットの中に入っていたものの存在を思い出した。

「あ、えっと、あのさ、これ」

「？　これは……？」

「その、飴あめなんだ。よかったら食べない？　ほら、甘いものを食べると落ち着くから」

　もともとは妹が小さい頃に、留守がちな両親を恋しがって泣いたりした時になだめるために持っていたものである。これを見せれば、どんなに大声で泣き喚わめいていた時でも妹はすぐに笑え顔がおになってくれた。妹が両親に付いていってしまいいなくなった今でも、持ち歩くのが習慣になってしまっていた。

「…………」

　熊本城は手の中にある飴を見つめたまま黙だまっていた。

　驚いたような顔をして固まったままじぃっと動かない。

　あれ、何かまずかったかな……

「？　どうしたの？　飴はきらいだったとか……？」

「…………あ、い、いや、そうじゃないんだ」

「？」

「ただ、あの方と同じことをしてくれたから、驚いてしまって……」

「??」

　ますます分からない。

「い、いや、本当に何でもないんだ。それよりすまないな、気を遣わせてしまって。ありがたく受け取ろう──」

　飴あめを手に取りながら熊くま本もと城がそう言いかけて。

　その時だった。

「え？」

「これは……？」

　熊本城の身体からだから、ふいに淡あわい光が発せられた。

　木刀から発せられたものとはまた違う、少しオレンジ色がかった暖かな光。

　その光は僕の方へと向かってドンドンと広がっていき、まるで二人の身体を繫つなぐかのように僕の全身へと絡みついていく。

「これは……〝契ちぎりの開城〟……」

「え……？」

「そうか……そういうことなのか。私がこの時代にやって来たのも、こうしてあなたと出会ったのも、全て意味があることで……」

「？」

　何かを悟ったかのように目をつむってそうつぶやく。

　何が何だか分からない僕の前で、熊本城はひざまずくと、




「私は熊本城。肥ひ後ごの国くにに拠を置く九州地方最大の城しろ姫ひめ。真ま名なは〝銀杏いちよう〟という。これよりこの銀杏は、あなたのためにこの身と真名を捧ささげ、この身が果てるまで仕えることを誓おう。あなたが私の……〝城じよう主しゆ〟だ」

　そう言って、深く頭を下げたのだった。
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　目を覚ますと、部屋の中にいい匂においが漂っていた。

　長い間心のどこかで望んでいた気がする、懐かしい味み噌その匂い。

　それに呼応するように、トントントントン……という何かを叩たたく小気味よいリズムの音が聞こえてくる。おそらくは鍋なべから聞こえてきているだろうグツグツという音もそれに花を添えていた。

「ん……」

　ベッドの中でまどろみながら、ゆっくりと身体からだを起こす。

　台所の方からすぐに声がかけられた。

「おお、起きたのか、秋あき宗むね」

「ん……おはよう」

　ベッドから起き上がり、視線を声の方へと向ける。

　そこにあったのは……包丁片手にエプロンを自然に着こなして、こっちに向かって笑えみを見せてくる少女の姿だった。

「今日は少し遅いのだな。昨晩はだいぶ夜なべをしていたようだし、忙しいのか？」

「あ、うん、大丈夫。昨日はちょっと宿題が多かったから寝るのが遅くなっただけで……」

「そうか。あまり無理はせぬようにな。──そうだ、朝あさ餉げの支度ができているぞ。ほら」

「あ……」

　テーブルの上にあったのは先ほどからのいい匂いの元となっているものだった。

　きつね色に焼き上がった焼き魚、ほんのりと湯気が立ち上る味噌汁、炊たきたてのご飯。古き善よき日本の朝食で、この上なく食欲をそそるラインナップである。

「さ、温かいうちに食べてくれ」

「うん、いただきます」

　料理の前で手を合わせて、箸はしを手に取る。

「ど、どうかな？」

「美お味いしい……」

　出された料理はどれも絶品だった。

　焼き魚は絶ぜつ妙みような焼き加減で身がホロホロだったし、味噌汁はダシが利いていて起き抜けの身体にじんわりと染みこんでくる。白米はわざわざ土鍋で炊いてくれたようで米の一つ一つが立っていて甘い香りを漂わせていた。朝からこんな至れり尽つくせりな料理が食べられるなんて、ちょっと前までは夢にも思わなかったというか……

　そこはかとなく幸せな心地になっていると。

「そ、そんなに大したものじゃないよ。堅けん牢ろう不落の異名を持つ城しろ姫ひめゆえ、籠ろう城じようも得意だったのだ。おかげで飯めし炊たきの腕もそれなりのものにはなったというだけだ」

　そうは言うものの、そこはかとなく照れくさそうで嬉うれしそうである。

　こういうところを見ると、言葉遣いは少しばかり武士みたいだけど、この子もやっぱり女の子なんだなあ、と改めて思う。

「……」

　さて、今さらのような気もするけれど、目の前にいる彼女の名前は……熊くま本もと城である。

　願いが叶かなうという木刀から光と共に現れた女の子で、江え戸ど時代からやって来た〝城姫〟だという。

〝城姫〟というのは奇跡を使ってその土地の民たみたちを守護する存在で、守り神にも近い立場だとか。

　そして僕は彼女から〝城じよう主しゆ〟と呼ばれている。

〝城姫〟と〝城主〟。

　その二つの単語は似通っていて、何かしらの関係があることを窺うかがわせる。

　僕がその関係の意味を知ったのはおよそ二週間前。

　すなわち熊本城が僕の前に現れた夜であり……彼女がコンビニ強盗と大立ち回りをした夜である。

　そこで何があったのかというと──







「──これよりこの熊本城──銀杏いちようは、あなたのためにこの身と真ま名なを捧ささげ、この身が果てるまで仕えることを誓おう。あなたが私の……〝城主〟だ」

　真剣な表情をした熊本城が恭うやうやしくひざまずいてそう口にする。

「え、ちょ、ちょっと待ってよ！　何言ってるんだか全然分からないんだけど……。えっと、その〝城主〟って……？」

　その疑問に。

「〝城主〟とは城姫がその身を捧げ仕えるべき偉大な存在だ。城姫を使し役えきできる唯ゆい一いつにして無二の存在とでも言おうか。〝城主〟に対して〝開城〟し縁えにしを結ぶことで城姫はさらなる大きな奇跡を起こすことができ、代わりにその力を用いて〝城主〟の身を護まもる。〝城主〟は城姫の力の源みなもととなる主あるじであり、我々城姫はその刀であり鎧よろいでもあるのだ」

「……」

　よく分からないけれど……それって熊本城をメイドさんだとすれば僕はご主人様みたいなものなんだろうか？

　自分でも若じやつ干かんどうかと思う例えに首を捻ひねっていると。

「〝城じよう主しゆ〟となれる素養を持つ者は希け有うで、なかなか巡り会えるものではない。さらに通常は巫み女この血を引く女子がなるもので、男子が〝城主〟に選ばれることはほとんどないものなのだ。事実、私もこれまで〝城主〟を持ったことがない。それがこの時代を超えた地でこのように邂かい逅こうできようとは……まさにこれは運命としか言いようがないだろう」

　興奮したようにそう言ってくる。

「あなたは私の初めての相手だ……さあ、何なりと命めいを与えてくれ。さあ！」

「え、う、うーん……」

　いきなりそんなことを言われても……

　まだ現状をいまいち飲み込めていないし、それにそもそもべつに命令したいことなんてないし……

　だけど熊くま本もと城はこれ以上ないくらいに真剣な顔で。

「何であってもいい。一生暮らせるほどの富を求めるのならば働いて稼ぎ出してみせるし、この地の領主となりたいと言うのならば尽じん力りよくもしよう。も、もしも望むのであれば……そ、その、ど、同どう衾きんや夜よ伽とぎなども……ごにょごにょ……」

「いやそんなこと頼まないし！」

　ど、同衾って……

　とはいえ目をきらきらとさせてご主人様の命令を待つワンコのようになっている熊本城には、何であれ何かを命令しないと引き下がってくれないだろう。う、うーん、これはどうしたものか……

「…………」

　少しの間考えて。

「それじゃあ──一ついいかな」

「うむ。一つと言わずに二つで三つでも百でも言ってくれ」

「ひ、一つでいいって。それじゃあ……」

「……」

　期待のこもった目でじっとこっちを見つめる熊本城に。

　僕は少しだけ間を空けて、こう言ったのだった。

「あのさ、僕の〝家族〟に……なってくれないかな？」
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　──という顚てん末まつがあったのである。

　もちろん〝家族〟といっても、そこまで深い意味があったわけじゃない。

　ただ気付いたらその言葉が口を突いて出てしまっていたのだ。それは少し前に見た熊くま本もと城の寂しそうな様子に触発されたっていうのもあるかもしれないし、やっぱり僕自身が今の状況にどこかで寂しさを感じていた部分もあったのかもしれない。いずれにせよ今の心の内を表すのにピッタリとした言葉がなかったため、〝家族〟という表現を使ってしまったのだ。や、もちろんいい加減な気持ちで言ったわけじゃないけれど。

　ともあれそれが僕と熊本城が〝城じよう主しゆ〟と〝城しろ姫ひめ〟の関係になった事情。

　とはいってもそれまでと何かが特に変わったというわけではなく、基本的には〝城主〟ビフォーアフターで大きな変化はなかった。

「それでは私は朝あさ餉げの後片付けをしている。何か用があったらいつでも声をかけてくれ」

「うん、分かったよ、熊本城」

「…………」

「……熊本城？」

　と、その返しに熊本城が不満そうな顔になる。

　少しだけ拗すねたように口をとがらせて。

「……違うぞ、秋あき宗むね。私のことは銀杏いちようと呼んでほしいと言ったであろう。それが私の真ま名なであり、〝城主〟だけが呼ぶことのできる唯ゆい一いつの名前なのだ」

「あ、そっか。ごめん、つい……」

「いや、分かってくれればいいのだ」

　そう、変わったことと言えばこれくらい。

　彼女の要望で、〝熊本城〟ではなく彼女の真名であるという〝銀杏〟で呼ぶようになったくらいだった。熊本城の別名である銀ぎん杏なん城。そのさらに隠し名であるという銀杏いちよう。彼女がその呼び方にそこまでこだわる理由も不明だし、真名っていうのが何であるのかいまいちよく分かっていないんだけど。

　また当然のごとく彼女に住む場所などなかったため、この『しろあと荘』二〇一号室で二人で生活をしている。ありがたいことに広めの２ＬＤＫであったことから、二人でも余裕を持って暮らすことができていた。

　そんな感じで始まった熊本城──銀杏との同居生活。

　最初の内は銀杏が現代に不慣れなこともあって、色々と大変なことも多かった。

「こ、この箱は何なのだ……!?　このような小さな箱の中で人やら物が動いて……ま、魔術の類たぐいか……？」

「え、いやこれはテレビって言って、電波を受信して遠くの映像を映し出しているもので……」

「てれび……？　でんぱ……？」

　当たり前と言えば当たり前なのかもしれないけれど、江え戸ど時代から来たという熊本城は現代の社会や文化についてまったくの無知であった。

　見るもの触れるもの全てが驚きの連続のようで……

「こ、これは……この小さなつまみを捻ひねるだけで火をおこせてしまうというのか。まさに城しろ姫ひめの奇跡に匹敵する御み業わざだ……」

「ええと、これはガスコンロって言ってガスを……」

「がす……？　その言葉は前にも聞いたな。それが奇跡の源みなもととなる偉大な力ということか……」

「……」

　だいたいがそんな感じだった。

　とはいえ銀杏いちようは頭がよく、ものすごく飲み込みが早いようだった。

　少し教えただけで乾いたスポンジが水を吸い込むような理解を示して、あっという間に家電その他の使い方は覚えてしまった。調理関係のガスコンロや電子レンジ、圧力鍋なべなどに至っては僕よりも詳くわしくなったくらいである。うーん、何か負けた気分だ……

　また生きていた時代が四百年違うということで、考え方とかでも異なる部分が相応にあった。

「ちょ、ちょっと銀杏、何してるの!?」

「な、何と言われても、入浴しようとしているのだが……？　な、何でも町民たちは男女が共に風呂に入るのが普通だと聞いたので、その、恥はずかしいのは覚悟の上でこうして挑戦してみたのだが……も、もしかして、違うのか……？」

「ち、違う違う！　江え戸ど時代はそうかもしれないけど、こっちの時代では別に入るのが普通だから！」

「そ、そうなのか？　な、何てことだ……はっ、あ、あまりこっちを見ないでくれ……そ、そこは黒くない……！（真っ赤）」

「わ、分かったから早く服を着て……！」

　そんなやり取りとか。

「この棚に収まっているもの……これはこちらの世の書物なのか？」

「え？　あ、うん。そうだよ」

「ほう、ずいぶんと様々な種類があるのだが……見ても構わぬか？」

「うん、大丈夫」

「そうか、ありがとう。ふむふむ、これはこちらの時代の食事について書かれたものか。『魚の刺身は取ってすぐよりもしばらく寝かせた方が美味である……』か。至言だな。こちらは天文学と経済に関する書物で……ん？　こ、これは……！」

「？　何を見て──って!?」

「こ、これは春しゆん画がではないか……!?　こ、こちらの世にも春画が存在して……『乱れ女武者一刀取りパラダイス』……？　それも何という質の高さなのだ……！　こ、これはもはや芸術と言っていい代物なのではないのか……？」

「わ、わあ!?　ち、違うんだよ！　それはケンジが勝手に置いていったマニアックなやつで、僕は別にそういうのが趣味なわけじゃ……！」

「……じ、じー……（真っ赤になりながらも凝視）」

　そんなやり取りもあったりして。

　そういった風にドタバタとしている内に、瞬またたく間に二週間が経っていた感じだった。まさに光陰矢のごとしというか……

　とはいえこの二週間、家電の説明と現代社会の解説、それとエロ本の弁解だけに終始していたわけじゃない。

　現状を少しでも前に進めるために、銀杏いちようから城しろ姫ひめや城じよう主しゆ、その他の情報についていくつか話を聞いて、その結果分かったことがある。

　まずは〝城姫〟についてだけれど。

『えっと、ちょっと訊ききたいんだけどさ、城姫って銀杏の他にもいるの？』

『うむ、もちろんいるよ。各地にはそれぞれの地方を治める守護城姫がいて、その下に眷けん属ぞくとなる城姫がいる。私が知っているだけでも五十を超えるくらいはいるのではないかな。……ああ、そういえば気になっていたのだが、この時代の城姫はどうしているのだ？　この地が江え戸どであるのなら江戸城が守護をしているはず。できれば挨あい拶さつに行きたいのだが……』

『え？　うーん、そういうのは聞いたことがないっていうか……』

『江戸城を聞いたことがない……？　あれほどの勢威と力を誇る強大な城姫を……？』

『う、うん。江戸城を聞いたことがないっていうか、そもそも城姫自体が初耳で……』

『……そういえば、秋あき宗むねは初めて会った時も城姫のことを知らないと言っていたな。どういうことだ……？　この時代には城姫自体が存在していないということなのか……？　いやだがしかし……』

　考え込んでしまう銀杏。

　以上の会話から分かったことは、まず熊くま本もと城がやって来た江戸時代には、〝城姫〟という存在は普通に日常に在るものであったらしい。

　話を聞くだけでも江戸城、姫ひめ路じ城、小お田だ原わら城、大おお阪さか城、清きよ洲す城、会あい津づ若わか松まつ城……などなど多数の城姫が存在していたとか。だけど現代においてはそんな言葉は聞いたことがない。歴史の授業でも一度も耳にしたことはなかった。これはどういうことなんだろうか。もしかしたらただのタイムスリップじゃなくて、それ以外の何か複雑な事情が絡んでいるとか……？

　また〝城主〟についても、もう少し突っ込んだ話を聞いた。

『あのさ、城主についてもう少し詳くわしく教えてくれないかな』

『む、何を訊きたいのだ？　私が知っていることなら何でも教えるよ』

『そうだな……そもそも城主っていうのは何なのかとか、どうして僕が城主に選ばれたのかとか……』

『ふむ、それは前にも言ったが、城主とは城姫がその身と真ま名なとを捧ささげて仕えるべき偉大な存在だ。城しろ姫ひめは城じよう主しゆと出会うことによってより多くの奇跡を行使することができ、時には神に等しい強大な力を使うことができる。もっとも城主がどうやって選ばれるのかは分かってはいない。特殊な血を引く巫み女この一族から現れることが多いが、それも必ずではないしな。ゆえに城姫の中には自らが仕えるべき城主に生しよう涯がい出会えない者もいる。だから城主と出会うことは城姫にとって最上の喜びであって、運命でもあるのだよ』

『そうなんだ……』

『…………も、もっとも、城姫がその身に眠る全ての力を解放するためには〝睦むつみの開城〟や〝一つ寝の開城〟、〝娶めとりの開城〟をしなければならないのだが……』

『？』

『な、何でもない！　それはまだ早いというか、いやもちろん秋あき宗むねが相手ならばいずれ私もそうしたいとは思っているのだが、それには私にも、い、色々と心の準備が必要というか……ご、ごにょごにょ……』

『??』

　一部分からないところもあったけれど、得るところもあった。

　城主は城姫にとっての運命の相手であり、一生に一人出会うことができるかどうかというほどのレアな存在である。城主を得ることによって城姫はその身に眠る力を解放することができるが、その解放の程度は城主との相性によって大きく異なってくるらしい。本来ならば巫女や祝の女ろなどの家系の女子が選ばれることが多いけれど、男子が選ばれる場合もある。男の城主は少なくて銀杏いちようが知る限り歴史上でも片手で数えるほどしか存在していないとか。うーん、どうしてそんなSSレアな存在に僕が選ばれてしまったのか、考えれば考えるほど謎なぞだ……

「……」

　とまあ。だいたいはそんな感じだった。

　まだ分からないことも多いけど、城姫や城主についての基本的なことはだいぶ理解できたような気がする。とはいえこれからどうしたらいいのかについて具体的な方策は分からないままだったけれど……

　そしてこの二週間の間、僕らがやっていたことがもう一つあった。

　実のところ、家電の説明以外ではこれに従事していた時間が一番多かったかもしれない。

　それは何かと言うと──

「……む、これは」

　と、そこで台所で皿を洗っていた銀杏が何かに反応したかのようにピクリと顔を上げた。

「救いを求める波動が流れてくるのを感じる……これは、丑うし寅とらの方角か」

「また感じたの？」

「うん。私は行かなければならぬ。民たみの助けを求める声に応えねば」

　これだった。

　何でも民たみを守る役割を持った城しろ姫ひめはその救いを求める声を感知することができ、それに従って民を守らなければならないという。本来だったらこの東とう京きようでのトラブルの解決は、この地を守護する江え戸ど城という城姫の役割であるらしいんだけど、さっきも言ったようにその現存が確認されていないので、代役として銀杏いちようがその任務を遂行しているとのことだった。

「それでは行ってくる。秋あき宗むねはここで待っていてくれ」

「待って、僕も行くよ。まだ学校に行くまでには時間があるし」

「む、いやしかしそう毎回毎回秋宗の手まで煩わずらわせるわけには……」

「大丈夫だって。それに城じよう主しゆである僕が近くにいた方が何かあった時に使える城姫の奇跡の力が増えるんだよね？　だったら僕も行った方がいい」

「……分かった。お願いする」

　いまいち納なつ得とくのいかない顔で首を振る銀杏にうなずき返して、二人で部屋を出る。

　これらの〝城姫スクランブル〟（名前がないと不便なのでそう命名した）は思っていたよりも頻ひん繁ぱんで、多い時には日に三十回を超えることもあった。だいたい一時間に一、二件の割合。一つ目のスクランブルを解決している最中に次のスクランブルが発生して、大わらわになったこともある。

　とはいえそこまでの奇跡の力が必要とされることは希まれだった。

　民の救いの波動と言うと仰ぎよう々ぎようしく聞こえるけれど、初日のコンビニ強盗が一番深刻だったくらいで、後はだいたいは銀杏個人の身体能力だけで十分解決できる規模だった。

　下着泥棒の撃退だったり、迷い猫探しだったり、スズメバチの巣の駆く除じよだったりで……やっていることの内容としては、ほとんど近所のトラブルを解決するお助け隊レベル。や、それ自体は現代社会が平和であることの証明だし、いいことだと思うんだけどね。
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「どうもありがとうございました……！　おかげで迷子だったこの子も見付かりました」

　ちょっと目を離した隙すきに姿が見えなくなってしまったという子供と共に、母親が深々と頭を下げる。

「まったくこの子はすぐにふらふらとどこかに行っちゃうんだから……。ほら、あなたもちゃんとお礼を言って」

「ありがとう、お姉ちゃん！」

「いや、気にしないでくれ。困っている民の力となるのは、城姫としての当たり前の役目なのだ」

「？　しろひめ……？」

「あ、な、何でもないんです！　ほら、銀杏いちよう、行こう」

「え？　あ、ああ」

　目をパチパチとさせる女の子と母親に会え釈しやくをして、足早にその場を離れる。

　ご近所のお助け隊としてはそこそこ顔を知られてきてしまっていた銀杏だけど、当然のごとく城しろ姫ひめうんぬんの説明については周囲には秘密にしておくことにしていた。言ったところでまず信じてもらえないだろうし、信じてもらえたところで色々と面倒なことになりそうだったから。

　並んで歩いていると、銀杏が口を開いた。

「──それにしても、この時代の救いを求める声は多いものだな」

「？　そうなの？」

「うん、私の暮らしていた元げん和なの世よりもだいぶ多いよ。戦国時代はもちろんこの比ではなかったが、江え戸どの世になってからはずいぶんと落ち着いてきていた。日に十件もあれば多い方だったか」

「へえ……」

　江戸時代よりも現代の方が治安が悪いってことなんだろうか。

　とはいっても起こっているスクランブルの一つ一つは小さいものである。一概にそうとは言い切れないかもしれない。四百年前に比べて、些さ細さいなことでも救いを求める人たちが増えたってだけのことなのかな……

　そう返すと。

「そうかもしれぬな。だけど私は少しだけ嬉うれしいんだ。もちろん救いの声などないに越したことはないのだが、本来はこういうささやかな願いに応えることこそが、城姫の本懐のような気もするのだよ。天には届かぬ小さな声に応えてこそ、真の意味で民たみの平穏を守っているということだと思う」

「……」

　そう口にする銀杏の表情は満足げだった。

　温かくて穏やかで優しさに満ちていて……

　うん、銀杏はこう見えて世話好きだし、口調は少しぶっきらぼうだけど人当たりもいい。もしかしたら天候うんぬんや治水うんぬんみたいな大規模なことを解決するよりも、こうした小さな笑え顔がおを守る役割の方が向いているのかもしれないな。

　そんなことを話しながら『しろあと荘』へと戻る道を歩いていて。

「おお、あんたたちは……」

「？」

　と、そこで声をかけられた。

　振り返ってみると、声をかけてきていたのは見覚えのあるおばあちゃんだった。

　確か……少し前にスクランブルで一度問題を解決したことのある相手で、ヨネさんという名前だったはずだ。その時は飼っていた仔こ犬いぬが逃げ出したというので、それを探したりしたのだったけれど……

「ちょうどいいところに来てくださった……。助けてほしいんじゃ……」

「？　どうかしたのか？　また何か困ったことでも起きたのか？」

　銀杏いちようの問いにヨネさんがうなずく。

「実は……ワシの家では庭で家庭菜園をやっているんじゃが、その菜園がここのところ毎日荒らされて困っているんじゃよ」

「家庭菜園が？」

「そうなんじゃ。夜になると何かが侵入してきて、丹たん精せいこめて作った野菜や果物が持っていかれて……」

　がっくりと肩を落とすヨネさん。

「それって、野の良ら猫とかですか？」

「それが……さっぱり分からんのじゃよ。菜園の近くにカカシを置いてみてもだめ、ネットを張ってみても柵を作ってみてもだめ、防犯ライトやブザーを設置しても効果がない。防犯ビデオにも、黒い影が映っているだけで正体が分からんし……」

「……」

　それはかなりの強敵な気がする。

　カラスとかネコとかならそれで多少なりとも何とかなりそうなものなのに、まったく効果がないっていうのは珍しい。東とう京きようとはいえ割と西の外れのこの辺りではタヌキとかヌートリアとか時にはイノシシとかも普通に出るらしいけれど、そのへんの野生生物だろうか。

　考え込んでいると銀杏が顔を上げて。

「──分かった、そういうことなら城しろ姫ひめたる私が何とかしよう。その何かがやってくるのが夜だというのならば、その時間に再びそちらの家を訪れよう。それでも構わぬか？」

「おお、何とかしてくれるのならいつでも大歓迎じゃよ……！　ぜひお願いしますじゃ」

　ヨネさんがフルフルと震えながらそう首を振ってきて。

　そのスクランブル要よう請せいに応じることになった。

「──そういうわけだ。私はヨネさんの助力をすることになったが、秋あき宗むねは──」

「もちろん僕も行くよ。それじゃ銀杏、学校が終わったらヨネさんの家に集合ってことでいいかな？」

「むう……城じよう主しゆである秋宗にはもう少し上段に構えていてほしいのだが……」

　少しだけ渋い顔になる。

「……ともあれ分かった。それが秋宗の意思だというのなら私は従おう」

　不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じにうなずく銀杏。

　城しろ姫ひめにとって城じよう主しゆが大切な存在なんだろうことは何となく分かるんだけど、少し過保護気味っていうか気を遣いすぎな気がするんだよなあ。

　ともあれそういうわけで。

　次のスクランブルが決まったのだった。







　放課後になった。

　学校での授業が終わりホームルームと掃除当番を済ませてから下校して、ヨネさんの家の前で銀杏いちようと合流する。広い庭がブロックの塀へいで囲まれた立派な和風屋敷。入り口のところにある呼び鈴を鳴らすとすぐにヨネさんが出てきてくれて、家の中に入れてもらえた。

「よう来てくださった……ささ、こちらですじゃ」

　案内されて屋敷の奥へと向かう。

　ヨネさんはこの前のスクランブルで探した仔こ犬いぬの虎とら二じ郎ろう（犬なのに……）といっしょに、この広い屋敷で一人と一匹で暮らしているようだった。屋敷の中は静まり返っていて、他に人の気配は感じられない。家族とかはいないのかな……

「こちらが菜園になりますじゃ……」

「むう……」

「これはひどいな……」

　案内された家庭菜園は惨さん憺たんたる有様だった。

　元は立派だっただろう菜園は踏ふみ荒らされたりあちこちが壊されたりで、めちゃくちゃになってしまっている。植えられている野菜や果物はたくさんあるのだけどその大部分が無造作に引き抜かれてしまっていて、地面には食べ散らかされたと思われるトマトやナス、キュウリなどの残ざん骸がいが散らばっていて……

「この有様ですじゃ……。周りの柵には六千ボルトの電流が流れるようになっているのですが……しかしそれも効果なしで……」

　ヨネさんがガックリと肩を落としてそう言う。

　その言葉通り、菜園を囲うように設置されていた金網の柵には、真ん中にまるでえぐられたかのように大きな穴が空いていた。

　接触すれば電流が流れるというこの柵が効果なしってことは、侵入者は触れないであれを壊したってことなんだろうか。しかしそれにしては穴が大きいし、イノシシかクマあたりが体当たりでもしたんじゃなければあんな風には壊れないと思うんだけど……

「あの、防犯カメラがあるって言ってましたけど……」

「ええ、こちらですじゃ」

　ヨネさんが菜園に面していた部屋のビデオデッキのリモコンを手に取る。

　そこに映っていたのは。

「……黒い影、だね」

「うむ、だな」

　まさにそうとしか言いようのないものだった。

　ヨネさんが言っていたように、防犯カメラの録画にかすかに映っていたのは目にも留まらぬ速さで動く黒い影のようなものだけ。暗がりということもあって、とてもそれが何であるのか特定できない。ただ大きさ的にクマやイノシシには見えなかった。もう少し小さかったというか、だとすると猿か何かだろうか……？

「…………」

　と、ビデオを見ていた銀杏いちようが何やら真剣な顔をしていることに気付いた。

「？　どうしたの？」

「……」

「銀杏……？」

「いや、この動き……それにさっきの開けられた穴の跡……とても普通の動物のものとは思えぬ。これは……」

「……？」

　何か思い当たる節でもあったのだろうか。

　疑問に思っていると銀杏はヨネさんの方を向いて。

「──ともあれ現状は分かった。これが現れるのが夜だというのならば、その刻ときを待たねばなるまい。それまでここで待機していても構わぬか？」

「も、もちろんですじゃ……！　お願いいたします」

　そう了承を得て。

　泊まり込みをすることになったのだった。







　　　　３




　侵入者が現れるまでまだ時間があるらしかったので、それまでヨネさんの家で待機させてもらうことにした。

　居間でテレビを見たり、いっしょに夕飯を食べたり、大きめの家風呂に入らせてもらったり。

　話を聞くと、ヨネさんはやはりこの屋敷に一人で住んでいるとのことだった。娘と息子がいるらしいのだけれど、今は独立してそれぞれ別の場所で暮らしているんだとか。「この家に戻ってくるのは盆と正月くらいで、それ以外は虎とら二じ郎ろうと二人きりですじゃ……」と少し寂しそうに口にしていたのが印象的だった。

「お二人のような若夫婦が住んでくれたらこの家も少しは賑にぎやかになってくれるんじゃがのう……」

「！　わ、若夫婦って……!?」

「わ、私たちはそのような関係ではないのだ……！　あ、あくまで城じよう主しゆと城しろ姫ひめの関係であって、ざ、残念ながらまだ〝契ちぎりの開城〟のみを交わした間柄というか……」

「そうなのかい。お似合いなのにのう……」

「あ、え、えっと……」

「む、むう……」

　ヨネさんのそんなふいの突っ込みに少し焦あせったりもしつつも。

　楽しくも賑やかな時間を過ごした。

　そして侵入者が現れるという時刻になった。

「──さて、そろそろか」

「うん、そうだね」

　万が一の事態に備えてヨネさんには奥の部屋に下がっていてもらい、家庭菜園に面した居間には銀杏いちようと僕の二人が残される。

　二人だけになったところで、気になっていたことを訊きいてみた。

「ねえ、さっきはどうしたの？」

「む？」

「ほら防犯ビデオを見た時。何か気になることでもあったみたいだったけど……」

「え、うむ……」

　その言葉に銀杏が微び妙みような表情になる。

　何かを考え込むような沈ちん黙もく。

　だがすぐに顔を上げると。

「……杞き憂ゆうかもしれぬが、少し引っかかることがあってな」

「引っかかること？」

「うむ。まだハッキリとは言えぬ。だがあのような目にも留まらぬ機敏な動きに、あれほどの柵を簡単に破壊するほどの力。そして食すことができる作物のみを的確に選択する知識……あれはもしや──」

　と、その時だった。

　ブーブーブーブー！

　静まり返っていた屋敷の中に、防犯ブザーのけたたましい音が鳴り響いた。

「来たか」

「み、みたいだね」

　二人うなずき合って立ち上がる。

　足音を消して家庭菜園の方へと移動すると、確かに何かの気配を感じられた。

　姿は見えないけれど、こちらの動きを窺うかがうかのような微び妙みような息づかいと視線。どうやら向こうも僕たちのことに気が付いているみたいだった。

「──来るぞ」

　銀杏いちようが声を低くする。

　次の瞬しゆん間かん。

　ドン！

　何か炸さく裂れつ音のようなものが暗くら闇やみの中で鳴り響いて、同時に目の前にあった無事だった柵の一つが吹き飛んだ。

「！」

　い、今、何が起きたんだ……!?

　注意して見ていたけれど、何かが体当たりをしたとかそういうのでは絶対になかった。まるで柵のところで何かが爆発でもしたみたいな……

「これはやはり……」

　銀杏いちようが苦々しげに口にする。

　そして何かを覚悟したかのように、腰に携えていた刀を抜き放った。

「い、銀杏？」

　今までコンビニ強盗を撃退した時もこれを使うことなんてなかったのに。

「……まだ分からぬ。だが私の予測が正しければ、『同どう田た貫ぬき』を使わなければならない状況だろう」

「……」

　強い口調。

　相手はそれほどの脅きよう威いということなんだろうか。

　銀杏のこれまでにない真剣な表情にただごとではない心地になっていると。

「危ない秋あき宗むね！」

「え？」

　叫さけび声と共に銀杏がかばうように僕の前に立ちはだかる。

　続いて『同田貫』が振るわれ、虚空で何かが爆発したかのように弾はじけ飛んだ。

「い、今のって……」

　柵が吹き飛んだ時と同じ……

「おそらくは、砲撃か……」

「ほ、砲撃……？」

　何を言っているのか分からなかったけれど、少なくとも今自分たちが対たい峙じしている相手がクマや猿やヌートリアなんかじゃないってことだけは確信していた。

「砲撃を用いた遠距離からの間接攻撃か……だとするとこの暗くら闇やみと距離は厄介だな。ならば……」

「？」

「秋あき宗むね、城じよう主しゆとしての力を借りるぞ」

　目をパチパチとさせる僕の手を握って、何かに集中するかのように目をつむると。

「内なる木の力より生まれ出ずる炎よ闇を照らせ……篝かがり火び！」

　その声と共に、銀杏いちようが手をかざした方向にボッと炎が灯ともった。

　暗闇が一いつ瞬しゆんだけ切り取られ、侵入者のシルエットが浮かび上がる。

「そこか……！」

　その瞬しゆん間かんを見逃さず、銀杏が地面を滑るように駆かけ出すと、シルエットに向かって『同どう田た貫ぬき』を一いつ閃せんする。

「きゃっ……！」

　上げられた小さな声。

　ドサリと、何かが尻しりもちをつくような音。

「あれは……！」

　視線を送った先にいたもの。

　それはまだ幼さの残る外見の……女の子、だった。







「こ、これって……」

「……やはり、か」

「え……？」

　事態がまだいまいち把握できていない僕に。

「あれは……城しろ姫ひめだ」

「！」

　銀杏は確信のこもった声でそう口にした。

「……見たことのない顔ゆえに断言はできぬ。だが状況から考えて十中八九そうであるはずだ。あのような動きと攻撃、城姫以外にあり得ぬ」

「あの子も城姫……」

　あどけない顔、色素の薄い髪を頭の上で二つにしばった髪型、着物のような服の背中に何か太くて長い筒のようなものを背負っている。

　その服装以外は普通の女の子と何ら変わらない姿。

　あれが銀杏以外に見る初めての城姫だっていうのか……

　どう反応していいか分からなくなっている僕の横で、銀杏は厳しい視線を向けると。

「──私は熊くま本もと城！　肥ひ後ごの国くにに拠を置く加か藤とう家縁ゆかりの者にして、栄はえある九州地方最大の城しろ姫ひめだ！　お前はだれだ、名を名乗れ！」

　尻しりもちをついている女の子に向かって毅き然ぜんとした口調でそう問いかけた。

「……熊本、城……」

　暗くら闇やみからそんな声が返ってくる。

「そうだ。いかなる時にも決して落城することのなかった不落城……お前も名前くらいは聞いたことがあるだろう」

「……」

　その呼びかけに女の子がぴくりと反応するのが分かった。

　居住まいを正すようにパンパンと腰のところをはたいて立ち上がると。

「あなたも城姫なのですか……分かりました、相手が名乗りを上げたのなら、松まつ前まえも名乗らないわけにはいかないですね」

　そう言って一歩前に出て来た。

　そしてそのあまり大きいとはいえない胸を反らすと。




「私は蝦え夷ぞが島南端、松前の地に拠を構える城姫……松前城ですよー！　松前湾防衛の拠として知られたその高名ゆえ、当然知っていると思いますけど」




　えへん！　とそう口にした。

　その口調は自信満々だったんだけれど。

「……」

「……」

「……」

「……松前城……知らぬな」

　次に銀杏いちようが口にしたのはそんな言葉だった。

「な、なんですってー！」

「蝦夷が島の南端に城姫がいたなど聞いたことがない。私の知る限り、最北の城姫は弘ひろ前さき城だったはずだ。松前城という名は聞いたことがない」

「な、なななななな……」

　目の前のちびっこ──松前城が絶句する。

　自分の名前が知られていなかったのがよっぽどショックのようだった。

　わなわなと両手で頭を抱え込む松前城の前で銀杏はぽんと手を叩たたくと。

「……ああ、もしやあの陣じん屋やのことか。慶けい長ちようの世になってすぐに蝦夷が島に新たに建てられた、確か福ふく山やま館と言ったはずだが……」

「ふ、福ふく山やま館は松まつ前まえの幼名ですよ！　福山館から改築、改修されて、安あん政せいの世に松前城の名をいただいたのです！」

「安政……？」

　銀杏いちようが首をかたむける。

　城しろ姫ひめや城主について色々と調べた時のうろ覚えの知識だけど……安政っていうのは、確か江え戸ど時代でもけっこう後期の元号だったはずだ。だとするとこの松前城という城姫は、銀杏いちようよりも後の時代からやって来たってことなんだろうか？　というかそもそもそんな何人もの城姫がタイムスリップをして現代に……？

　色々分からずに頭を捻ひねっていると。

「──ともあれお前が城姫だということは分かった。しかしだとすればこれは何なのだ？　民たみを守るべき城姫の身でありながらこのような民から作物を奪うばう野盗のような真ま似ねをするとは……恥はずかしいとは思わないのか！」

「う、そ、それは……」

　銀杏の声に松前城が言葉を濁にごす。

「ま、松前だってがんばりましたよ？　捨てられていた瓦かわら版ばんのようなものを身に着けて暖を取ったり、生えているノビルやヨモギを食べて糊こ口こうをしのいだり、猫さんたちのねぐらの隅っこを借りて睡眠をとったり……で、でも、それももう限界で……」

「……」

「しょ、しょうがないじゃないですか！　三日前に松前湾で趣味のアワビ観察をしていたら突然光に包まれて、気付いたらこんな名も知らない奇き矯きような地に来てしまっていて……。従者たちも巫み女こたちも、他の城姫たちもだれもいない……食べるものもなく眠るところもないこんな地では、野盗の真似事をするしか……うっうっ」

「……」

　確かにそれはそうかもしれない。たまたま銀杏がこの時代にやって来た時に僕の前に現れてくれたからよかったけれど、そうでなかったら今頃彼女は一人だったかもしれない。右も左も分からない四百年後の世界で一人きりで路頭に迷って……。同じように思ったのか、銀杏も苦にが々にがしい表情になる。

「そ、それはそうかもしれぬが、しかし……」

「……だいたい、あなたに松前の何が分かるというんですか」

　と、そこで松前城の声音が低くなった。

「……む？」

「……見ればあなたはこの土地でも快適に暮らせているみたいじゃないですか。同じように見知らぬ土地に飛ばされてきていてもあなたは何一つ不自由なくやっていけているのに、松前は今日食べるものにも困る生活……。しかもそちらの方は城じよう主しゆですか？　城主がいれば城姫の力は格段に上がり何をするのにも困らない……そんな上からの立場で何を言おうというんですか……」

「い、いや、私はそんなつもりでは……」

　銀杏いちようが慌あわてて首を振る。

　だけど松まつ前まえ城は不満のようで。

「……あなたみたいに恵まれた城しろ姫ひめには、お腹なかが空いてみじめに食べられるものを探していた松前の気持ちなんて分からないんですよ……！　だいたい熊くま本もと城と言えば、江え戸ど城を筆頭として大おお坂さか城、名な古ご屋や城と並ぶ四大名城の一つじゃないですか……！　その強さは音に聞こえたものですし、鴉からすや猫にいじめられたり威い嚇かくされたりするなんてことはないんでしょうね……！」

「こ、これは、何だ……？　松前城の力が強まって……」

　銀杏が驚きの声を上げる前で松前城はしゃーっと咆ほえたかと思うと。




「しょせん松前は北の果ての小城にすぎないかもしれません……だけど目に物見せてやるですよー!!」




　ドン！　と炸さく裂れつ音が響いて。

　続いて銀杏の真横にあった木が大きく弾はじけ飛んだ。

「くっ……話し合いは決裂ということか」

「い、銀杏？」

「秋宗は下がっていてくれ。どうやらこれは……」

　体勢を低くして声音を鋭するどくすると。

　真っ直すぐに松前城の方を見み据すえて、銀杏はこう言ったのだった。







「開戦──だ」

「か、開戦って……」

「城姫同士が戦うことを合かつ戦せんといい、合戦が開かれることを開戦という。最近ではほとんどなくなったが、戦国の世では城姫同士が戦うことも多々あった。その時には開戦を宣言してから合戦を始めるのが習わしなんだ」

　口早にそう説明してくれる。

　要するにそれって……これから戦いが始まるってことだよね？

「で、でも、こんなところで城姫同士が戦ったりしたら……」

「それは心配には及ばない。開戦と同時に辺りには結界が張られている。ヨネさんの屋敷や庭に被害を与えたりすることはない」

「そ、そうなんだ」

　だったらひと安心……ってわけにもいかない！

　開戦って、戦の字が表すようにコンビニ強盗を撃退するのとはワケが違う。一つ間違えれば銀杏いちようが怪け我がをしたりすることもあるかもしれないわけで……

「大丈夫だ。私は難攻不落の熊本城。この黒の出で立ちは堅けん牢ろう不落の証あかし。過去にあって一度もこの身をまともに傷付けられたことがないのだから」

「だ、だけど……」

　ドン！　ドン！　ドン！

　松まつ前まえ城から放たれた砲撃が辺りに何発も炸さく裂れつする。噴煙なのかよく分からないけれど、松前城の周りに何だか黒いもやのようなものがうっすらと漂っているように見えた。

「さあ、下がっていてくれ。これを相手に秋あき宗むねを守りながらではさすがに無理がある」

「わ、分かったよ」

　近くにあった木の陰に隠れる。

　ここはひとまず銀杏に任せるしかないのか……

「さあ、行くぞ。黒の出で立ちは堅牢不落の証……敵は全て退ける！」

「大砲のお掃除完了です！　ではさっそくこれで敵を木こっ端ぱ微み塵じんにしに行きますか！」

　互いにそう声を上げて。

　銀杏と松前城の──合かつ戦せんが始まった。

「どうですか！　私の大砲はすっごいんですから！」

　ドン！　ドン！　ドン！

　開始直後から松前城が勢いに任せて攻め込んでくる。

　見れば松前城の周囲には、数え切れないほどの何かが浮かんでいた。

　大小様々な筒のような長細いもの。あれは全部砲台なのか。それらが自由自在に宙を舞い、砲撃を加えてくる。

「松前湾からの攻めに対処するために配備された七基の砲門と二十五門の大砲……この圧倒的な火力の前に敵はいません！」

「くっ……」

　さすがの銀杏もこれには難儀しているようだった。

　直撃を受けないように、避よけるのがやっとという感じである。

「熊本城の勇名は聞き及んでいます。その黒く輝く装束は無敗の金城鉄壁の象徴だと。だけどそれも刀と火ひ縄なわ銃じゆうが合戦の主流だった時代のもの。砲門と大砲が主装の松前には、その黒い輝きが古臭くさく映りますよ」

　松前城が鼻で笑いながらそう口にする。

「……言うじゃないか。だが逆にお前の装備はその砲門と大砲しかない。それなら遠距離での戦いには優位かもしれないが──」

　銀杏いちようは短くそう言うと。

「だがこうして近づいてしまえば──どうなる！」

　風のような速さで一いつ瞬しゆんにして松まつ前まえ城の眼前にまで距離を詰めると、その手の『同どう田た貫ぬき』を振るう。

　だけど。

「当然そう思いますよね。でも──『長なが沼ぬま流兵法』！」

「！」

　バキン……！

　そんな硬質な音と共に、振り下ろされた『同田貫』が弾はじき返された。まるでそこに見えない空気の壁でもあるかのように。

「松前の城姫としての奇跡『長沼流兵法』です。この奇跡を使うことで自分の防御を三倍にまで高めることができる……砲門と大砲の攻撃力に加えこの防御力を併あわせ持った松前は、無敵といっても過言ではないのです！」

「……っ」

　勝ち誇るような声でどう宣言してくる。

　攻めては四方八方から撃うってくる合計三十二基の砲撃。

　守っては銀杏の刀も通さない堅固な防御壁。

　これは確かに……かなり厄介かもしれない。

「まだまだ次の弾たまがありますよ！　ばんばん撃っちゃいましょう」

「く……」

「軍学に基づいて作られた松前には、これくらいお茶のこさいさいです！」

　松前城の砲撃を何とかかわしながらも攻撃を加える銀杏。

　だけどそれらも全て防御壁に阻はばまれてしまい……

「……」

　どうやら松前城の『長沼流兵法』というのは、自動的に防御するシステムのようだった。

　銀杏の刀はもとより、砲撃の振動で頭上の木から落ちてきた枝や葉なども無作為に弾いている。松前城本人が明らかに気付いていない小石や落下物にも反応しているようだ。つまりそれは不意を突くこともできないということを意味していて……

「……」

　……どうしたらいいのか。

　このままじゃ銀杏はいずれ攻め手を欠いて押し切られてしまう。下がっていろと言われたけれど、城主として、自分の城姫である銀杏のために何か力になれることはないのか……

　二人の戦いに目を凝らす。

　何か事態を打開するための方法がないか一つも漏もらすまいと松まつ前まえ城の動きを注視する。

　そして──あることに、気付いた。

「あれって……」

　それはほんの僅わずかな違和感だった。

　偶然見付けた小さな綻ほころび。

　ほとんど無敵と言っていい防御を誇る松前城の『長なが沼ぬま流兵法』の、その反応の仕方に僅かばかりの差異を感じたのだ。

「……」

　確認する。

　注意して見てみると、それは確かに存在した。

　それまでは小石一つたりとも触れることがなかった松前城の身体からだに、ある方向からの落下物、飛来物だけが、防御壁をすり抜けて触れたのだ。まるでそこに防御壁が存在しなかったかのように。

「……」

　その推測が当たっているかは分からない。

　もしかしたらたまたまそうなったように見えただけかもしれない。

　だけど。

「…………」

　僕はゴクリと息を飲み込むと。

　銀杏いちようと対たい峙じする松前城に気付かれないようにその方向に回り込んだ。

「……」

　緊迫した攻防を続ける銀杏と松前城。

　どちらもお互いの動きを牽けん制せいすることにいっぱいいっぱいで、こちらの動きには気が付いていないようだ。




　──行ける、か……？

　チャンスはおそらく一回しかない。

　松前城が銀杏に一斉に砲撃を仕掛けた直後。

　その一いつ瞬しゆんの隙すきを突いて。

「そこだ……っ！」

「……!?」

　松前城の、後ろから一直線に思いっきりタックルをした。




「ひゃ──ひゃうんっ……！」
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　これまで聞いたことのないような松まつ前まえ城の声が上がる。続いて両手に伝わってくる柔らかな感触。同時に松前城の身体からだを覆っていた黒いもやのようなものが搔かき消える。

「やっぱり……！」

　防御壁は……作用しなかった。

　予想が当たりそう口にする僕に松前城は驚いた顔で振り向いた。

「あ、あなた、どうしてです……？　ど、どうして今日出会ったばかりなのに松前の弱点が後ろだって分かって……!?」

「後ろから飛んでくる物にだけ防御壁が反応しなかったのが見えたんだ。それに身に着けてる鎧よろい（？）みたいなのも、後ろだけ手薄だったから。もしかしたらそうなんじゃないかって」

「そ、そんな僅わずかなことで……って、あ、ちょ、ちょっと、どこ触さわってるですか！　松前は、う、後ろは弱いって言ってるじゃないですか！」

　責めるような顔になってそう言ってくる。

「え？　あ、い、いやこれは不可抗力で……」

　わざとでなくとも後ろから松前城の動きを押さえようとするとどうしても、その、胸とか腰回りとかに手が触れてしまうのは避けられないのであって……

「や、やめてください！　そんなところを触られると……や、あ、ち、ちからが抜けちゃいます……」

「だ、だからこれはわざとじゃ……」

「あ、や、だ、だめぇ……これ以上は……もうだめですぅ……（はあはあ）」

「と、とにかく銀杏いちよう、い、今の内に松まつ前まえ城を……！」

「……」

「い、銀杏？」

「…………え？　あ、ああ！　そ、そうだな」

　何やら顔を赤くして松前城の様子を凝視していた銀杏はこほんと咳せき払ばらいをして近づいてくると。

「悪く思うなよ。少し──眠ってもらうぞ」

　ドン……ッ！

　真っ赤な顔をしてはあはあしている松前城の背中に、手刀を振るって動きを止めた。

「……か、搦からめ手てから攻めるなんて、そんなの反則です。ずるいです。エッチです」
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「……松前の、負けです」

　地面にぺたりと座り込んで。

　松前城が力なくそうつぶやいた。

「さすがに音に聞こえた熊くま本もと城……松前ごときが勝てる相手ではなかったのかもしれませんね。必要だというのなら〝降しの開城〟をして、あなたたちの軍門に下ります。好きにしてください」

「〝降しの開城〟って……」

「城しろ姫ひめ同士の合かつ戦せんの折に、敗北した城姫に対して勝利した城姫が行うものだ。いわば絶対服従を誓う契約なのだが……」

　そんなものをやるつもりもない、と銀杏は言った。それは僕も同じ意見だった。

「じゃあどうするんですか？　このまま放っておかれたら松前はまた同じことをしますよ。この孤立無援の土地で生きていくためにはしかたがないんですから」

「むう……」

「う、うーん」

　これはどうしたものか。

　このまま野の良ら（？）城姫のまま放っておくわけにもいかないし、かといってその〝降しの開城〟とやらも論外である。どうしていいか決められずに銀杏と顔を見合わせていると。

「……？」

　さっきまでの戦いの余波でもろくなっていたのか、真後ろの木から折れた太い枝が松まつ前まえ城の後方に落下するのが見えた。

「危ない！」

「え？」

　反射的に駆かけ寄る。

　ドサリ……！

　僕が松前城を抱きかかえて地面に倒れ込むのと、それまで松前城が座り込んでいた場所に枝が落ちるのとは、ほぼ同時だった。

「ふう……」

　危なかった……

　けっこうギリギリだったけど、どうやら間一髪助けることに成功したみたいだ。

「あ、あなた……松前を、助けてくれたのですか……？」

「え？　あ、うん」

　助けたっていうか気付いたら身体からだが動いてたというか……

　その返答に。

「ど、どうしてですか……？　松前たちはさっきまで敵同士で戦っていた……あなたにも危害を加えようとしたのに……そんな敵である松前を、身を挺ていしてまで……」

　信じられないといった表情で松前城が僕の顔を見る。

「敵っていっても、もう戦いは終わったんだよね？　だったら僕たちは敵じゃないよ。それにたとえ敵だったとしても、目の前で危ない目に遭いかけている女の子を……放ってはおけないよ」

「あ……」

　驚いたように松前城が目をパチパチとさせる。

　その表情は、年相応（？）のあどけない女の子のものだった。

「血が出ているぞ！　だ、大丈夫か、秋あき宗むね……！」

「あ、うん。これくらいかすり傷だって。それより銀杏いちようにも怪け我ががなくてよかったよ」

「わ、私は大丈夫だ！　まったく、秋宗はいつも無茶をする……」

　そっと怪我をした右手を両手で握りしめてくる。

　その手が思っていたよりも柔らかくて少しばかり胸がドクっと動くのを感じていると。

「…………このような方も、いるんですね……」

「？」

「……松前は見知らぬ土地に突然連れて来られた境遇に絶望して、下げ賤せんの悪党のような真ま似ねをしてしまった。その一方で、敵味方の区別なく、自らの身を顧かえりみずに目の前の相手を助ける方が……」

　きゅっと自分の胸に手を当てて長い息を吐はく。

　と、その時だった。

　パア……ッ……




　松まつ前まえ城の身体からだから、淡あわい光が立ち上るのが見えた。

　見覚えのある暖かで真っ白な光。これは確か──

「〝契ちぎりの開城〟……」

　松前城が呆ぼう然ぜんとしたようにつぶやく。

　そして期待と尊敬のこもった目でこっちを見上げた。

「あなたが……松前の城じよう主しゆさんとなるべき御お方かただったのですね。まさかこのような土地でこのような巡り合わせで出逢えるなんて……」

「え……？」

「分かりました。これも運命です。この松前……〝契りの開城〟をして、あなたにこの身と真ま名なを捧ささげましょう。あなたが松前の──城主さんです！」

　そう言うやいなや、ぴょこんと飛びついてぎゅーっと抱きついてくる。

「え、ちょ、ちょっと……！」

「よろしくお願いしますね、城主さん」

「え、や……」

　城主って、そんな何人の城姫相手にもなれるものなの……？

　というか何でこの子はいきなり抱きついてきてるの……？

　今起こっている出来事の意味が分からず混乱状態になる僕に。

「こ、こら、何をしている！　秋宗は私の城主だ。そんなに気安く触れるんじゃない……！」

「今日からは松前の城主さんでもあるんですよー。城姫が仕えるべき相手である城主さんに触れるのは当たり前のことじゃないですか」

「む、む……」

　返す言葉に詰まる銀杏いちよう。

　しかしすぐに気を取り直したように腕を振って。

「だ、だが、それはいくら何でも近すぎるだろう！　いかに城主と城姫といっても礼儀を弁わきまえるべき距離というものがあって……」

「そんなことないですよ。適正距離です。これでも遠すぎるくらいです。というか自分がうまく甘えられないからって松前に当たらないでください」

「な、な……」

　その言葉に銀杏は真っ赤になって。

「そ、そんなことはない！　わ、私はただ礼儀のことを言っているのであって……あ、甘えることならば私にだってできる……！」

「ちょ、い、銀杏……！」

「……っ……」

　ぎゅーっと目をつむりながら抱きついて頰ほほを擦こすり付けてくる。

　一生懸けん命めいなのは分かるんだけどその動きが堅いというかぎこちないというか、いやこれ何か大型犬が飼い主にスキンシップを求める時の動きに似てる気がするんだけど……

「はー、分かってないですねー。それじゃあ甘えてるんじゃなくて襲ってるみたいですよ。いいですか、甘えるっていうのはこういう風にやるんです。城主さん～♪」

「……！」

　松まつ前まえ城までもがきゅーっと抱きつきながら逆側から頰を寄せてきて。

「ど、どうだ、秋あき宗むね？　私はきちんと甘えられているだろうか……？」

「松前の甘え具合の方が上ですよ。すりすりすりすり……」

「い、いやだから……」

　何だかもう、何が何だか分からなかった。







　ともあれそういう次第で。

　銀杏いちように続いて……二人目の城しろ姫ひめの〝城じよう主しゆ〟となることとなったのだった。
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「……どうしてこんなことになってるんだろう……」

　目の前の状況がいまいち受け止めきれずに、僕の口からは思わずそんな声が漏もれて出た。

　時刻は朝の八時四十五分。

　場所は僕の通っている私立山やま城しろ高校二年一組の教室。

　窓の外では雀すずめが元気よくチュンチュンと鳴き、周りではクラスメイトたちが小声で話し合いながら教卓の方へと視線を集中させていて、教卓の前では担任の磯いそ岡おか先生がいつものようにホンマグロ（スズキ目サバ科）似の顔をこちらに向けて朝の挨あい拶さつをしている。

　それ自体は極めて普段通りの朝の光景。

　毎日繰り返されている朝のホームルームの標準的な眺ながめ。

　普段通りでないことがあるとすればただ一つ。

「──それでは、転校生を紹介する。熊本葉子さんと松前五月さんだ」

「うむ」

「はいです」

　磯岡先生の声を受けて、二人の女子生徒が一歩前に出る。

　磯岡先生と並んでそこにいたのは……この学校の制服を着た、銀杏いちようと松まつ前まえ城だった。

「今日からこの二人も我がクラスの一員としていっしょに学校生活を送ることになる。みんな、仲良くするように。──さ、それじゃあ二人には自己紹介をしてもらおうか」

　そう促されて。

「熊くま本もと葉よう子こという。不束ふつつか者だが、どうぞよろしく頼む」

「松まつ前まえ五月さつきといいます。みなさん、色々と教えてくださいです」

　二人揃そろってぺこりと頭を下げる。

　その直後に、教室から歓声が上がった。

「なあなあ、二人ともすっげえかわいくねえ？」

「右の子、すらっとしててスタイルよくて、モデルみたい……」

「分かる分かる。熊本さんはキレイ系で、松前さんはかわいい系だよな！」

「なんでもいいよかわいければ！　ねえねえ、二人ともカレシはいるの？　好きな男のタイプは？　おれとかどう？　ヤラしく……じゃなくて、優しくするよ？（ハアハア）」

「……」

　最も騒さわいでいる（息を荒らげて質問攻めをしている）のがクラスで一番仲のいいケンジだってことはひとまず置いておくとして。

　……本当に、何でこんなことになってるんだろう……

　黒板の前で笑えみを浮かべている銀杏いちようと松まつ前まえ城の二人を見ながら心の中で大きくため息を吐つく。

　現実の光景を目まの当たりにしていても、いまだにどこか信じられないというか。

「…………」

　どうしてこんなことになっているのかというと。

　話は三日ほど前に遡さかのぼる──
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　松前城の一件から──数日が経った。

　色々と大変だった二人目の城しろ姫ひめとの出会い。

　派手な〝合かつ戦せん〟があったり松前城の意外な弱点が発覚したり銀杏との微び妙みようにアレなやり取りがあったりもしたけれど……結果的に僕は松前城の城じよう主しゆにもなることになり、その付ふ随ずい的な要素として松前城もまた『しろあと荘』でいっしょに生活することとなった。松前城には行く場所も頼る相手もないとのことだし、城主となった縁もあり、放ってはおけなかったのだ。

『──わあ、ここが今日から松前の控える部屋となるのですね。感激です』

『お前と私との部屋だ。お前と私の』

『そんなこと分かってますよー。せっかくの城主さんとの初めての邂かい逅こうの余よ韻いんに浸ひたっているんですから、野や暮ぼなこと言わないで気を利かせてください』

『む、むう……』

　会った時から何となくそんな気はしていたのだけれど、松前城はなかなかに口が達者だった。

　とにかくよく口が回るというか切り返しがうまいというか。どちらかと言えば口下べ手たな銀杏とはある意味正反対で、色々とやりにくそうにしている場面も多々見かけられた。とはいっても一方的にやりこめられているだけではなくて、時には姉のようにたしなめる場面もあったけれど。

　そして松前城も、やはりどうして自分がタイムスリップをしたのかは分からないとのことだった。状況としては銀杏と同じで、ある日松前湾で趣味のアワビ観察をしていたら突然光のようなものに包まれて、気が付いたらヨネさんの家の近くにいたとか。

『あっという間の出来事でした。真っ白な光に包まれて、声を上げたり目の前の助すけ六ろくさん（アワビの名前らしい）に助けを求めたり、城姫としての力を使う間もなくこの地に運ばれていて……』

　とのことである。

　うーん、新しい城姫が見付かることで事態が少しは進展するかと思ったんだけど、そうはうまくいかないもんだな……

「……」

　と、タイムスリップ関連の解明はあまり進まなかったものの、そういった次第で松まつ前まえ城もいっしょに暮らすこととなった。

　城しろ姫ひめ二人との新しい生活。

　同居人が増えたことで多少なりとも変化はあったけれど、それ以外ではほぼそれまで変わらない毎日を過ごしていた。

　現代社会の仕組みや成り立ちを銀杏いちようたちに教えつつ、日常生活をこなし、スクランブルが起こればそれに対応して、時間があればタイムスリップの解明や城姫についての情報を話し合う。

　それなりに忙しく大変ではあるけれど、賑にぎやかで充実した毎日。

　そんなある日のことだった。




「──それじゃあ行ってくるね。銀杏、あとはよろしく」

「うむ、任せてくれ」

　その日もいつものように銀杏の作ってくれた朝食を食べて、学校へと向かおうとしたところ。

「？　秋あき宗むねさま、どこへ行かれるんですか？　雨も降っていますし、お出かけだったら松前もいっしょに行きますよ？」

　松前城がちょこちょこと後ろを付いてきてそう言ってきた。

「あ、うん、そうしたいところなんだけど……」

「？」

「これから行くところは学校っていって、何ていうか、松前城たちは入れないところなんだ」

「そうなんですか……？」

「うん、ごめんね」

「はいー……」

　がっくりと肩を落とす。

　その姿に少しばかり心がチクリと痛んだけど、松前城たちを学校に連れていくわけにはいかないし、こればっかりはどうしようもないというか。

「ごめんね、帰ってきたら埋め合わせはするから」

「……はい、分かりました。いってらっしゃいませ」

　しょんぼりとした松前城に少しだけ後ろ髪を引かれつつ、学校へと向かった。

　僕が通っている私立山やま城しろ高校は、『しろあと荘』から二十分ほど歩いたところにある。

　生徒数は男女合わせて全部で六百人。僅わずかに進学校寄りだけれど基本的にはのんびりとした校風が有名で、在籍している生徒たちもそれに合わせたのかのように気のいい穏やかな性格の者が多かった。

　校門を抜けて下げ駄た箱で靴を履はき替えて、階段を上って二年一組の教室へと入る。

「よう秋あき宗むね！」

「あ、おはよう」

　教室に入るなり、ケンジが大声で迎えてくれた。

　少し日焼けした体育会系の顔に子供のような笑えみを浮かべて、ブンブンとこっちに向けて手を振ってくる。

「今日もまた雨だな。毎日毎日よく降るっているか。うまくすれば女子のブラウスが透けてくれるのは嬉うれしいけど、こうも毎日なのは気が滅入るよな」

「そうだね、湿気も多くてジメジメしてるし……」

「だよなあ。こういう蒸し暑い時期はニーハイソックスを履はいてくれる女子が少なくなるんだよ。あれはいいものなのになあ……」

　いまいち話が嚙かみ合ってるんだか嚙み合ってないんだか微び妙みような宇う都つの宮みやケンジは、一年生の時からのクラスメイトである。

　入学したばかりの頃に「なあなあ、メイド服と巫み女こ服、どっちが似合う女子と結婚したい？　おれはどっちとも結婚したい！」と声をかけられて知り合って、それ以来クラスでは一番仲がいいといっていい存在だった。や、こう見えて悪いやつじゃないんだよ。ただちょっと……いやかなりエロいだけで。

「ニーハイと言えば、丈の短い巫女服にニーハイを合わせるコーディネイトもなかなかいいよな。この前コスプレ喫茶で見かけて、思わず衝動的にプロポーズしそうになっちまったぜ！」

「……結婚するなら本物の巫女がいいって前に言ってなかったっけ？」

「巫女服が似合えばそれは本物の巫女だよ。巫女の魂は巫女服に宿るんだ」

「節操ないなあ……」

「いいんだよ。どこぞの偉い人もそう言ってたから」

　そんな他愛もない話をしていると、ケンジがふと思い出したかのように言った。

「お、そういえば秋宗、知ってるか。巫女服で思い出したんだが、最近ネットで噂うわさになってる〝お助け銀杏いちよう姫〟の話」

「〝お助け銀杏姫〟？」

「ああ。何でも困っている人がいるとどこからともなく現れて颯さつ爽そうと助けてくれるんだと。それが銀杏の髪飾りと昔の姫みたいなコスプレした可愛かわいい女の子で、お供に貧相な落ち武者を連れてるとか」

「……」

　……それって、もしかして……

　お供の貧相な落ち武者っていうのが少しというかかなり気になるけど、確実に銀杏のことだよね……？

「まあ眉まゆ唾つばもんの話だよな。そもそもコスプレした女の子が人助けをしてるってだけでも信じられねーってのに、お供が貧相な落ち武者なんてほとんどネタのレベルっていうか。このご時世に落ち武者なんて本当にいたら見てみたいぜ、ハハハ」

「…………」

　……その貧相な落ち武者、今実際に目の前にいますよ……

　自分の姿は客観的に見るとそこまで貧相に映るのかという事実に若じやつ干かん落ち込みつつ、そう突っ込むわけにもいかないので黙だまっていると、ケンジが少しだけ真剣な顔になった。

「でも最近おかしなことが多いよな。色んなところで謎なぞの白い発光体が目撃されたりしてるらしいし、なんかやけに野の良ら猫が増えてるって話だし……。そういやあ、なんか昨日もまた〝雨の泣き女〟が出たらしいぜ？」

「え、また出たの？」

「ああ、みたいだ。昨日は三組の女子が被害にあったらしい」

　ケンジが言っているのは、ここ数日校内で起こっている事件のことである。

　原因は不明だが、校内で生徒たちが意識を失った状態で発見されるという出来事が頻ひん発ぱつしているのだった。今のところ命に別状があった生徒はいないが、かなり衰すい弱じやくした状態で発見されて入院した者もいるとか。事件が起こるのは決まって雨の日で、皆気を失う前に泣いている女性のような人影を見たと言っていることから、〝雨の泣き女〟事件と呼ばれるようになっていた。

「こえぇよな。不審者かもしれないけど他に全然目撃情報がなくて教師たちも困ってるらしいぜ。口くち裂さけ女みたいな都市伝説じゃないかって噂うわさまで流れてる。そうじゃなきゃそれこそ校内の関係者が犯人じゃないかってな」

「……」

　口裂け女か……

　三十年前くらいに流は行やった有名な都市伝説。確かマスク姿の女が「私……きれい？」と訊きいてきて、きれいだと言わなかったり何も答えなかったりすると、マスクの下の裂けた口を見せながら鎌かまを振り回して追いかけてくるんだったんだっけか。

　まさか〝雨の泣き女〟の正体が口裂け女だとは思わないけれど、確かにここまで目撃情報がないとなると単純な不審者が犯人っていうのも何だかしっくりこない気がする。かといって校内のだれかが犯人だと考えるのも怖いというかあまり考えたくない可能性だし……

　と、その時だった。

「？　何か騒さわがしいな。どうしたんだ？」

　廊下の方でザワザワと生徒たちが騒ぐ声が聞こえてきた。

　教室の中にまで聞こえてくるほどの大きな声。

　不審に思い様子を見にケンジといっしょに教室を出ると。

「おい、女子トイレでだれかが倒れてるみたいだぞ！」

「また〝雨の泣き女〟が出たらしい！」

「だ、だれか、先生呼んでこいよ！」

　そんな声が木こ霊だまする。

　見れば女子トイレの周りにはたくさんの生徒たちによる人だかりができていた。

「お、おい、これって……」

「う、うん……」

　思わずケンジと顔を見合わせる。

　トイレの前に駆かけ寄ってみると、中で女生徒が倒れているのが見えた。真っ青の顔で床に仰あお向むけになったまま目を閉じて苦しそうに呼吸をしている。介抱しているのか、心配そうな顔をした数人の生徒たちが周りを取り囲んでいた。

「……」

　やっぱりこれも〝雨の泣き女〟なんだろうか……？

　でも今まで事件が起きていたのはほとんど夕方か夜で、こんな朝から騒さわぎになるなんてなかったのに……

　周りの生徒たちも同じことを思ったようで。

「〝雨の泣き女〟って、出るのは放課後だけじゃなかったの……？」

「大丈夫なのか……？」

「ね、狙ねらわれるのって、美少女ばっかりなのよね……？　だ、だったらあたしも……」

「いや妖よう怪かい田たさんは大丈夫だと思うけど……」

　あちこちで不安そうな声が上がり、中にはよほどショックを受けたのか泣き出しそうな顔をしている女子生徒（隣のクラスの妖怪田さん）までいる。大丈夫かな……

　そんな時だった。




「──大丈夫ですから、慌あわてないでみなさん下がっていてください」




「……？」

　一人の女生徒が凛りんとした声で皆に呼びかけているのが目に入ってきた。

　騒ぎ出す他の生徒たちを落ち着かせて、パニックにならないようにしている。

「あれって……」

「ああ、生徒会長の下おり津づ先輩だろ？」

「生徒会長？」

「知らないのか？　ちっこくてかわいいのに有能だってので有名だぞ。お、副会長と書記もいるな。あの二人も美人なことで評判だな」

「へえ……」

　全然知らなかった。

　というかうちの学校に生徒会とかあったのか。それすらもあんまりよく分かっていなかったというか……

　そんなことを考えている目の前で、女生徒──生徒会長は忙せわしく動き回っていた。

　動どう揺ようする生徒たち一人一人に話しかけつつ、テキパキと指示を飛ばしていく。周りにいるのが副会長と書記だろうか。その一連の行動で生徒たちの動揺はだいぶ収まったように見えた。すごいな……

　それからしばらくして、先生たちが何人か来て騒さわぎは完全に収まった。

　幸いなことに倒れた女生徒に大事はないようだったが、様子を見るために保健室で少し休ませた後にいちおう病院に連れていかれることになったらしい。

　女生徒が意識を失う直前に泣いている女を見たと口にしたのと、騒ぎが大きくなったということで、他の生徒たちはそのまま下校することになった。

「襲われた子は気の毒だったけど、生の下おり津づ先輩のニーハイが見られたのと早く帰れるのはラッキーだったな。ハハハ」

　とケンジは一人吞のん気きにそんなことを言ってたけど、個人的にはこの騒ぎが色々と気になっていた。




「──そんなことがあったのか……秋あき宗むねは大丈夫なのか？」

「あ、うん、僕は別に何とも」

『しろあと荘』に戻って来て起きたことを報告すると、銀杏いちようたちが心配そうな顔で出迎えてくれた。

「そうか、ならよかった……。安心した」

「松まつ前まえたちのいないところで城じよう主しゆさまに何かあったら、悔くやんでも悔やみきれないところですしねー」

　本当に心配そうな顔でそう言ってきてくれる。

　若じやつ干かん過保護のような気がするけど、その心遣いは嬉うれしかった。自分のことを心配してくれる相手が身近にいてくれるっていうのは大切なことなんだなーと心から思う。

「──それにしてもその〝雨の泣き女〟……少しばかり匂におうな」

「え？」

　と、銀杏が少し声のトーンを落としてそう言った。

「神しん出しゆつ鬼き没ぼつ、正体不明、出会った者の意識を失わせる……もしやとは思うが、城しろ姫ひめなのではないか？」

「え、城姫って……え？」

　確かに不可解な事件だけど、城姫って民たみに恩恵を施ほどこす神様みたいな存在なんじゃなかったっけ……？　それがこんな都市伝説みたいな事件を起こしている犯人って……

　いまいち納なつ得とくがいかない僕に。

「……本来城しろ姫ひめはその力を用いて民たみに祝福と恵みとを与える存在だ。だが城姫の力を利用すれば、逆に民の精気を奪うばい己の糧かてとすることもできる。もちろんそんな外げ法ほうとも言える行いは城姫としては禁じられているが……」

「遠い昔にはそんなことも行われていたみたいですよね。城姫に生け贄にえとして人柱を捧ささげて、その代価として大きな奇跡を授さずかる。とはいっても本当に大昔のお話みたいですが……」

　銀杏いちようと松まつ前まえ城が二人してそう言ってきた。そんな歴史もあったのか。神様と悪魔は表裏一体ということなんだろうか……

「──いずれにせよ、真相を究明するためには直接確かめてみるしかあるまい。もしその〝雨の泣き女〟が城姫ならば止めなければならないし、そうでなかったとしてもそのように民を襲い精気を吸い取る輩やからを放っておくわけにはいかない」

「……」

　確かにそれはそうかもしれない。

〝雨の泣き女〟の正体が何であれ、ここまで事が大きくなってしまっていては城姫としてはこのままにしておくわけにはいかないだろう。

「でも……」

〝雨の泣き女〟が現れるのは今のところ学校の中だけである。校外で被害にあったという話は聞いたことがない。だとしたら学校の中を調べるしかないわけだけど……

　すると銀杏は腕を組んで考え込む仕草を見せて。

「む、そうだな。だとすれば……」

「……」




「──私たちがその〝学校〟とやらに直接赴おもむくしかあるまい」




　そう、力強く口にしたのだった。







　　　　２




　──ということがあったのである。

　それから話はドンドンと転がって……ただ学校に出向くよりは生徒として潜入した方が自然でいいということになり、生徒として潜入するためには転校なり編入なりすることが必要ということになり……気が付けば、今の状況になっていたのだった。

　転校生として学校に潜入するなんて、普通だったら戸籍もなければこの時代の住人ですらない二人にそれは無理だと思われるところだったけど、そこは城しろ姫ひめの力を使って何とかしたらしい。何でも校長先生の記憶を少しばかり操作したとか……その辺についてはあんまり深く聞いていないんだけれど。

『心配はいらぬ。事が済んだらちゃんと記憶は戻しておく。一時的な処置だ』

『これも城姫としての役目のためです。別に、その、松まつ前まえたちが学校というところに行ってみたいからとかそういうわけじゃありませんからね？　ほんとですよ？』

『う、うむ、そうだな』

　とのことだった。なんか二人（特に松前城）の目がやたらとキラキラとしていたような気もするけど、まあ確かにそれしか手段はないかもしれないし、しょうがないか……

　そういう事情が間にあって。

　今こうして、転校生として二人は目の前にいるのであった。

「それじゃあこれでホームルームを終わる。みんな、二人と仲良くして色々と教えてあげるようにな」

　そう言い残して磯いそ岡おか先生（マグロ顔）が教室を出て行く。

　それを見届けるなり、銀杏いちようたちの周りにクラスメイトたちがワッと集まってきた。

「ねえねえ、熊くま本もとさんと松前さんって、どこから来たの？」

「趣味とかってある？　熊本さんスタイルいいし、運動神経よさそう！」

「松前さんは小さくてかわいいね～♪　お人形みたいだし、ゴスロリとか似合いそう」

「む、む……」

「え、ええとですね……」

　怒ど濤とうの質問に面食らったような表情を見せる。

　当たり前といったら当たり前かもしれないけれど、二人ともこういう状況には慣れていないみたいだ。

「なあなあ、二人とも初デートで行くならメイド喫茶と巫み女こ喫茶、どっちがいい？」

「バカ、ケンジ。いきなりそんなこと訊きくなって。二人とも趣味は何？　ツイスターゲームとかバッファローゲームとか王様ゲームとかやらない？」

「好きな男のタイプは？　肉食系、草食系、ロールキャベツ系、あ、それとも最近流行のアスパラベーコン系とか？」

「あ、俺アスパラベーコンだよ！　見ても食べて美お味いしいからお勧めだよ！」

　さらにケンジをはじめとした男子たち（ガチ）も質問攻めに加わってきて。

「ど、どうしたらいいのだ、秋あき宗むね……？」

「た、助けてくださいー……」

　犬好きの集団に襲われてもみくちゃにされたマルチーズみたいな顔をしてこっちに助けを求めてくる。

　もういっぱいいっぱいのようだった。

　さすがにこれは放っておくわけにはいかないかな……と思ってフォローしようとしたところ。

「え、熊本さんたちって秋あき宗むねの知り合いなのか？」

　ケンジが意外そうな顔でこっちを見てきた。

「あ、うん、いちおう」

「そ、そうなのか。秋宗に妹以外にこんなかわいい知り合いがいたとは……一体どんな関係なんだ？」

「それは……」

　うーん……何て答えたらいいんだろう。

　もちろん城姫うんぬんやタイムスリップのことを話すわけにはいかないし、話しても信じてもらえないだろう。だとしたらどう言うべきか。親戚、最近再会した幼おさな馴な染じみ、今け朝さ登校するときにたまたま会った相手……どれもしっくりこないというか……

　返答に迷っていると。

「秋宗と私の関係……？　そんなの決まっているだろう」

「え？」

「秋宗は私の──」

　そこで銀杏いちようは一度言葉を止めると。

　意味ありげに真っ直すぐにこっちを見て。




「秋宗は……私の城じよう主しゆだ」




「え……？」

　きっぱりとそう答えた。

「秋宗は私の仕えるべき存在であり、生涯をかけて守り添い遂げるべき相手だ。私の身も心も全て秋宗に捧ささげている。秋宗は私にとっての全てだ。唯ゆい一いつ無二のかけがえのない相方だ。何より……私の初めての相手だからな」

「ちょ、いちょう──」

　慌あわてて止めようとするものの。

「それは松まつ前まえにとっても同じですよー！　秋宗さまは松前にとって運命の御お方かたです。松前がこの身を賭として一生ご奉仕する御方であり、松前が初めて契った方でもあります」

「ま、まつまえ──」

　松前城までそんなことを言い出す。

　言っていることに噓うそはない、噓はないんだけど……

　何と説明しようか頭の中で必死に考えていると、周囲から肌がゾクリと粟あわ立だつほどの殺気を感じた。

「……秋あき宗むねくん、これは一体どういうことかな？」

「え、あ、ええと……」

　見ればケンジをはじめとする男子生徒たちが、親の敵を見るような鋭するどい目でこっちを睨にらみ付けていた。

「添い遂げるべき相手に初めての相手、それにご主人様、か……秋宗……お前だけはおれたちの仲間だと思っていたのに……！」

「まさかこんなひどい抜け駆がけを見ることになるなんてな……！」

「初めての相手だ契ちぎっただ……重婚かこのやろう！」

「きれいどころ二人をお仕えさせてハーレムか、両手に花気取りか！」

「い、いや、だからそれはその……」

　重婚だとかハーレムだとかは完全に誤解なんだけど、詳くわしい事情については説明できないためどうしようもない。

「秋宗、お前とは一度男同士の友情というものについて語り合う必要がありそうだ……身体からだと身体でな！」

「昼休みに屋上まで来てもらおうか……！」

「キレちまったよ……久しぶりにな」

「おれの怒りの44マグナムが火を噴くぜ……！」

「わ、分かったよ……」

　結局。

　そういうことでその場は決着したのだった。







「……た、大変な目にあった……」

　疲れ切った身体を引きずりながら自分の机でため息を吐つく。

　昼休みにケンジたちと身体と身体で〝男の友情〟について語り合った結果。

　語り合いは予想通りどこまでもエキサイティングし、ケンジたちの溢あふれんばかりの男のリビドーをぶつけられて、ボロボロの雑ぞう巾きんのようになったのだった。

　銀杏いちようたちとの関係については遠い親戚の子たちで子供の頃に遊びで結婚の約束をしていたということで何とか押し通すことができたものの……それでもまだ怪しいということで、結果として『秋宗の何かが滴したたるエロい毒どく牙がからクールビューティーな熊くま本もとちゃんと可か憐れんな松まつ前まえちゃんを守る会』が結成されることとなった。毒牙って……

「す、すまなかった、秋宗。私の不用意な発言で……」

「ご、ごめんなさいです……」

　銀杏たちが申し訳なさそうな顔でそう頭を下げてくる。

　その様子もケンジたちが少し離れたところから見ていて「お前、おかしなマネはするなよ、するなよ……？」とギリギリとした視線を送ってきていた。はあ、みんなヒマだなあ……

　とはいえ銀杏いちようたちに悪気があったわけじゃないのはこれ以上ないくらいに分かっているので、それについてどうこう言う気にはならない。

「ん、平気だって。ケンジたちも本気じゃないし、こんなの遊びみたいなものだから」

「だ、だが……」

「あの人たち、目が飢うえた狼おおかみのようでしたよ……？」

　なおもすまなそうな顔をする銀杏たち。

「本当に大丈夫だって。──それより、〝雨の泣き女〟についてはどうするつもりなの？　せっかく学校に入ることができたんだし、ちゃんと調べないと」

「あ、うん。それはひとまず夕刻になるのを待って、学校の中を探索してみようと思う」

　銀杏がそう口にした。

「夕方に？」

「うん、一概には言えないようだが、〝雨の泣き女〟が現れるのは夕刻から夜の間が多いのだろう。その時間帯を狙ねらっておびき出すことができれば御おんの字だ。それに学校の中を自由に動き回るのはそれくらいの時刻にならないと難しい」

「どこに潜んでいるのかまったく分からないですからね。満まん遍べんなく見て回らないと」

「なるほど……」

　確かにそれはその通りだと思う。

　そういうわけで。

　放課後になるのを待って、校舎内を探索してみることにした。

　午後の授業を受けて、その後ケンジたちの銀杏たちへの質問攻めパート二から逃げ回りつつ生徒が少なくなるまでしばらく時間を潰つぶして。

　辺りが少し暗くなったあたりで。

「──さ、それでは始めるぞ」

　銀杏がそう宣言して。

〝雨の泣き女〟探索が始まった。

「この〝学校〟の中でのみ〝雨の泣き女〟が出るということには、何か意味があると思うのだ」

　と、銀杏が言った。

「何かここを狙う特別な理由があるのか、あるいはこの学校の関係者に城しろ姫ひめが紛まぎれ込んでいるのか……どちらの可能性も否定できない」

「……」

　やっぱり校内の、だれか教師か生徒が〝雨の泣き女〟だという可能性もかなり高いってことなんだろうか。考えたくはないけれど……

「……城しろ姫ひめって、見れば分かるものなの？」

「相手が見知った城姫であれば当然分かるだろう。だがそうでなければ難しいかもしれない。意図的に力を隠していた場合、たとえすれ違ったとしてもそれだけでは分からないと思う」

「見た目は普通の人間と変わりませんからねー。外見だけで判別するのは困難です」

　そういうものなんだ。

　だとするとそれこそ銀杏いちようたちが言うように自分たちが囮おとりになっておびき寄せるくらいしか手段はないかもしれない。

「うーん、それじゃあとりあえず手分けをしましょうかー？　ひとくちに〝学校〟の中といってもかなり広いようですし、みんなで固まって行動しても相手が警戒して出て来ないかもしれないですし」

「む、そうだな。それがいいだろう」

　松まつ前まえ城の提案に銀杏もうなずく。

「では松前は秋あき宗むねさまといっしょに行きますから、熊くま本もと城さんは一人で行ってください」

「む、いや、秋宗とは私が共に行く。松前城が単独で行ってくれ」

「……」

「……」

　二人の間に何やら一いつ瞬しゆん火花のようなものが散った。

「……何で秋宗さまといっしょに行きたいんですか。もしやこれ幸いと秋宗さまとどこかにしっぽりとしけこむつもりなんじゃないですか？」

「……ま、松前城といっしょにするな。私は秋宗の第一の城姫として、常に一番傍そばで見守る義務がある」

「……」

「……」

「……譲ゆずる気は、ないですか？」

「……残念だが、ない」

「……そうですか。仕方ないですね。それならここはうらみっこなしで一発勝負で決めましょう」

「……いいだろう。受けて立つ」

　二人の間の空気が一気に緊迫する。

　また〝合かつ戦せん〟でも始めるんじゃないのかと思い慌あわてて間に入ろうとして。

　次の瞬しゆん間かん。




「アウト、セーフ、よよいのよい！」「じゃんけんぽん！」




「…………」

　そんなかけ声が廊下に響き渡っていた。

　いつの間にこんな現代の俗の極みみたいなシステムを覚えたんだろうか……

　二人は、真剣な声で野球拳を始めていた。

「よよいのよい！」「よい！」

「…………」

　制服姿の城しろ姫ひめ二人がこれ以上ないくらいの真ま面じ目めな顔で野球拳をする姿はかなりシュールというか何というか……

　半なかば呆あきれ気味になる僕の横で。

「くっ……やられましたです……」

「悪いな。勝負に情けは無用だ」

　勝負は決したようだった。

　厳おごそかにそう口にする銀杏いちようの傍かたわらで、松まつ前まえ城が涙目で後ろ半分がはだけた姿になっていた。

　ということで。

　銀杏といっしょに探索することになった。







「では私たちは校舎の西側を探索することにする。松前城は東側を頼んだ」

「……分かりましたです。ちゃちゃっと調査をすませて合流しますから」

　松前城が頰ほおを膨ふくらませながらそううなずいて去っていくのを見て。

　銀杏と二人で、西側の校舎に向けて歩き出した。

　山やま城しろ高校の校舎は渡り廊下を挟はさんで西棟と東棟の二つに分かれている。

　これから僕たちが向かう西棟には主に音楽室や理科室、美術室などの専門教室があり、松前城が向かった東棟には普段の授業で使う教室や職員室などがあった。

「……」

　渡り廊下を抜け、西棟へ足を踏ふみ入れる。

　時間もそれなりに遅いということもあり、西棟の中は薄暗くなっていた。専門教室が多いことからそもそも放課後に訪れる者が少ない上に、雨が降っているというのもそれに拍車をかけているようである。慣れ親しんだ校舎であるはずなのに、今にも物陰から何かが出てきそうな不気味な感じだった。

「静かだなー……」

「……」

「全然人ひと気けがなくて物音すらしなくて……」

「……」

「……って、銀杏？」

「…………む？　な、何だ？」

「え、いや、静かだなって」

　その言葉に。

「そ、そうだな……静かだな。静かすぎて耳が痛いくらいだ」

「……？」

　何か挙動不審だなー。

　視線がきょろきょろと落ち着かないというか声が上うわ擦ずっているというか……

　と、そんなことを話しながら歩いていると、理科室の前に差しかかった。

　西棟の中でも奥まった場所に位置する古びた雰ふん囲い気きの教室。ん、確かここは〝雨の泣き女〟が出たことがある実際の現場だったような……

「確かそうだったよね、銀杏いちよう？」

「え？　そ、そうだな」

「前に出たことがあるってことは、もう一度出る可能性もあるかも……。入ってみようか？」

「ん、あ、ああ」

「……？」

　いまだどこかおかしな感じの銀杏に了承を取って。

　理科室へと足を踏ふみ入れる。

　真っ暗な理科室の中はどこか生暖かい空気が漂っていた。

　まず目に入ってきたのは入り口のすぐ脇わきに置かれていた一分の一スケールの人体模型の姿。身体からだ半分が剝むき出し（？）になった状態で無機質なプラスチックの瞳ひとみをこちらに向けている。その隣には骨格標本が無造作にブランと吊り下げられていた。

　他にもこの理科室の主であり生物を教えている蛙かえる島じま先生が生き物マニアということもあり、昆虫の標本やらシカの剝はく製せいやらカエルのホルマリン漬づけやら……色々とアレなものが目白押しだった。

「う、分かってはいたけど気味が悪いな……」

「……」

「昼間見てもいい気持ちはしないのに、暗い中で見るとさらに怪しい雰囲気で……って、銀杏？」

「…………」

　気が付くと、ぎゅっと何か柔らかいものが右腕に触れていた。

　柔らかくて温かくて心地好い感触。

　見れば銀杏が真っ青な顔をして……寄り添うようにして僕の右腕に自分の両手を絡みつかせていた。

「銀杏……？」

「あ、あれは何だ……？」

「え？」

「おどろおどろしい白い骨……ま、まさか、がしゃどくろではあるまいな……？」

「え？　ああ、あれは骨格標本だよ。ただの骨の模型だって」

「あ、あっちの傘かさのようなものは何なのだ……？　やけに古びているが……も、もしや唐から傘かさお化けでは……？」

「あれは置き傘かな。ここは生物部の部室にも時々使われてるから」

「そ、そこにある醜みにくい代物は……？　ぬらりひょんの肖像画か……？」

「……それは蛙かえる島じま先生の写真だよ。何でか知らないけどあの先生、自分の写真を標本といっしょに飾ってるんだよね……」

「そ、そうか……」

　胸を撫なで下ろしたように銀杏いちようがほっと息を吐はく。だけどその両手は依然として僕の右腕にしがみつかんばかりに強く握られたままである。あれ、これってもしかして……

「あのさ、銀杏」

「な、何だ？」

「銀杏……もしかして怖いの？」

「……！」

　と、その声に銀杏の表情が固まった。

　目をぱちぱちと落ち着かなく瞬まばたきさせた後に、一いつ生しよう懸けん命めいな顔になると。

「そ、そそそそんなことはない……！　そ、それは、この夕刻の〝学校〟という場所には何か独特の空気があって、か、考えていた以上に、お、オカルトな雰ふん囲い気きではあるが……だ、だが城しろ姫ひめである私がこの程度で怖いなんてこと──」

　ガシャン！

　と、そこで何かが割れる音が理科室の中に響き渡った。

「きゃ、きゃああああああっ……！」

「い、銀杏？」

　ガバッ……！

　甲かん高だかい悲鳴と共に、銀杏がほとんどタックルかと思わんばかりの勢いでしがみついてきた。勢いを受け止めきれずに、二人して絡まり合うようにして床へと倒れ込んでしまう。

「い、いたたたた……」

　頭を振りながら上半身を起こす。

　どうやら今のはフラスコか何かが床に落ちて割れた音のようだった。

「風か何かで落ちたのかな……。大丈夫、銀杏──」

　銀杏の無事を確認しようとして。

「お……」

「……」

　と──そこで言葉が止まった。

　二人が……何だかきわどい体勢になっているのに気が付いた。

　客観的には銀杏いちようが僕に馬乗りになっていて、僕の腰の上にちょうど銀杏の腰が乗っかっているカタチである。倒れた時にそうなったのかスカートの端が微び妙みような感じにめくれていて、さらに銀杏の形のいい宝石のような瞳ひとみが虹こう彩さいまで見えそうなほどの至近距離にあって、柑かん橘きつ類のような甘い香りが鼻元に漂っていて……

「…………」

　ど、どうしたらいいんだ……？

　距離自体はさっきまでの抱っこちゃん状態の時とほとんど変わらないといっても、状況が違う。二人のポジションが全然違う。さっきまでがスッポンだとしたら今が満月みたいな……

　半なかば以上混乱状態になる僕に。

　ぎゅっ……

「え……？」

　銀杏がふいに……抱きついてきた。

「い、銀杏……!?」

　え、な、何これ、どういうこと……!?

　突然の銀杏の行動の意図を必死に考える。寒くなったので暖を求めてくっついてきた……急に貧血を起こしてもたれかかってきた……実はこの直後にこのまま巴ともえ投げをされる……どれもこの場にはあてはまらない気がする。じゃあこれは一体……？

　考えてもさっぱり分からなかったのでとりあえずドクリドクリと激しく動く胸を落ち着かせるために素数でも数えようとして。

　フルフルフル……

「あ……」

　そのことに、気付いた。

　こっちに向かって身を預ける銀杏。

　その身体からだは何かに怯おびえるように小さく震えていた。

「銀杏……？」

　これって、もしかして……？

　思わず銀杏の顔を見返す僕に。

「…………こ、こわいんだ……」

「え……？」

　そのか細い声を、聞いた。

「……わ、私……お、オカルトだけは本当にだめで……こ、こういった状況を前にすると身体からだから力が抜けてしまって、頭の中が真っ白になってしまう……あ、秋あき宗むねの前なのに……こ、こんな自分は嫌いやだし……変えたいと思っている……城しろ姫ひめとして失格で……で、でもだめなの、やっぱり怖くて……う、ううっ……」

「銀杏いちよう……」

「う……ぐ、ぐすっ……ひくっ……」

　助けを求める子供のようにしゃくり上げる。

　その姿は普段の凛りんとした様子からは想像もつかないほど弱々しく、触さわれば崩れてしまいそうなほど頼りのないものであって……

「……」

　僕は黙だまってその身体を抱き返した。

　頭をゆっくりと撫なでて、安心させるように優しくその背中に手を回す。確たる理由はなかったけれど……そうするのがこの場面では一番いいように思えたから。

「……」

「……」

　怯おびえた仔こ犬いぬのように、しばらくの間銀杏は僕の腕の中で震えていた。

　やがてしばらくして恥はずかしそうに顔を上げて。

「…………す、すまない。城じよう主しゆを、秋あき宗むねを守らなければならないはずの城姫であるのに、このような無様な姿を見せてしまって……」

「え、いや……」

「……こ、このような脆ぜい弱じやくな心ではいけないな。城主の前で涙を流してしまうなど、まだまだ城姫としての自覚が足りていない。もっと精しよう進じんして理想的な城姫であらねば……」

「……」

　……どうしてだろう。

　その銀杏の言葉に、僕は少しだけモヤッとするものを感じた。

　いつもは毅き然ぜんとしていて弱いところを見せたりしないから気が付きにくいけど、銀杏は城姫である前に女の子だ。弱気になってしまう時だってあるだろうし、苦手だというこういうオカルトな状況では涙を見せてしまっても、それは全然おかしなことじゃない。むしろ自然というか……

　だから僕は。

「……そんなこと、ないよ」

「え……？」

「いつでも完璧である必要なんて、ないと思う。怖くなった時は怖くなった時、泣きたくなった時は泣きたくなった時でいいじゃない。そんな銀杏も、いいと思う。僕は好きだよ」

「え、あ……」
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　その言葉に銀杏いちようはどうしていいか分からないって顔をしていた。

　思いも寄らない不意打ちをくらったみたいな表情。

　びっくりしたように目を瞬しばたかせると。

「そんなことは……初めて言われた」

「……」

「私はいつでも強くなければいけないのかと思っていた……。強くて、完璧で、だれからも理想とされるような存在でなければならないと……。それが城しろ姫ひめとして、私が皆に望まれていることだからと思っていたから……」

　大きく息を吐はくようにそう口にする。

　その銀杏の表情はどこか無理をしているものだった。どんな時でも強くあらなければならないという自らの心に掲げた理想像。きっと自分で自分をそう縛しばってしまっていたんだろう。

「無理しなくたっていいんだよ。銀杏は城姫である前に一人の女の子なんだから。素の銀杏も魅力的だし親しみやすいと思うし、もっと見てみたいと思う」

　それは僕の本心だった。

　噓うそ偽りのない、心からの言葉。

　飾らないありのままの銀杏も素敵なのを、知っているから。

「秋あき宗むね……」

「ね？」

　こっちを見つめてくる銀杏いちように笑えみを返す。

　気のせいかもしれないけど、銀杏のその表情は前よりも心なしか軽くなっているように見えた。うん、少しでも銀杏の心の重荷を取り除けたんだったならいいな……

　その時だった。

「……ん？」

　銀杏の背後にある等身大な骨格標本。その真横に何やら人影のようなものが立っているのが目に入ってきた。

「……え？」

　光を背にした長身のシルエット。

　人影はこっちの姿を確認したかのように何かを持った右手を高く上げると……無言で襲いかかってきた。

「い、銀杏！」

「え？」

「……っ！」

　人影に気付いていない銀杏を抱きかかえてとっさに横へと飛ぶ。

　直後に、それまで僕たちがいた場所に何かが振り下ろされ、すぐ後ろにあった机が粉々に砕くだけ散った。

「……て、敵か！　っ！　何者だ……！」

「……」

　銀杏の誰何すいかの声に答えずに、人影はさらにその右手を振りかざしてきた。フードのようなものを目ま深ぶかに被っているため顔は見えないけど、そのシルエットからスカートを履はいているのは分かる。まさかこいつが──

「〝雨の泣き女〟か……っ！」

　銀杏がその名前を口にして『胴どう田た貫ぬき』を手に影へと突っ込んでいく。どうやら相手も刀のようなものを持っているようだった。薄暗い理科室に、金属同士がぶつかり合う鈍にぶい音が響く。

「この感じ……やはり城しろ姫ひめか、名を名乗れ！」

「…………」

「城姫でありながら民たみを襲うなど……城姫の名が泣くぞ！」

「…………」

　相手の城姫（？）は無言のままだけど、攻撃の手は緩めなかった。

　僕なんかには目にも留まらない速さで刀のようなものを振るってきて、銀杏もそれに負けず劣らずのスピードで応戦している。

　それは一進一退の攻防で、ほとんど互角のように見えて……

「……」

　本気の銀杏いちようと真っ向から渡り合うなんて、この城しろ姫ひめ、相当強いんじゃ……

　松まつ前まえ城から聞いた話だけど、城姫の中にも強さというものがあるらしく、銀杏はかなり強力な部類の城姫に入るとのことだった。単純な戦闘能力だけなら城姫全体でも五本の指に入るほどの強つわ者ものだとか。松前城も「この前はたまたま松前に有利な条件が揃そろっていましたけど、そうでなければ瞬しゆん殺さつされていてもおかしくないくらいですからねー」と言っていたくらいだ。

　その銀杏とほぼ同じ強さだなんて……

「くっ、あくまで何も喋しやべらないつもりか……！」

「……」

　しばらくの間攻防は続いた。

　どちらも退ひかない五分五分なやり取り。

　だがやがて剣けん戟げきに一呼吸置かれ二人が距離を取った時、銀杏が何かを疑うように人影を見た。

「この太た刀ち筋すじ……見覚えがある」

「……」

「お前は、もしかして……」

　と、そこで。

　ドン！　ドン！　ドン！

　派手な炸さく裂れつ音が理科室に響き渡った。

「だいじょうぶですか！　秋あき宗むねさま、熊くま本もと城さん！」

「松前城！」

「城姫同士がぶつかり合う気配を感じて慌あわててやってまいりました。ただ今助すけ太だ刀ちいたしますっ！」

　松前城の周囲にいくつもの砲台が浮かび上がる。

　それを見た後の相手の城姫の判断は早かった。

「…………」

　刀を収めて即座に身を翻ひるがえすと、そのまま窓へと向かって一直線に走った。そして両手を顔の前にやって身体からだを丸めると、ガラスを突き破って窓から外へと飛び出したのだった。

「……っ！」

　慌てて銀杏も後を追おうとするも、すでに窓の下に相手の城姫の姿はなかった。ここ、三階なのに……

「逃げられたか……」

　銀杏が苦にが々にがしげにそう口にする。

「大丈夫、銀杏……！」

「……ああ、私は大丈夫だ。松まつ前まえ城、来てくれて助かった」

「そっか、よかった……」

「感謝するといいですよ。松前が機転を利かせて駆かけつけたおかげでピンチを切り抜けることができたんですから」

　松前城がちんまい胸を反らしてふふんと鼻を鳴らす。

　それを聞いているのかいないのか、銀杏いちようは厳しい目をして人影が消えていった先に視線を遣やった。

「──それよりも、気になることがある」

「え？」

「布で顔を隠していたが……今のはおそらく」

　そこで銀杏は一度言葉を止めると。

　何かを確信した面おも持もちで、こう口にしたのだった。




「──おそらく、名な古ご屋や城だ」







　　　　３




　翌日の昼休み。

　いつものように学校に登校して午前中の授業を受けながら、頭の中にあったのは一つのことだった。

「……」

　頭に引っかかっていたのは銀杏が言った言葉。

『──私たちを襲ってきたのは、おそらく名古屋城だ』

　それが頭に残っていた。

「名古屋城って……」

「名古屋城は尾お張わり国の城姫だ。城姫同士の御前試合で、何度か刀を合わせたことがある」

　銀杏曰いわく、名古屋城は城姫の中でも有名な力の強い城姫で、顔見知りの間柄らしい。

　銀杏と同じく剣術を得意とする城姫で、その独特の太た刀ち筋すじから正体が分かったとか。

　ということは、その名古屋城が〝雨の泣き女〟の正体なんだろうか。でもあの時襲ってきた相手は泣いていなかったし、そもそもフードで隠していたから顔もよく分からなかった。あの姿だったら泣いていたというよりも、フード姿だとか刀を持っていただとかの方が特徴として被害者の証言に先に出て来そうな気がするんだけど……

「詳くわしいことは分からない。だが昨日のあれが名古屋城であることは間違いないだろう。問題はなぜ名古屋城が〝雨の泣き女〟などと呼ばれて民たみから精気を奪うばっているのかだが……」

　とのことだった。

　いずれにせよもう一度直接会ってみて確かめなければならないということであり……

「……」

　とはいってもそううまくいくだろうか。

　昨日の一件で向こうもこっちのことに気が付いただろうし、そうだとすると簡単に姿を現してくれるとは思えない。それに現れてくれたところで銀杏いちようと互角のあの強さでは、話し合いができる状態にするのも難しそうだし……

　前途の多難さに思わず顔をしかめていると。

「おーい、秋あき宗むね、お前にお客さんだぞ」

「え？」

　と、ケンジが教室の入り口のところでそう呼んでいるのが聞こえた。

「ほら、那な古ご野や先輩と黒くろ川かわ先輩と若わか山やま先輩を待たせんなよ。何でも生徒会長の下おり津づ先輩がお前を呼んでるんだと。何したんだ、お前？」

「生徒会長……？」

　見てみるとそこにいたのは、見た顔だった。

　確かこの前の〝雨の泣き女〟の一件の時に生徒会長の周りで指示を聞いていた三人。副会長と書記と会計だってケンジが言ってたっけ……？　でもその生徒会関係の人たちが何の用で……？

「あの……」

　怪け訝げんに思いながら近づいていき話しかけると。

「君が天あま城ぎ秋あき宗むねくんなのぉ？」

　その中の一人──おそらく副会長だと思われる長身の女子がそう訊きいてきた。

「あ、そうですけど……」

「ふんふん、なるほどぉ……あの時は暗くてよく見えなかったけど確かに昨日の子みたいなぁ。会長の見立ては当たってたってことかぁ……」

「？」

「ああ、それはいいっていうかぁ。それより、今からちょっと生徒会室まで来てもらってもいぃ？　会長が話があるんだってぇ」

「……」

　それは別に構わないけど……

「えっと、話って、どういう内容なんですか？　僕、生徒会長とは面識ないんですが……」

「ん～、それは来れば分かるっていうかぁ。うちが説明できる内容でもないんだよねぇ。とにかく詳くわしいことは向こうで会長が話してくれるから、とりあえず来てくれるぅ？」

「あ、ちょっと──」

　強引に腕を引っ張られて連れ出されそうになる。

　と、そこで。

「──どうしたのだ、秋あき宗むね？」

　騒さわぎを聞きつけたのか、銀杏いちようが松まつ前まえ城とともにやって来た。

「何やら取り込んでいるようだな。秋宗に何か用があるというのならば私もいっしょに──っ!?」

　と、そこで銀杏の顔色が変わった。

　僕と那な古ご野や先輩との間に強引に割って入ると、那古野先輩の顔を厳しい視線で睨にらみ付けて。

「──どういうつもりだ？」

「どういうつもりも何も、それはうちが訊きたいことだしぃ～」

「とぼけるな……！　昨日の今日で何の思惑もなくこの場に現れたりはしないだろう──名古屋城！」

「え？」

　銀杏いちよう……今、何て言った？

　驚いて顔を見ると。

「気を付けろ秋宗！　こやつは……名な古ご屋や城だ！」

「名古屋城……」

　……って、昨日僕たちを襲ってきた？

　でも今目の前にいるのは生徒会副会長の那古野先輩でありうちの学校の先輩である。その那古野先輩のことを銀杏は名古屋城だと言っているのであり……ワケが分からない。

「不義を働いている身でありながら堂々と姿を現すとはいい面つらの皮だな……。ちょうどいい、お前には訊ききたいことが山ほどある」

「それはこっちも同じなんだよねぇ。訊きたいこと言いたいことがたっぷりでぇ。どうやら昨日はうちたちも間違えちゃったみたいだしぃ」

「……？　何のことだ……？」

「とにかく来てくれれば分かるっていうかぁ。あ、いちおう言っておくけど妙みようなことは考えない方がいいんじゃない？　二対三でそっちに勝ち目はないしぃ」

「く……」

　名古屋城の左右に控える黒くろ川かわ先輩と若わか山やま先輩を見て銀杏が歯は嚙がみする。

　この二人もやっぱり城姫……なんだろうか。

「……分かった、いいだろう。今はお前たちの思惑に乗ってやる」

「ん、それが賢い選択だと思うよぉ」

　苦々しくそう答える銀杏に名古屋城がうなずいて。

　生徒会室へと向かったのだった。







　生徒会室は東棟の最上階にある。

　元々は倉庫か何かだった部屋を特別教室用に改装したところであり、今の生徒会長である下おり津づ先輩が会長になってからここが生徒会室になったとか。

「ほら、こっち。入ってぇ」

　先導する名な古ご屋や城に促うながされて中に通される。

　生徒会室は二十畳ほどの広さだった。

　中央には会議用なのか向かいあうように長テーブルとイスがあり、それを囲むようにホワイトボードや資料を入れておく棚などが置かれている。

　その一番奥にある生徒会長の席。

　その傍かたわらに……生徒会長の姿があった。




「久しぶりだね、熊くま本もと城ちゃん」




「お前は……」

　銀杏いちようが驚いたように声を上げる。

　そして納なつ得とくしたような顔で生徒会長の方を見ると。

「……そうか、お前が黒幕だったのか、清きよ洲す城」

「黒幕って、物ぶつ騒そうな言い方だな～」

「……本当のことだろう。名古屋城を使って、私たちを襲うように仕向けたのはお前なのだろう」

「う～ん、ま、そのこと自体は否定しないけどね」

　清洲城と呼ばれた生徒会長──下おり津づ先輩が困ったように笑う。

　この流れでいくと当然この下津先輩も城しろ姫ひめということであり……

「……あのさ、松まつ前まえ城、清洲城って……」

「……松前もそこまで詳くわしくはないです。でも昔の戦国の世で、有名だった城姫の一人だと聞き及んでいます。確か尾お張わり国の城姫で、知略と策さく謀ぼうに長たけた城姫だったとか。名古屋城さんと仲が良かったらしいというのも聞いています」

「そうなのか……」

　どうやら間違いなさそうだった。それに知略に長けた城姫だっていうのなら銀杏が黒幕だと口にしたのもうなずける。

　でもその清洲城がどうしてうちの学校で生徒会長なんてやってるんだ……？

　訝いぶかしく思う僕の横で、銀杏は続ける。

「そんなことよりも……どういうつもりだ」

「ん～？」

「城しろ姫ひめの身でありながら、民たみを襲いその精気を奪うばうとは……言語道断もいいところだ。何か言い訳があるのならしてもらおうか」

　その言葉に。

「……それなんだけどね、私たちもね、最初勘違いしちゃってたの」

「勘違い……？」

「うん。私たちはね、あなたたちが〝雨の泣き女〟なのかと思ってた。でも違うみたいだね」

「な、当然であろう！　腐ってもこの熊くま本もと城があのような城姫の風上にも置けぬ行為をするとでも……」

　語調を強める銀杏いちよう。

　その反論に清きよ洲す城は肩をすくめて。

「それは分かってるよ。熊本城ちゃんはとっても真ま面じ目めで朴ぼく念ねん仁じんだもんね。普通だったらそんなことはないって私も思うよ。だけど〝黒化〟しちゃったら話は別だし」

「〝黒化〟……？」

　銀杏が首をひねる。

「う～ん、やっぱりそのへんから説明が必要なんだね。ってことは、こっちの世界に来てからまだそんなに経ってないってことか～」

「……？」

　さらにわけが分からないって顔になる銀杏に、清洲城は笑いかけると。

「とりあえず座ってもらってもいいかな。ちょっと長い話になりそうだから。色々訊きたいこととかあるでしょ。お茶でも出すよ。だから──」

　そうにこやかに言って。

「ひとまず、最初から全部説明しないとだね」







「──えっとね、まず私たちがこっちの世界にやって来たのは今から半年前なんだ。名な古ご屋やちゃんといっしょにお花見に行ってた時に急に白い光に包まれてね」

　全員にお茶が行き渡るのを待って、清洲城がそう切り出した。

「半年前……？」

「うん、そう。だからこっちの世界での生活経験は私たちの方がだいぶ先輩ってことになるかな。学校生活のノウハウもね」

　いたずらっぽくウインクをしながらそう口にする。

　半年前って、タイムスリップしてきた状況はやっぱり銀杏たちとほぼ同じみたいだったけれど、やって来た時間にはそんなに差があるのか……

　その抱いだいた疑問に。

「こっちにやって来た城しろ姫ひめは何人か見かけてるけど、その時期は城姫によってそれぞれみたいだね。そのへんは個人差があるのかも。やって来た直後はここがどこなのかは分からなかったけど、この場所が私たちのいた場所とはだいぶ違うってことはすぐに分かった。簡単には元の世界に戻れないだろうってことも。だからまずは拠点を作ったの。城姫の力を使ってこの世界の貨幣を稼いで、それを使って住めそうなところを見付けて、そこでこの世界の文化と経済の仕組みを学んで」

「……」

「それで私たちは今はこうやってこっちの世界で生活をしながら、元の世界に戻る方法を探してるの。今のところは残念ながら有力な手段は見付かってないから、他にこっちの世界にやって来た城姫たちを探して保護しつつ少しずつ模索していってる感じかも。ここにいる弘ひろ前さき城ちゃんと会あい津づ若わか松まつ城ちゃんと和わ歌か山やま城ちゃんも、その過程で保護した子たちなの。学校に通って生徒会をしているのは、情報収集の役に立つからって面もあるかな」

　自分たちで自力で住む場所を見付けて、さらには普通に学校にまで通い始めた上に生徒会まで運営しているんだ……。適応力が高いというか何というか……

　感心する僕の横で。

「……お前たちの事情は分かった。その辺りの細かいことについては後で訊く。だが今はそれよりも〝雨の泣き女〟についてだ。なぜお前たちはあのような真ま似ねをしている。城姫として恥はずかしいとは思わないのか」

　銀杏いちようのその糾きゆう弾だんに清きよ洲す城たちは顔を見合わせた。

　そして何かを確認するようにうなずき合った後に。

「あのね……単刀直入に言っちゃえば、あれは私たちじゃないの」

「お前たちではない……？」

「うん。というか、むしろ私たちもあれを探している。おそらくは……〝黒化〟した城姫だから」

　清洲城が深刻な口調でそう口にする。

「……どういうことだ。お前たちは私たちを襲ってきただろう。それにさっきも言っていた〝黒化〟とは……？」

　もっともといえる銀杏の疑問に。

「襲ったのは、あなたたちが〝雨の泣き女〟だと勘違いしちゃったから。〝黒化〟っていうのは〝黒き力〟に城姫が囚とらわれること。〝黒き力〟っていうのは私たちが便べん宜ぎ的にそう呼んでいるだけで、何なのかは分からない。ただその〝黒き力〟に見み初そめられた城姫──黒城姫は、普通では考えられないほどの力を手に入れる代わりに、心を支配される。黒い衝動に心を蝕むしばまれて、理性がなくなり欲望の赴おもむくままに城しろ姫ひめの力を使うようになる。……今私たちが追っている〝雨の泣き女〟みたいに」

「……！」

〝黒き力〟

　よく分からないけど、それが今問題となっている〝雨の泣き女〟の原因となっているものってことでいいんだろうか。そして清きよ洲す城、名な古ご屋や城たちは〝雨の泣き女〟ではなくて、むしろそれを何とかするために調査をしていた。そうしていたらその捜査線上にたまたま僕たちが現れたことから、〝雨の泣き女〟だと勘違いして襲うことになってしまった。そういうことだよね……？

　そう確認すると。

「うん、その通り。きみ、飲み込みがよくて助かるかも♪」

「……！」

　頭をなでなでされてしまった。見かけは幼いというか年下に見えるくらいなのになんか妙みような気分……

「こ、こら、秋あき宗むねに何をする！」

「あ、秋宗さまは松まつ前まえの城じよう主しゆさんなんですから！」

　即座に銀杏いちようたちが抗議の声を上げる。清洲城は「あらら～、おこられちゃったね～」と苦笑気味に笑うだけだった。

「と、まあそういうことで話がちょっと逸それちゃったけど」

　こほん、と清洲城が咳せき払ばらいをして。

「とにかく、そういうことなんだよ。私たちは今〝雨の泣き女〟、引いては〝黒き力〟を追っている。こっちの世界で何人か〝黒き力〟に支配された城姫たちを見てきた。彼女たちの力は強大で、名な古ご屋やちゃんや他の城姫たちの力でも、倒すことができなかった。退しりぞけるのがやっとだった。これほどの脅きよう威いを、城姫として放っておくわけにはいかないから」

「名古屋城でも、だと……」

　その返答に銀杏が驚いたように声を上げる。

「うん、そうなの。名古屋ちゃんの力は熊くま本もと城ちゃんも知ってるよね？」

「むう……」

　言葉を詰まらせる。

　銀杏とほとんど互角だった名古屋城。

　その名古屋城でも倒すことができなかったってことは……

　先行きの暗い事実に重苦しい気分になっていると。

「そこで、私たちから提案があるんだけど」

「提案？」

「うん、そう。あのね」

　そこで清きよ洲す城は改めて僕たちを見ると。




「──ねえ、協力してくれないかな？」




「協力……？」

「うん。あなたたちも私たちも、目的とするところはいっしょだよね？　〝雨の泣き女〟を何とかしたい。元の世界に帰りたい。だったらバラバラに動くよりも情報共有して協力し合った方が効率的だと思うんだ」

　それは確かにその通りかもしれない。

　銀杏いちようたちが帰る方法に関してはずっと調べ続けていたけれど、これまで目立った成果は上げられていなかった。だとしたら集められる情報は多いに越したことはないと思う。

「どうする、銀杏……？」

「……そうだな……」

　銀杏は少しの間考えるような素そ振ぶりを見せていた。

　だけどすぐに顔を上げて。

「……分かった、協力しよう。秋あき宗むねも松まつ前まえ城もそれで構わないか？」

「うん、銀杏がそう言うならもちろん」

「松前もそれで異論はありません」

　そううなずき合って。

「ん、決まりだね。よろしく、熊くま本もと城ちゃん、松前城ちゃん、それに秋宗ちゃん♪」

　清洲城たちと、協力することとなったのだった。







　　　　４




　その日の放課後。

　僕たちは……昼休みと同じように、生徒会室に集まっていた。

　目的はもちろん、〝雨の泣き女〟を探し出して何とかするためである。

「──それで、協力して〝雨の泣き女〟を探し出すって、具体的にどうするつもりなの？」

　その問いに。

「網を張ろうと思ってるの」

「網？」

「うん。トラップって言ってもいいかな。これまで〝雨の泣き女〟を探すために何度か名な古ご屋やちゃんたちに調査をしてもらったけど、だめだった。たぶん相手は城しろ姫ひめの僅わずかな力を感じ取って避けてるんだね。かなり臆病な城姫なんだと思う。力をもたない、普通の人たちを狙ねらっている。それも男の子に比べて襲いやすいそうな女の子ばっかりをね」

　だから昨日あれだけ探しても見付からなかったのか。

　銀杏いちようと松まつ前まえ城がやる気満々で探してたんじゃ出てくるはずもない。でも城姫の僅かな力を感じ取って避けることができてしまう相手だとしたら、どうしようもないんじゃ……

　そう僕が返すと。

「そだね、私たちだけじゃどうしようもないの。だから、きみにちょっとお願いしようと思って」

「お願い……？」

「うん、お・ね・が・い♪」

　いたずらっぽくウインクをする。

　その時点でかなーりイヤな予感がしたんだけど、それは見事に的中することとなった。

　十五分後。

「う、ううむ、意外に似合っているな……」

「秋あき宗むねさまかわいいです。ぷりてぃーですよ！」

「…………」

　そこには……ウイッグを被せられて女子の制服を着せられた、僕の姿があった。

「わ～、予想通りやっぱり似合ったね～♪」

「へぇ、なかなかいいんじゃない？　うちはありだと思うよぉ」

「……これは、どういうこと……？」

「ん、これが作戦だよ。〝雨の泣き女〟は城姫以外の女の子にしか接近してこないから、女の子になってもらったの。秋宗ちゃん、かわいい顔してたから絶対にいけると思ったんだよね～♪」

「…………」

　だったら本物の女の子を使うべきだと思うんですが……

「そこはほら、普通の女子生徒を巻き込むわけにはいかないじゃない？　危ないし事情を説明するのも大変だし……。だいじょうぶだいじょうぶ。私たちは〝雨の泣き女〟に警戒されないくらいの少し離れたところで待機してて、〝雨の泣き女〟が現れたらすぐに駆かけつけるから心配しないでだいじょうぶだよ」

「…………」

　そういうわけで。

　ウイッグと女子生徒の制服を着て校舎内を練ねり歩くことになってしまった。

「……」

　昨日と同じように遅い時間ということもあって人通りはほとんどないが、それでもたまにだれかとすれ違ったりするとその視線がどうしても気になってしまう。それにこのスカートってやつはやけにスースーして落ち着かない。こんな姿をケンジたちにでも見られたら向こう一ヶ月は笑われ続けるレベルである。うう、何だってこんな目に……

『秋あき宗むねちゃん、調子はどう？　少し動きが硬い感じがするかも』

「そう言われても……」

『あ、だめだめ。もうちょっと内うち股またで歩かないと。がに股とスカートは相性悪いんだよ？』

　ちなみに清きよ洲す城たちとは、耳元にハンズフリーの通話機を付けて連絡が取れるようになっていた。女の子としての振る舞い方を含めて色々と指示を出してくれるそうである。ありがたいんだかありがたくないんだか……

『ん、そうそう。太ふと股ももの間に生卵を挟はさむイメージだよ』

『うちとしてはもうちょっとスカートの丈を短めに絞った方が受けがいいと思うよぉ？』

『う、ううむ、似合ってはいると思うのだが、秋宗がこのような女形おやまのような格かつ好こうと仕草をするのは複雑な気分というか……』

『えー、かわいければいいじゃないですかー。松まつ前まえは今度ドレスを着てもらいたいです！』

「……」

　みんな好き勝手なこと言うなあ……

　心の中で深い深いため息を吐つきながら疲れた気分で探索を続けていく。

　まずは生徒会室のある東棟から。人のいなくなった教室や廊下、昇降口などを調査する。東棟を全て回り終わった後に西棟へ。昨日と同じ理科室、音楽室、美術室、図書室など、〝雨の泣き女〟が現れたことのある場所を中心に見回っていく。

　かかった時間はおよそ一時間ほど。

　だけどそのどこにも〝雨の泣き女〟が現れることはなくて。

　結局東棟、西棟をほぼ全部回ったけど、〝雨の泣き女〟が出てくる様子はなかった。

『おかしいなあ、こんなはずないんだけど……』

　清洲城が納なつ得とくのいかない声音でそう口にする。

『秋宗ちゃんは見た目は美少女だし、城主になれるくらいだから精気も充実してるはずなんだよね。囮おとりとして申し分ないはずだったのに……ちょっと待ってて、〝雨の泣き女〟が出そうな場所をもう一回調べ直してみるから』

　そう言って一度通信が切れる。

　うーん、やっぱり〝雨の泣き女〟も相手が本物の女子かどうかくらいちゃんと見分けができるんじゃないだろうか。それに狙ねらうのは主に美少女だという。それは僕はどちらかと言えば女顔だし身体からだの線も太い方じゃないけど、さすがにちょっと女装したくらいで美少女になりきれるとも思えないし……

　と、その時だった。

「ん……？」

　何やら視界の隅で動くものを発見した。

　廊下の隅でうずくまっている人影。

　見てみると一人の女子生徒が苦しげな声を上げて胸を押さえながら肩を上下させている。どうしたんだろう。ももしかして〝雨の泣き女〟に襲われたんじゃ……

「だ、大丈夫……!?」

「……う、うう……」

　駆かけ寄ってみると女子生徒は真っ青な顔をしていた。

　支えないとそのまま倒れてしまいそうなほどふらふらとしていて、今にも意識を失ってしまいそうである。

「ど、どうしたの！　気分が悪いの？　もしかして〝雨の泣き女〟に襲われて……」

「だ、大丈夫です……」

　女子生徒がか細い声を上げる。

「で、でも……」

　とても大丈夫そうには見えないというか……

「ほ、本当に大丈夫なんです。だって──」

「？」

　女子生徒はそこで顔を上げると。




「だって……ご、ごめんなさい……今からあなたの精気をいただいて、げ、元気になるんですから……」




「え？」

　カプッ……

　首筋に熱い何かが刺さる感触がした。

「ご、ごめんなさい……ほ、本当はこんなことしたくないんです……で、でも、がまんできなくて……うう……」

「き、きみは……」

　嚙かみつかれた首もとを見ながら声を上げる。

　泣きながらも背中に回した腕に力をこめてくる女の子。

　間違いない、この子が〝雨の泣き女〟だ……

「し、心配しないでください……ちゃ、ちゃんと手加減して吸いますから……い、命に別状はないはずです、たぶん……」

「……」

　ま、まずい、意識が朦もう朧ろうとしてきた……

　このままじゃ一分と持たずにすぐに意識を失ってしまいそうだ。手加減していると言っている割には身体からだから力が抜けていく勢いが普通じゃないし……

「ど、どうしてでしょう……あなたの精気、とっても美お味いしいです……だ、だめなのに、全部食べたくなっちゃいます……」

　回された腕にさらに力がこもる。

　こ、これは本格的にピンチなんじゃないかと思ったその時。

「──そこまでだ！」

　落ちかけた意識に直接訴えかける凛りんとした声が響き渡った。

　続いて何かが割って入ってくる気配。〝雨の泣き女〟が怯おびえたように僕から離れる。

「すまない、遅くなった！　秋あき宗むね、大丈夫か！」

「お、おかしなことされていないですよね!?」

「うちが来たからにはもう大丈夫だよ。安心してな」

「ん、やっぱり思った通り、秋宗ちゃんに釣つられてやって来たね」

　顔を上げると……銀杏いちよう、松まつ前まえ城、名な古ご屋や城、清きよ洲す城の姿がそこにあった。

　よかった、来てくれたんだ……

「……う、ううっ……ど、どういうことなんですか、これは……？」
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　周りを見渡して〝雨の泣き女〟が不安げに声を上げる。

「年ねん貢ぐの納め時ということだ。城しろ姫ひめでありながらこのような狼ろう藉ぜきに及んだ責を、その身で受けてもらうぞ」

「松まつ前まえのすっごい大砲がすっごい火を噴きますよー」

「降参した方がいいっていうかぁ。きみもさすがにこの人数の城姫相手に勝てるとは思わないでしょ？」

「だいじょうぶ、大人しく投降してくれれば悪いようにはしないから」

　四人で逃げ道を塞ふさぐように取り囲む。

　それを見た〝雨の泣き女〟はあからさまにおろおろとした様子になった。

「……う、ううっ……わ、私が何をしたっていうんですか……た、ただちょっとみなさんから精気を分けてもらおうとしただけなのに……」

「……」

「……こ、こんなの理り不ふ尽じんです、不当な扱いです……も、もう隠れたい……雨は霧きりになり霧は隠れ蓑みのとなる……霧が出てきましたね。私、隠れるのは得意なんです……」

　その言葉とともに、ふいになぜだか辺りに霧が立ちこめ始めた。

　霧はあっという間に濃くなっていき、すぐに一メートル先も見えないほどの深さで覆われる。

「これは……！」

「さようなら……『霧きり降ふりの城』」

　その霧きりの中に溶け込むように〝雨の泣き女〟がすっと姿を消す。

「逃げる気か……！」

「悪いけど、逃がさないよ～」

　と、清きよ洲す城がそれを遮さえぎるように声を上げて一歩前に出た。

「奇襲をしかけるのは得意なんだから……『清洲会議』！　──そこだよ、名な古ご屋やちゃん！」

「まっかせてぇ！」

　清洲城が指さした先に名古屋城が刀を振り下ろす。

　すると立ちこめていた霧が真っ二つに裂さけ、そこから〝雨の泣き女〟が姿を現した。

「……ひっ、ど、どうして……」

「私の『清洲会議』は合かつ戦せん開始前に相手が現れる場所を指定できるの。だからあなたが現れる場所を名古屋ちゃんの隣に指定しただけだよ。──それより、今ので分かったよ。雨と霧を操あやつる城姫……あなた、久く留る里り城だね？」

「……！」

　その言葉に〝雨の泣き女〟の顔色が変わる。

「やっぱりそっか。上総かずさ国に拠を置く不遇の城姫……築城の際に三日に一度ずつ二十一回にわたって雨が降ったことから別名〝雨う城〟〝霧降城〟とも呼ばれてるんだよね」

「〝雨う城〟……そうか、だから〝雨の泣き女〟というわけか」

「雨が降っている時にだけ現れるというのも納なつ得とくですね」

「ふぅん、うちにはよく分からないけど、湿っぽい女ってことでいいのぉ？」

「ひっ、や、やめてください……い、いじめないで……」

　銀杏いちようたちに取り囲まれて久く留る里り城が身をすくませる。

　その様子はほとんど怯おびえている子供みたいであって……うーん、これはもう勝負あったんじゃないかと思ったものの。

「……油断しちゃだめだよ」

「え？」

　と、清きよ洲す城がそう口にした。

「……〝黒化〟した城姫はここからが本番なの。これで終わるくらいなら私たちも苦労してないっていうか」

　どういうことなんだろうか？

　もう完全に詰んでいるように思えるんだけど、これ以上この子に何ができるっていうんだろう……？

　首を捻ひねる僕に。

「…………う、ううううっ……ど、どうして私ばっかりがこんな目にあわなきゃいけないんですか～……」

「……」

「……こ、こんなの不公平です……わ、私はただ隠れたいだけなのに……平へい穏おんに暮らしていたいだけなのに……」

「！　これは何だ、久留里城の力が膨ふくれあがって……！」

　銀杏が警戒するように声を上げる。

　それと同時に、久留里城の身体からだから黒いもやのようなものが溢あふれ出てきた。

　蒸気のような陽かげ炎ろうのような黒いもや。それらが染み出すように久留里城の身体から立ち上ってくる。……そういえばこれ、松まつ前まえ城の時の状況に少しだけ似ているかもしれない。あの時も松前城の周りに黒いもやのようなものがうっすらと見えていた。ただし今回は久留里城の身体を覆っている黒いもやの量があの時とは桁けた違いというか……

「……来るよ！　みんな、防御して！」

「え……？」

　清洲城がそう叫さけぶのとほぼ同時に久留里城がゆらりと立ち上がって。




「…………そう、隠れてばかりじゃいられないんですね……分かりました……八はつ犬けん士の皆さん、力を貸して……『仁じん義ぎ八はつ行こうの玉』」

　直後に久く留る里り城を中心として黒いもやのようなものが爆発した。







「くっ、秋あき宗むね……！」

「秋宗さま～……！」

　爆発と同時に銀杏いちようと松まつ前まえ城がかばうように覆い被さってくる。

　その隙すき間まからかろうじて見えたのは、刀のようなものを持った左腕に牡ぼ丹たんのアザがある少年がこちらに向かってものすごい勢いで襲いかかってくる光景だった。

「む、い、今のは……」

「く、久留里城さんの奇跡ですか……」

「ふ、二人とも大丈夫……!?」

　慌あわてて銀杏と松前城を見ると。

「……こんなのはかすり傷だ。だがまさかこの私の身体に傷を付けるとは……そうか、あれが音に聞く幻想刀『村むら雨さめ丸』か……」

「松前の『長なが沼ぬま流兵法』すら貫通しました……あ、あれはやばいです」

　苦しげにそう声を上げる。

　その隣で清きよ洲す城が。

「今のが久留里城ちゃんの奇跡『仁じん義ぎ八はつ行こうの玉』か……八行の玉を媒ばい介かいにして幻想の存在である八はつ犬けん士を召しよう喚かんして敵を攻撃する。ただでさえ強力なのに、〝黒き力〟の影響でさらにその威い力りよくを増してる。強烈だね……名な古ご屋やちゃんが守ってくれなかったやられてた……」

「……確かに脅きよう威いの奇跡だ。このようなすさまじい攻撃は見たことがない。だが何とかしのぎきった。あれほどの奇跡だ、一度行使するだけで力のほとんどを使い果たしたはず……」

　その銀杏の言葉に。

「……そう思うよね。でも違う。〝黒化〟した城しろ姫ひめには奇跡の使用回数に制限はないの。ため込んだ精気と〝黒き力〟の助けを借りて、ほぼ無む尽じん蔵ぞうに放つことができる」

「そんな……」

　ってことは今のあれを何発も撃うてるってことに……？

　そんなの反則っていうか、ほとんどチートだ。

「だから〝黒化〟した相手……黒城姫は厄介なんだよ。退しりぞけるのがやっとだったっていうの、分かってもらえたかな？」

「……」

「……だが、打つ手がないわけではないだろう」

「銀杏……？」

「確かに攻撃はすさまじい……だが、それならば攻撃を受ける前に倒してしまえばいいことだ。秋あき宗むね、少し力をもらうぞ！」

「え、あ、う、うん」

　そう宣言すると銀杏は目にも留まらない速さで久く留る里り城に近づいて。




「──久々に全力で行かせてもらう。敵には超えられないぞ、この扇おうぎの勾こう配ばいは……『秘伝武者返し』……！」




　大きく『同どう田た貫ぬき』を振りかぶると、そのまま久留里城に向けて振り下ろした。

　ドガン……ッ……！

　耳をつんざくほどの轟ごう音おんが響き渡り。

　ビリビリと空気を震わせるほどの衝撃と風圧が突き抜けていき、辺り一面に大量の粉ふん塵じんが舞った。

　見れば校舎の一部が壁や窓、屋根ごとなくなり……見事に吹っ飛んでいた。

「……」

　……これが、銀杏いちようの城姫としての力……

　銀杏の本気は初めて見たけれど、すさまじいの一言だった。ほとんど爆撃でもあったかのような破壊力。松まつ前まえ城と戦った時は、あれでも手加減してたってことか……

「…………」

　……ん、でもこれ冷静に考えると色々まずくない……？

　ぽっかりと空いた空間から夜空を見上げながらふと思う。

　確かに威力のものすごさは特筆ものなんだけど……ものすごすぎて周りへの被害が甚じん大だいすぎるというか。それに攻撃を受けた久留里城の姿も見当たらない。ま、まさか今ので粉々に吹き飛んで……

　その懸け念ねんに清きよ洲す城が。

「……だいじょうぶだよ。最初に攻撃をしかけた時に合かつ戦せんが始まってるからこの辺りは結界で覆われてる。現実世界には影響がないはず」

「そ、そうなの……？」

「うん、合戦の結界内は微び妙みように次元のずれた異相世界だから。……それに、久留里城も」

「え……？」

　清洲城が指し示した先。

　そこに何か動くものが見えた。

　それはボロボロになりながらも……かろうじて立っている久留里城の姿だった。

「……こ、こんなのを防ぎきるのには、霧きりが足りないです……ううっ、ぐすっ……」

「……私の『秘伝武者返し』に耐えるとは見事だ。だがその様子ではもう戦えないだろう。勝負は付いた」

　銀杏いちようが『同どう田た貫ぬき』を腰の鞘さやに収める。

　確かに傍はたから見てもこれで大勢は決したように思われた。

　だけど。

「え、あ、あれって……」

「馬ば鹿かな……傷が治ち癒ゆしていっているのか……」

　そうも……いかないようだった。

　久く留る里り城の周囲を覆っていた黒いもやのようなものが身体からだに絡みつくと、みるみるうちに久留里城の怪け我がが治っていった。

「……あれも、〝黒き力〟のもたらす恩恵なんだよ。支配された城しろ姫ひめの力を増幅して、さらには傷を癒いやす。攻守両方を備えた力……」

「……」

　そんなの……もうどうしようもないじゃないか……

　必殺の一撃を無む尽じん蔵ぞうに撃うつことができて、その上攻撃しても何度でも回復するんじゃ対処のしようがないというか……

「……相性が悪かったっていうしかないかも。せめて封印系の奇跡を持つ城姫か、水属性に強い城姫がいてくれたら話は違ったかもしれないけど……」

　清きよ洲す城が苦にが々にがしげにそう口にする。

　本当にもうどうしようもないのか……

　絶望的な気分になっていると。




「う、うううっ……」




「え……？」

　ふいに、久留里城が小さく声を上げて苦しみ出した。

　両手で頭を押さえながら片かた膝ひざをついて、苦く悶もんの表情を浮かべている。

「え、これって……さっきの熊くま本もと城ちゃんの一撃で〝黒き力〟が減少してるの……？　で、でも、今までそんなこと一回もなかったのに……」

「そ、そうなの？」

「う、うん……。私たちはこれまで三回黒城姫と戦ったんだけど……そのどれもが、何回攻撃しても無む駄だだった。〝黒き力〟を相そう殺さいすることなんてできなかった。名な古ご屋やちゃんが全力でやってもだめだったのに……」

　清洲城が考え込む仕草を見せる。

　やがて何かに思い至ったかのようにうなずいて。

「だったら……考えられるのは一つ、か」

「え？」

　そこで清きよ洲す城はなぜか僕の方を見ると。

「それはあなたの存在だよ、秋あき宗むねちゃん」

　大きくうなずいて、確信を持った口調でそう言った。

「え、ぼ、僕……？」

「そう。秋宗ちゃん。熊くま本もと城ちゃんは城じよう主しゆであるあなたの力を借りて奇跡を行使した時に、〝黒き力〟を減退することができた。確かに熊本城ちゃんの一撃はすごかったよ。でも名な古ご屋やちゃんだって今までそれに比ひ肩けんするような攻撃をやってきた。そこまで決定的な差があったとは思えない。そこから考えると……熊本城ちゃんにあって名古屋ちゃんになかった要素って、秋宗ちゃんしかないんだよ」

　それは、考え方としては正しいのかもしれないけど……

　でもいきなり僕の存在が理由だって言われても、自覚はこれっぽっちもないというか……

「いや、それはおそらく正しいと思う」

「い、銀杏いちよう？」

「先ほど秋宗から力を借りた時に、何か普通以上の特別な力が流れ込んでくるような気がしたのだ。どうしてかはうまく言えないんだが……。今思えば松まつ前まえ城と戦った時にも、松前城は〝黒化〟しかけていたのかもしれぬ。それが秋宗の力で祓はらわれたと考えれば、色々と納なつ得とくがいく」

「そ、そうかもしれません！　熊本城さんと戦った時、一いつ瞬しゆん何だか心が暗くて重い感情に支配されそうになったんです。でもそれも、秋宗さまに後ろから責められた時に、きれいさっぱいどこかに飛んでいってしまいました。きっと秋宗さまのバック責めには不思議な貫通力があるんですよ！」

　銀杏に加えて松前城まで賛同してくる。

　まあ……そのかなり誤解を生むんじゃないかって言い方はともあれ。

「僕に……そんな力が？」

「うん、そうだよ。やってみる価値はあると思う」

「うちにはよく分からないけど……清洲城が言うなら、そうに決まってると思うよ」

「がんばってください、秋宗さま！」

「秋宗、力を貸してくれ！」

　みんなが口を揃そろえてそう言ってくる。

「……」

　僕にそんな力が本当にあるのかは分からない。

　仮にあるとしてもそれは銀杏を通して顕あらわれる間接的なものであることだからいまいち実感が湧わかないし、そもそもこれまで平凡極まりなく生きてきた自分に、そんな特別な力が眠っていたと言われてもこれっぽっちもピンと来ない。

　でも。

「う、ううう……い、痛いです……霧きりが足りなくなってしまいます……八はつ犬けん士たち、た、助けてください……」

　起き上がった久く留る里り城の周りに、黒いもやが集中しはじめていた。

　おそらく、もう一度あの『仁じん義ぎ八はつ行こうの玉』を繰くり出そうとしているのだろう。

「……」

　……ここで何とかしなければみんなやられてしまう。

　銀杏いちよう、松まつ前まえ城、そして清きよ洲す城に名な古ご屋や城。それだけじゃなくて、このままこの久く留る里り城を野放しにしておいたらさらにたくさんの被害が生じることだろう。そんなのを……見過ごすわけにはいかない。

「……」

　だったらどこまでできるか分からないけど……僕は僕にできることを、やるだけだ……！

　僕は顔を上げて真っ直すぐに銀杏の顔を見て。

「銀杏……！」

「秋あき宗むね……！」

　ぎゅっと手を握り合って、銀杏に力を送り込む。

　さっきよりもさらに身体からだから力がごっそりと抜けていくような感覚。

　思わず少しだけよろめいてしまう。

「い、銀杏……！」

「──確かに受け取った、秋宗」

　そう力強く銀杏が答えて、『同どう田た貫ぬき』を振りかぶる。

　その切っ先には、さっきよりもまばゆく巨大な白い光がまるで真昼の太陽のように灯ともっていた。




「──今こそ闇くらがりより、出いづる！　熊くま本もと城、参る！　……『秘伝武者返し』！」




　黒いもやを飲み込むかのように白い光が炸さく裂れつして。

「……い、色々なところが見えちゃってます～、霧きりが足りないです……」

　久留里城の身体からだを覆っていた〝黒き力〟が霧む散さんするのが見えたのだった。
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「……も、申し訳ありませんでした～……ご迷惑をおかけしてしまって……」

　一連の騒そう動どうが終わって。

　久く留る里り城が心の底からすまなそうな顔で頭を下げていた。

「……ま、まさか私があのような〝黒き力〟に囚とらわれてしまうなんて～……ごめんなさいごめんなさい……私なんて一生どこかに隠れていればよかったのに……」

　そのあまりにいたたまれない様子に。

「まあ……〝黒き力〟に支配されてしまったのは久留里城が悪いというわけではないしな」

「だれでも囚われる可能性があると思います」

「うん、とにかくみんな無事だったんだからよかったよ」

「うちは清きよ洲す城がいいっていうんならいいっていうかぁ」

　みんながそう口々に言う。

「あ、ありがとうございます～」

　その言葉に久留里城がぱあっと表情を輝かせる。

　そして次に僕の方を向いて。

「……秋あき宗むねさまもありがとうございました。秋宗さまの愛の鞭むちを受けて身も心も生まれ変わった気分です～。ほ、本当に本当にありがとうございました～……」

「あ、いや……」

　別に愛でもなければ鞭でもないというか……

　ただ銀杏いちように力を貸しただけの、銀杏をスマホとすれば僕はバッテリーみたいなものだし……

「そ、そんなことないですよ～。秋宗さまの身体からだの芯まで貫く愛。びしばしと感じちゃいました……」

「う、うーん……」

　それは勘違いじゃないかな……？

　と、その時だった。




　パア……ッ……







　見覚えのある白い光が久留里城の身体から立ち上った。

「これ、まさかまた……」

　驚いて久留里城を見ると、彼女もまたびっくりしたような顔でこっちを見上げていた。

「……あなたが、秋宗さまが私の城じよう主しゆさまだったのですね～……私に初めて愛の鞭むちを与えてくれた方がそうだったなんて……か、感激です～」

「え、ええと……」

　ま、またこのパターンなの……？

　どう反応すればいいのか分からなくなる僕に、久く留る里り城は着物の裾すそをいそいそと直すと。

「──初めまして、久留里城です。私が築城される際、たくさんの雨が降ったことから〝雨う城〟とも呼ばれます。えっと……城じよう主しゆさまは、まさか犬じゃないですよね……？」

　そうぺこりと頭を下げたのだった。

「む、むう、まさかの三人目か……」

「秋あき宗むねさま、もてもてですね……」

「え、そ、そういうわけじゃ……」

　慌あわてて否定するものの銀杏いちようたちの目はどことなく冷たくて。

「……その割にはどことなく嬉うれしそうに見えるのだが」

「……鼻の下が伸びてますねー」

「え、え……？」

「秋宗さま、よろしくお願いしますね～。至らない私をどんどんと愛の鞭で調教しちゃってください、えへへ～」

「……」

　こうして。

　僕は三人目の城姫の城主となった……のだった。

「それにしても、秋宗ちゃんか～……」

「ん、どうしたのぉ、清きよ洲す城？」

「ん～、ちょっとね。三人もの城姫の城主となってさらには〝黒き力〟を祓はらうことができる、か……しかもその中にはあの熊くま本もと城ちゃんも入ってる……」

　そこで何かを考え込むように口元に手を当てると。

「それならもしかしたら……あの城しろ姫ひめにも対抗できるのかもしれないって思ってね」

　そう、短く口にしたのだった。
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　梅つ雨つゆが終わった。

　銀杏いちようたちが学校に通うことになったり、その影響でケンジたちが嫉しつ妬とに狂った血塗られた狼おおかみになったり、実は学内の生徒会が清きよ洲す城ら城しろ姫ひめたちによって組織されていたことが明らかになったり、〝雨の泣き女〟騒そう動どうで〝黒き力〟を祓はらうことができる特殊な力が僕の中になぜか存在していることが判明したりで、色々と忙しかった六月が終わりを告げて。

　いよいよ夏を迎えようとする七月。

『しろあと荘』二〇一号室には……住人が一人増えていた。

「ふわぁ～、おはようございます城じよう主しゆさま～、眠いけど規則正しい生活を送りましょう」

「あ、おはよう久く留る里り城。ずいぶん眠そうだね」

「昨晩は曲きよく亭てい馬ば琴きんを読んでいました～。とってもためになる本なんですよ。よろしければ城主さまも今度読まれますか？」

「あ、うん、よければ読んでみたいな」

「はい～♪」

　のんびりとした声を上げる新たな住人は……言わずと知れた久留里城だった。

　新しく城主と城姫の関係になった彼女も当然行くところもなく天てん涯がい孤独だということで、『しろあと荘』でいっしょに暮らすことにしたのだ。聞けば昨日まで橋の下でダンボールにくるまってコンビニの廃棄弁当で飢えをしのぎながら生活していたとか。う、うーん、不ふ憫びんというか何というか……

　同居人が一人増えたため部屋の中は少しだけ狭くなったけど、銀杏たちも認めてくれた。

「まあ……色々あったが久留里城が悪いわけでもない。同じ境遇に陥おちいっている、同じ城姫だ。よろしく頼む」

「秋あき宗むねさまの城姫としては松まつ前まえが先輩ですからね。そこんとこはよろしくです」

「うう、ありがとうございます～……」

　２ＬＤＫに一人と城姫三人がいる生活。

　ここまで賑にぎやかになるとさすがに大家さんにもバレて色々と咎とがめられてしまいそうなものだったけど（今までは何とか隠していた）、何だか大家さんも黙もく認にんしてくれているみたいだった。前に会った時も意味深な顔で「あんまり増やしすぎると身体からだがもたないと思いますから、ほどほどにしてくださいね～」とか言ってたし……。う、うーん、何か勘違いされているような気もしないでもないけれど……とりあえず追い出されたりすることはないみたいだからよかったとしよう、うん（強引に前向き）。

　また流れとして生徒会にも入ることとなった。

　せっかく清きよ洲す城たちと協力関係を築くことになったわけだし、その方が何かを相談したりする時にやりやすいということで、入ることを勧められたのだ。

　生徒会には清洲城、名な古ご屋や城の他に、弘ひろ前さき城と会あい津づ若わか松まつ城、和わ歌か山やま城が所属しているとのことだった。

　頭脳担当が清洲城、戦闘担当が名古屋城、戦闘補助担当が会津若松城、会計担当が弘前城、その他雑事担当が和歌山城だとか。

「よろしくね、秋あき宗むねちゃん♪　期待してるから」

「色々あったけどうちはきみのこときらいじゃないから、なかよくしよおね」

「会津若松城だ。時代が変わろうと城の役目は守ること。一週間でも一ヶ月でも守り通してみせる。よろしく頼む」

「は。初めまして！　弘前城と申します。えっと私、弘前城は現在、三さん重じゆうの天てん守しゆをはじめとする──。その……天守ばかり見られると、は、恥はずかしいです……」

「ジャーン、和歌山城さんだよ。君たちが仲間になってくれて、ただでさえ強い和歌山城さんに大砲が付いて、まさに虎とらに翼つばさ？」

「……」

　何というか、それぞれ個性豊かそうな城しろ姫ひめたちだった。

　というかよく考えてみると城姫ってみんな個性が強いよね……

　そして生徒会に入ることになったということは、当然銀杏いちようたちの学校生活も継続されることとなったわけであって。

「ねえねえ熊くま本もとさん松まつ前まえちゃん！　よかったらいっしょに昼ひる飯めし食わない？」

「焼き肉セットを持ってきたんだ！　屋上で焼きまくろうぜ！」

「焼き肉をいっしょに食べる男女は深い仲だっていうしな、デュフフ……」

「ほら秋宗は向こう行ってろ。ジャッキーカルパスやるから。しっしっ」

「……」

　相変わらず色々とケンジたちが騒さわがしかった。まあこれについてはもう諦あきらめよう……

　そしてそれに加えて協力関係を築き生徒会の一員となったということは、清洲城や名古屋城、その他の城姫たち（学年的には皆先輩）と学校で話す機会も多くなったわけでもあって。

「ねえねえ、秋宗ちゃんいる～？」

「あ、清洲──下おり津づ先輩に、那な古ご野や先輩」

「あ、いたいた。今日放課後に生徒会室に集合ねぇ。みんなでお茶会をすることになったから」

「そうなんですか？」

「うん、名古屋ちゃんが名物かるかんをお茶請うけに用意してくれたんだよ。楽しみ楽しみ」

「へえ……」

「熊くま本もと城と松まつ前まえ城にも伝えておいてぇ。じゃあまたあとで」

「あ、はい」

　そんな風に気軽にやり取りをすることも多くなったわけだけど。

　どうやらそのこともケンジたちにとっては飢えた狼おおかみの逆げき鱗りんに触れる行為だったようで。

「熊本ちゃんと松前ちゃんだけじゃなく、あの下おり津づ先輩や那な古ご野や先輩たちからも寵ちよう愛あいを受けているだ、と……」

「お前ホントいいかげんにしろよ……！」

「これはもう目に見える形での粛しゆく正せいが必要だな……ちくしょう……！（血の涙）」

「……死んでしまえ……！（濁った魚の目）」

「……」

　とまあ、色々と変化した日常。

　とはいえ、基本的な生活サイクルは変わらなかった。

　銀杏いちようたちと『しろあと荘』で毎日の生活を送り、スクランブルが起これば現場に赴おもむいて解決する。

　その中に学校という要素が加わったくらいだ。

　ただスクランブルの中に──黒化した黒城しろ姫ひめを見かけることが多くなった。

　久く留る里り城のように〝黒き力〟に支配された城姫たち。

　黒城姫たちはどれも手強かったが、黒化を祓はらう力が見付かったり仲間となる城姫が増えたこともあり、全てとは言えなかったけれど今のところは何とか対処することができていた。

　ただどうして黒城姫が増えてきたのかは清きよ洲す城たちにも分からないらしかった。

　というかそもそも城姫がどうやって黒化するのかもよく分かっていないとか。久留里城に訊きいてみてもその辺りの記憶は曖あい昧まいで「……す、すみません、まるでそこだけ頭の中に黒いもやがかかったみたいで何も思い出せないんです～」と言っていた。うーん……

「……」

　とまあそういう風にいくつか問題はあったものの。

　銀杏をはじめとした城姫たちがいる周りにいる生活は、すっかり当たり前のものとなっていた。

「秋あき宗むね、今日の夕ゆう餉げは何がいいかな？　和食がいいか、それとも洋食にしようか？」

「うーん、そうだなあ……」

「松まつ前まえは洋食がいいです！　ハンバーグ大好きです！」

「いや松前城に訊いているのではなくてな──」

「わ、私は和食がいいです……鰺あじの干物が食べたいな……」

「だ、だから久留里城に訊いているわけでも──」

「ま、まあまあ。だったら間を取って中華はどう？　麻婆マーボー豆どう腐ふとか……」

「む、むう……」

「あ、うちは名な古ご屋や名物の味み噌そカツがいいかなぁ」

「私はフレンチがいい～。エスカルゴが食べてみたいかも」

「ど、どうして清きよ洲す城たちまでここにいるんだ……!?　わ、私は秋あき宗むねのために夕ゆう餉げを作りたいのに……」

　身の回りに常にだれかがいる生活。

　朝起きれば声をかけてきてくれて、昼起きていれば笑え顔がおで話しかけてきてくれて、夜寝る前にはおやすみを言ってきてくれる。

　それは大変なこともあったけれど賑にぎやかで楽しくて心がどこかほっこりとして……分からないけれど、求めた家族っていうものはこういうものなんじゃないかって少しばかり思ったりもする。こんな毎日が、できるだけ長く続いてくれたらいいな……

　そんな中。

　ちょっとした──異変が起こっていた。

　それは何かというと……

　ガシャン……！

「……っ」

「！　大丈夫、銀杏いちよう？」

「……大丈夫だ。すまない、少しばかり油断した」

　洗い物の途中で落としてしまって割れた皿を拾い上げながら銀杏が言う。

「でも……」

「……すぐに拾う。本当にすまない。むう、思った以上にバラバラになってしまったな……」

「いやでもその手に持ってるの割れた煎せん餅べいだから……」

「……！」

　これだった。

　銀杏が……何やらおかしくなっていたのだ。

　おかしいと言っても夜な夜な壁に向かって見知らぬだれかとぶつぶつお話をしているだとか、突然黄色い妙みような着ぐるみを着て「ひゃっはあ！」と叫さけんで走り出したりするとかっていうわけではなく、得意なはずの家事で今まではしなかったミスをしたり、何だかボーっとしていることが多くなったりしたくらい。

　一つ一つはそれほど大したことのない小さなものなんだけど、併あわせて見るとどうにも様子がおかしい感じだった。

「銀杏、大丈夫？　疲れてるんじゃ……」

「い、いや、大丈夫だよ。たまたま失敗をしてしまっただけだ。皿を割ってしまったのはすまないと思う」

「いやそれは別にいいんだけど……」

　気にしているのはそっちじゃなくて……

「と、とにかく大丈夫だ。私はこの通り至って普通で……う、うわっ!?」

「銀杏いちよう!?」

　言ってるそばから床に置いてあったアブフレックス（松まつ前まえ城が通販で買った）につまずきかけたりしていた。

　うーん、これはどうしたんだろうね……？
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　その日も普段通りの一日だった。

　朝起きてみんなといっしょに学校へと行き、ケンジたち飢えた狼おおかみの哀しい咆ほう哮こうを聞きながらホームルームまでの時間を過ごし、その後に授業を受ける。授業が終わり放課後になると、いつものように生徒会室にみんなで集まる。

　その最中にスクランブルが発生して、現場へと向かうこととなった。

「民たみの救いを求める声は……む、あっちの方向から聞こえてくるようだ」

「あっちって公園の方だよね。何だろう」

「分からない。救いを求める声は実際にその場で民から聞いてみるまでその内容を知ることはできないんだ」

「ま、行ってみれば分かるってことだからぁ。さくさくっと済ませちゃおう」

　スクランブルにはその時生徒会室にいた銀杏、松前城、清きよ洲す城、名な古ご屋や城と僕の五人で臨むこととなった。

　現場である学校近くの公園に五人で向かうと、公園には泣いている小学生くらいの女の子がいた。何でも飼っているシマリスを散歩させていたら木の上に登って降りてこなくなってしまったとのことだった。

「マ、マリスミゼルちゃん（リスの名前らしい）があそこに……」

「大丈夫だ。すぐに助け出す」

「ほ、ほんと……？」

「ああ」

　銀杏がうなずいて、そのまま軽やかな身のこなしでひらりと木の上へと登った。

　それ自体は割と小さめなスクランブル。

　制服姿であったことからひらひらとはためくスカートの動きがそこはかとなく危なっかしかったことを除けば、銀杏一人がいれば十分に解決可能な内容であった。

「──ほら、こっちに来るんだ」

「……」

「よし、いい子だ。もう大丈夫だ」

　実際問題、楽勝だった。

　木の上に登った銀杏いちようはあっという間にマリスミゼルちゃんを確保して、そのまま木から下りようとする。

「うーん、これなら松まつ前まえたちは必要なかったかもしれませんねー」

「ん、そうかもね。でもスクランブルの内容は現地に着くまで分からないっていうから……」

「それはそうなんですけどねー。──あ、ほら秋あき宗むねさま、あそこの自動販売機でアイスが売ってるみたいです。松前、食べたいです」

「え、アイス？」

「ですです。ほら、行きましょうよー」

　ぐいぐいと腕を引っ張ってくる。

　と、その時だった。

「……あっ……」

　マリスミゼルちゃんと共に木を下りながらこっちに目を遣っていた銀杏が……まさかの、足を滑らせた。

　バランスを崩して、マリスミゼルちゃんから手を放してしまい、二人（一人と一匹）とも木から落下する。まずい、このままじゃ銀杏もマリスミゼルちゃんも怪け我がを……！

「……っと」

「！」

　動いたのは名な古ご屋や城だった。

　軽く地面を蹴けって跳ちよう躍やくすると、危なげのない動きでマリスミゼルちゃんを優しく抱きとめる。

「ほぉら、こっちは大丈夫。熊くま本もと城は自力で何とかなるでしょぉ？」

「……っ」

　その言葉通り、銀杏は自分で何とかできたようだった。

　空中で身を捻ひねって危なげなく地面へと降り立った。

「す、すまない、失態を犯してしまった……」

「ん、それは別にいいよぉ。お互いさまっていうかぁ。それより、大丈夫なの？」

「え？　あ、ああ……」

　申し訳なさそうに目を伏ふせながらそう答える銀杏。

　銀杏がスクランブルでこんなミスをするなんて……これは思っていたよりも重傷かもしれない。

「はい、マリスミゼルちゃんだよぉ。もう目を離したりしないようにしなね」

「あ、ありがとう、お姉ちゃんたち！」

　女の子が嬉しそうな顔でお礼を言ってきて。

　スクランブル自体は成功に終わったのだったが……







「うーん、熊くま本もと城ちゃん、何か悩みでもあるの？」

「悩み……？」

　女の子とマリスミゼルちゃんが無事に帰ったのを確認して。

　清きよ洲す城がそう口にした。

「そう。ここのところ熊本城ちゃん、ちょっとヘンだよ。今だってあんな簡単な作業でミスするはずないのに……。もし何かあるんだったら話してみてよ。相談にのるから」

　それはだれもが思っていることだった。

　どう考えても、ここのところも銀杏いちようは普通じゃないし……

「……」

　その言葉に銀杏は少し考えているようだった。

　だけどやがて何かを思いきったかのように顔を上げると。

「……その……何だか胸がもやもやとしているんだ」

「もやもや？」

「うん……理由は分からないのだが、胸の奥がうずいて、何か引っかかるような感じがして、物事に集中できない……。以前はこのようなことはなかったんだが……」

「う～ん、他には？」

「他に……そうだな、何だかやけに落ち着かない気分になる時がある。そわそわしたり、普段は気にならない小さなことまでやけに気になってしまったり、訳もなく不安になったりして……」

「…………それって、もしかして……」

「……？」

　清洲城には何やら思い当たる節があるようだった。

　銀杏をちょいちょいと近くまで呼び寄せて耳打ちすると。

「ね、ちなみにそれってどんな時に一番よく起こるのかな？」

「どんな時……？　そうだな例えば……」

「ふんふん……」

　銀杏の言葉に清洲城がうなずく。

　何か言っているようだが小さな声でよく聞こえない。何を話してるんだろう？

　やがて聞き取り調査が終わったようで、銀杏がこちらに戻ってくると、清洲城はゆっくりと口を開いた。

「ええと……熊本城ちゃんの不調の原因だけど、全部分かったよ」

「え、そうなの？」

「そ、そうなのか……？」

　今のやり取りだけで……

　顔を見合わせる僕たちに。

「うん、もうばっちり。熊くま本もと城ちゃん、こういうところで超が付くほど真ま面じ目めで初う心ぶなのは分かってたけど、ここまでくるともはや天然記念物モノだね～♪」

「む、よく分からないが、す、すまぬ……」

「しょうがないな～。悩める熊本城ちゃんのために、その胸のもやもやが晴れるいい方法を教えてあげる」

「！　な、何なのだそれは！　教えてくれ」

　詰め寄る銀杏いちように。

　清きよ洲す城は心の底から楽しそうにこう言ったのだった。

「──それは、デートだよ♪」
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　日曜日の空はまぶしいくらい晴れ渡っていた。

　どこまでも青空が広がっていて雲一つない鮮やかな快晴。

　辺りを見渡せばこの陽気に誘われたのか、親子連れや友達同士のグループ、カップルなどの姿などが見える。

　時間は午前十時。

　僕は駅前にある噴水の前で……一人立っていた。

「……」

　この辺りでは有名な待ち合わせスポットである、『考える人』の石像が置かれた噴水。

　どうしてそんなところに一人でいるのかというと。

　事の発端は清洲城の一言。

　どこか調子のおかしい銀杏に、解決策としてアドバイスした内容だった。




『──熊本城ちゃんの現状を解決する方法……それはずばり、デートだよ♪』

『デート……？』

『うん、そだよ。男女が二人で遊びに出かけること。この場合だと、秋あき宗むねちゃんといっしょにだね』

『……？　それが解決策になるのか……？』

　怪け訝げんな顔になる銀杏。

『うん、そ。これ以上ないってくらいの特効薬かも』

『……？』

『いいからいいから。ここは私を信じてだまされたと思って試してみてって。……それに、もしかしたら別の懸けん案あん事項もこれで解決できるかもしれないし』

『？』

『……あ、うん、それは今はいいの。それより、秋あき宗むねちゃんもそれで構わないよね？』

『え、うん』

『よし、決まり。──じゃあ今度の日曜日に駅前の噴水広場で待ち合わせね。ふふふ、楽しみ楽しみ～♪』




　という流れで、今に至ることになったのである。

　清きよ洲す城が解決法として提示した〝デート〟という手段。

　何だって、その、〝デート〟が今の銀杏いちようの状態の解決策になるのかも僕にはよく分からないし、同じ場所に住んでるんだからいっしょに出かければいいんじゃないかと思ったんだけど、なぜか清洲城が待ち合わせにこだわったのだ。何でも〝デート〟は待ち合わせから始めるのが基本とか。うーん、ホントに分からない……

　と、その時だった。




「──す、すまない、遅くなった」




　後ろから聞き慣れた声がかけられた。

　振り返ってみると、そこにいたのは──

「あ……」

　現れた銀杏は……何ていうか、いつもと雰ふん囲い気きが違った。

　淡いクリーム色のカットソーと真っ白なカーディガン。動きやすそうだけど派手すぎない膝ひざ上うえのミニスカート。服装に合わせたのか少しだけふわりとアレンジされた髪。全体的に銀杏の凛りんとした雰囲気を残しつつも柔らかな女の子らしさが自然にアピールされていて……その、何ていうか、普通にかわいかった。
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　思わず見とれていると。

「……お、おかしくないかな……？」

「え……？」

「……こ、この出で立ちだ……清洲城たちに着ていくように言われたので着てみたんだが……そ、その、こういう上品な家の出の華はな々ばなしい姫が着るような服は私には似合わないんじゃないかと思ったんだが……」

「そんなことないよ！　似合ってる」

「え、そ、そうなのか……？」

「う、うん、新鮮っていうか……」

「……」

「……」

　そう言い合ったままどちらともなく無言になってしまう。

　あ、あれ、何かヘンだな……

　しばし沈ちん黙もく状態を続けた後に。

「……そ、それじゃあ行こうか？　ここでこうしてるのも何だし……」

「う、うん……」

　お互いどこかぎこちなくうなずき合って。

　何となくおかしな雰ふん囲い気きのまま歩き出す。

　と。

　きゅっ……

「……？」

「……」

「え、い、銀杏いちよう……？」

「……」

　銀杏いちようの両腕が、僕の左腕にぎゅっと絡みついていた。

　柔らかで思っていた以上に豊満な感触が左腕にダイレクトアタックする。え、こ、これ、どういうこと……？

「……そ、その、清きよ洲す城に、こうするものだと言われたのだが……な、何か間違ってしまったか……？」

「え……？」

「……女子は男子の腕にその身を任せるのが良い……〝デート〟ではそれが当然のものだと聞いたのだが……」

　顔を赤くしながら一いつ生しよう懸けん命めいな口調でそう言ってくる。

　清洲城何言ってるんだ……って突っ込みはともかく。

　その表情は何だか今まで見たことのないくらい女の子らしいというかいじらしい雰ふん囲い気きで……思わずドキリとしてしまった。

「あ、そ、そうなんだ。う、うん、分かった。そういうことなら僕は全然大丈夫っていうか……」

「そ、そうか、よかった」

　はにかんだように無む邪じや気きに笑う。

　その無防備な笑え顔がおに左腕の温かさが混じり合ってさらに僕の胸はドクリと反応してしまい……

「……」

「……」

　こうして。

　僕と銀杏との〝デート〟が始まったのだった。










　まず初めに向かったのは、水族館だった。

　最寄り駅から電車に乗って四十分ほど行った先にある都心の大型駅。

　そこから少し歩いたところに高層ビルに隣接した建物があり、その建物の中に目的の水族館、さらにプラネタリウムやアミューズメント施設などが入っているらしい。

　ちなみに今回のデートコースを考えたのは僕ではなく、何やら考えがあるということで、清洲城からとあるものを受け取っていた。




「これは……？」

「『熊くま本もと城ちゃん絶対陥落初落城大作戦☆草案書』だよ♪」

「……」

　……え、もうそのタイトルからしてロクでもない予感しかしないんですが……

「な～に、秋あき宗むねちゃんその顔は？　これは私がこっちの世界に来てからの豊富な経験と知識と想像とを基にして作った完璧なデートプラン。秋宗ちゃんと熊くま本もと城ちゃんの〝デート〟が決まったその日に徹夜で作っちゃった。秋宗ちゃんと熊本城ちゃんにはうまくいってほしくて。うふふふ」

　……あー、なるほど、こういう野次馬的なノリが好きなんですね……

　というか経験と知識はともかくとして最後の想像っていうのが不安なこと極まりないというか……

　手渡された分厚い冊子を見ながら微び妙みような心地になっていると。

「とにかく、これは熊本城ちゃん──引いては私たちみんなのためなんだから。熊本城ちゃんがあのままじゃ、この先色々と困るでしょ？」

「それは……」

　その通りだった。

　今や銀杏いちようは『しろあと荘』での家事のほとんどをやってくれるまでになっていたし、スクランブル時にもその存在は外せない戦力だ。その銀杏が今のままポンコツなのはかなり痛手だけど……

「だったら私の言う通りにする。だいじょうぶ、この『熊本城ちゃん絶対陥落初落城大作戦☆草案書』通りにやり遂げれば、きっと熊本城ちゃんは元に戻るから」

「う、うん……」




　というわけで『熊本城ちゃん絶対陥落初落城大作戦☆草案書』に従うことにしたのだった。

『熊本城ちゃん絶対陥落初落城大作戦☆草案書』には事細かにデートの進め方が書かれていた。どこにどういう順番で行って何をするかだけでなく、その場所その場所での押さえておくべきポイントやとっておきの裏情報まで網もう羅らしてある。ほんの半年前にこっちの時代に来たばかりだっていうのにこの精通っぷりはすごいな。さすが知略の城しろ姫ひめ……

　その『熊本城ちゃん絶対陥落初落城大作戦☆草案書』によると、まずは水族館で魚を見て回るみたいだった。

　そしてその後にプラネタリウム、アミューズメント施設ときて、さらにはネコ喫茶へと続くプランとなっているらしい。

「銀杏、水族館に行ったことは……？」

「酔俗館……？　それは何かいかがわしい施設なのか……？」

「だよね……」

　まあ間違いなくそうだとは思っていたけど。

　心の中で納なつ得とくして、いかがわしくない水族館へと足を踏ふみ入れる。

　そこで──

「──わあ、これはすごいものだな……！」

　館内に入るなり、銀杏いちようが子供みたいに声を上げた。

「海をそのまま地上に再現しているというのか……こちらの時代の文明力は計り知れないな。もはや城しろ姫ひめの奇跡などを凌りよう駕がしてしまっているのかもしれない」

「それは……そうかも」

　個人としての城姫の力がすごいものであることに疑いはないけれど、使い勝手のよさなど総合的なことを考えると科学の力の方が上にくるような気もする。限られた一部の城姫にしかできないことを、だれもができるようにしているわけだし。

「城姫の奇跡がなくとも回っていく世の中、か……。だからこそこの時代では城姫の存在がなくなっているのかもしれないな……」

「銀杏……」

　ぽつりとつぶやくその顔は少しだけ寂しげで……

「……さ、行こうか。城姫の力を超える文明力の結晶、興味がある」

「あ、うん」

　何と言っていいか分からずにそううなずき返して水族館を回り始める。

「──おお、すごいな！　あれは何なのだ？」

「あれはタカアシガニみたいだね」

「何と……このように大きな蟹かにが存在するのか……」

「深海に住んでるみたいだね。脚を広げると一メートルになるとか。──あ、こっちはアジの群れだ」

「立派な群れだな。かわいらしい。……そうだ、今日の夕ゆう餉げは鰺あじの叩たたきと塩焼き、なめろうにしようか」

「い、銀杏さん……？」

「ふふふ、冗談だ」

　魚を見ている中、銀杏はずっと楽しそうに笑っていた。

　楽しげで晴れ晴れとした笑え顔がお。銀杏のこんな表情、久しぶりに見たような気もする。

　そして水族館を見て回っているその間、その、銀杏の腕はずっと僕の腕に絡んだままだった。う、うーん、清きよ洲す城の指示によるものだと分かってはいても、どうしても落ち着かないというか動どう悸きが激しくなってしまう……

「……」

　そんな具合に水族館を回り終えて。

　次に向かったのは『熊くま本もと城ちゃん絶対陥落初落城大作戦☆草案書』に書いてある通りプラネタリウムだった。

　水族館に隣接されたこの辺りでは最も大きなプラネタリウム。

　季節ごとに様々なプログラムが組まれているようで、今は夏の星座についての特集をやっているみたいだった。

「ここは何なのだ？　やけに薄暗いが……」

「うん、プラネタリウムっていって、人工の星を室内で見られるところなんだ」

「星か……天文方のようなものか」

　銀杏いちようがうなずきながらそうつぶやく。

　席についてみると、座席はリクライニングして角度を調整できるようになっていた。クッションもふかふかでものすごく座り心地がいい。加えてプラネタリウム内ではアロマが焚たかれているようで、いい匂においも漂ってもいた。へえ、最近来てなかったけれど今時のプラネタリウムは豪ごう華かになってるんだなあ……

　そんなことを考えながら座席の角度を調整していると。

　そっ……

「……？」

　肩にかかる僅わずかに重さのある感触。

　何だろう？　と思い見てみると……銀杏がこっちの肩に頭をもたれかけさせてきていた。

「い、銀杏……？」

　な、何やってるの……!?

　その予想外の行動に驚いて思わず声を上げると。

「……え、こ、この場所ではこういう風にするのが正しい作法ではないのか……？　ほ、他の者たちも皆そうしているようだし、清きよ洲す城から周囲がやっているのと同じようにしていれば間違いないと言われたのだが……」

「そ、それは……」

　確かに周りを見てみれば、だいたいがそんな感じだった。来ているのがほとんどカップルというのもあるんだろう。周辺は半なかばピンク色のミルキーウェイに包まれたカップルシートのような状態になっていて……

「う、ううん、郷ごうに入いっては郷に従えかと思ったのだが……。それに──」

「……？」

「何だか……落ち着くんだ。こうして秋あき宗むねの温かな身体からだに身を任せていると、ほっとして安心することができるというか……」

「……」

　それは……反則だ。

　いつもは凛りんとしていてしっかりしている銀杏に、心を許した甘えた仔こ犬いぬみたいな表情でそんなことを言われては……僕としては、黙だまっておじぎ鳥のようにコクコクとうなずくしかない。

「……」

「……」

　心落ち着くアロマの香りと心を乱させる銀杏いちようの温かさとを肌で感じながら。

　夏の星座の解説を聞いたのだった。







　そんな僕らから少しばかり離れた席で。

「あー、熊くま本もと城さん、あ、あんなに密着してやがりますよ！」

「あ、こら、松まつ前まえ城ちゃん、大声出しちゃだめだよ。気付かれちゃう」

「で、でもー」

「それにあれはいいの。私がああするように指示したんだから。想定の範囲内だよ」

「むー……」

「……だ、だけど、あれは私もくっつきすぎではないかと思います～……あ、ああいうことは隠れてやらないと……」

「うーん、清きよ洲す城が考えたことだから賛成したいけど、うちもあれは少しやりすぎじゃないかと思うかなー」

「そ、そうかな？　読んでる漫画だとあれくらいは基本だって書いてあったんだけど……と、とにかくもう少し様子見だよ。〝デート〟を提案した者としてちゃんと最後まで見届けないとね♪」

　そういったやり取りが繰り広げられていたことに、当然ながら僕たちはまったく気付いていなかった。







　プラネタリウムを出て、僕らはこの建物での最終目的地であるアミューズメント施設へと向かった。

　水族館、プラネタリウムとは違うフロアにある室内型の遊園地。

　そこで『熊本城ちゃん絶対陥落初落城大作戦☆草案書』によると絶対に入るように書かれていた場所は。

「……」

「……」

「…………ほ、本当にここに入るのか……？」

　銀杏が絶望の淵ふちから出ているような声でそう漏もらす。

　目の前にあるのは不気味な色の照明に照らされておどろおどろしい音楽が流れる廃はい墟きよのようなスペース。

　──お化け屋敷、だった。

「え、うん、清きよ洲す城の指示によるとここは絶対に入るようにって。でも銀杏いちようの気が進まないなら……」

「…………い、いや、大丈夫だ。清洲城の提案なのだろう？　この胸のもやつきを解消するためなら、私はどんなことにでも耐えてみせる……」

「銀杏……」

　めちゃくちゃ震えてるんですが……

「さ、さあ行こう。黒のいでたちは堅けん牢ろう不落の証あかし。敵は全て退ける！」

「う、うん……」

　大丈夫かな……？

　若じやつ干かん、というかかなり不安に思いながらお化け屋敷に入る（敵って……）。

　お化け屋敷の中は真っ暗だった。

　黒い壁と暗幕とが外からの光を遮さえぎるように覆っていて、進行方向を照らす足下の僅わずかな照明だけが頼りである。

「う、うう、暗いな……」

「そうだね」

「……お、思うに、暗くら闇やみというものには人の心を不安にさせる効果があるようだ。ゆえに私の心に僅わずかな動どう揺ようが見られるのもその影響であって、け、決して怖いとかではなくてだな……」

「そ、そうなんだ……」

　そんな会話をしながら歩いていて。

「……！　あ、あれは！」

　と、突然銀杏が声を上げた。

「……あ、あれは猫娘ではないのか……？　目が合うと七代たたられるという……」

　銀杏が指さした先には、何やら大きな筒のようなものを背負った小さな女の子の姿が見えた。ちんまい背丈に猫っ毛でネコ面とネコ耳を着けていて……確かに猫娘のように思える。

　猫娘（推定）はたたたっとこっちに近づいてくると。

「にゃおー、たたっちゃいますよー」

「ひ、ひいっ」

　銀杏が悲鳴を上げて。

　ぎゅっ……

　絡められた腕に力がこめられる。

「や、やめてくれ……お、お願いだからたたらないでくれ……。……っ！　あ、あっちには、ぬ、濡ぬれ女がいる……！」

　さらに銀杏が顔を向けた先には、全身が濡れて陰気な感じの女の子（下半身がヘビ）がどんよりと立っていた。あ、あれは確かに濡れ女かもしれない……

「……か、絡みついちゃいますよ～……」

「ひゃ、ひゃあっ……」

　ぎゅううっ……

　強まっていく腕の力。それと共に柔らかい、その、銀杏いちようの胸の感触とかも左腕に直じかに伝わってきて……って、そんな邪よこしまなことを考えてる場合じゃない！

「あ、あっちには……半魚人と座ざ敷しき童わらしがいる……う、ううっ……」

「ほーら、深い水の底にうちが引き込んであげるぅ」

「お菓子をくれたら幸せにしてあげるよ～」

「う、うううっ……」

　もはや銀杏は僕の身体からだにべったりと密着して一歩も動けない状態だった。

　だけどそんな銀杏に、猫娘たちはさらに迫ってくる。

　……ん、あれ、でもよく考えてみたらここのお化け屋敷って基本的に人がやってるんじゃなくて機械じゃなかったっけ……？

（……あの、ちょっと脅おどかしすぎじゃないですかー……？）

（え、そ、そうかな？　ほら、男女はこういう場面でのドキドキを恋愛の胸の高鳴りと勘違いするっていうじゃない。吊つり橋効果っていうのを期待してるんだけど……）

（吊り橋どころか綱渡りって感じがするけどぉ……）

（……な、何だか悪い気がしてきました……）

　何やらお化けたちがぼそぼそと会話をしていた。

　暗がりで顔はよく見えないけれど何だかどこかで聞いた声のような……と訝いぶかしく思っていると。

「う、ううっ……も、もういやだ……」

「い、銀杏……？」

　それまで完全停止状態だった銀杏が、ゆらりと立ち上がった。

「……ど、どうして私ばっかりがこんな目に……お、お化けなんて嫌いだ……オカルトなんてこの世からなくなってしまえばいいんだ……『秘伝武者返し』……っ……！」

「あ、ちょ──」

　止めようとするも僅わずかに遅く。

　ドガン……！

　辺り一帯に炸さく裂れつ音が響き渡り。

「ひどいですー……もう……お嫁に行けません……」

「……み、見えました？　ううう、やっぱり見たんですね……隠れてたのに……」

「あう～、何でうちがこんな目にぃ～」

「どうしてこんなことするのぉ……こんな格かつ好こう、恥はずかしいかも……」

　何やらお化けたちが服をはだけさせながら吹き飛ばされていった。

「……うっ、うっ……も、もう二度とお化け屋敷なんて来ないぞ……ぐすっ……」

「……」

　後には何もかも吹き飛んだお化け屋敷と泣きじゃくる銀杏いちよう。

　幸いというか何というか、無意識に結界を張っていたようで……現実のお化け屋敷の施設には実被害はなかった。







　　　　３




「……う、うう、ひどい目に遭った……」

　大おお騒さわぎだったお化け屋敷を後にして。

　逃げるようにして駆かけ込んだネコ喫茶で、銀杏が心の底から疲れた声でそう漏もらしていた。

「……お化け屋敷というものがあんなに恐ろしいものだったとは……も、もう二度と行かない。天地神明に誓っても生しよう涯がい足を踏ふみ入れない……」

「……」

　まあ確かに人がやってたにしても距離が近すぎだった気もするけど。それに何か聞いたことのある声が聞こえたようなそうでないような……

　ともあれもう終わったことだ。今はネコ喫茶でのんびりとくつろいでいるところなんだし、こっちを楽しまないと。切り替えよう、うん。

「──それより銀杏、ネコは大丈夫？」

　銀杏の方に目を遣やって尋たずねる。

　もしこれでネコが苦手だったりしたら目も当てられない。

　その言葉に銀杏は表情をぱっと輝かせて。

「あ、うん。大丈夫だ。というか動物は大好きだ。つぶらな瞳ひとみと素直な表情で、心を癒いやしてくれる」

　そう言って近づいてきた三毛猫の背中をそっと撫なでる。

　三毛猫は銀杏に身を任せながら気持ちよさそうにノドをゴロゴロと鳴らしていた。

「よしよーし、いい子だ」

「にゃお～」

「ふふふ、人懐こいネコたちだな。ほら、いっしょに遊ぼう。こっちに来るんだにゃー。ねこじゃらしだぞー」

「にゃ～ん♪」

「にゃおにゃお～ん♪」

「……」

　……まあ話しかける言葉が途中から無意識にネコ言葉混じりになっているのはさておきとして。

　銀杏いちようはネコたちからも好かれているようだった。

　見た目だけだとともすれば近寄りがたい感じを与えることもあるけど、動物は本能的に優しい相手が分かるんだろう。次から次へと銀杏のところへと寄ってきて、ほとんどネコパラダイスな有様だった。

「にゃー」

「あ、こら、くすぐったい、やめるんだ……」

「にゃーにゃーにゃー」

「にゃふにゃふにゃふー」

「や、やめるんだにゃ……」

「……」

　たくさんのネコたちに囲まれてあどけない表情を見せる銀杏。

　銀杏、こんな表情もするんだ……

　立てた膝ひざの上に二匹、腕の中に一匹を抱えて、夏の日のお日様のような笑え顔がおで楽しそうに笑っている。

　その天真爛らん漫まんな表情はまた今まで見たどの表情とも違っていて……

「……ん、どうした？」

「え、あ、いや……」

「……？」

　う、うーん、何か意識しちゃうな……

　そもそも今日は出だしからして普段とは違う銀杏の姿を見ることができた上に、途中でも腕を絡めてきたりだとか、肩に頭を載せてきたりだとか、色々と新鮮というか目が覚めるような出来事が目白押しだった。それに加えてこの表情はまた新たな発見というか……

　次々と見付かる銀杏の新しい一面に感じ入っていると。

「にゃー」

「あ、こら、そっちはだめだ」

　ネコの一匹が床に置いてあるお茶のコップの方向へと駆かけ出そうとした。

　銀杏が手を伸ばして止めようとする。その勢いでこっちに向かって身を乗り出してきて……

「あ……」

「お……」

　トサリ……

　乗り出した銀杏の身体からだと僕の身体とが重なって。

　ちょうど……僕の腕で軽く受け止めるようなカタチとなった。

「……」

「……」

　……何だろう。

　お互いに黙だまり込んでしまう。

　別にこれだけ見ればただの軽めのボディタッチングであってそこまで意識するようなことじゃないのに、どうしてだか次の言葉とリアクションが出て来ない。

「……」

「……」

　銀杏いちようの瞳ひとみの中には僕が映っていて、その僕の瞳の中にはさらに銀杏の顔が映っている。それらは合わせ鏡のように無限の広がりを見せていて……

「……あ、す、すまない！」

「……え、う、ううん、だ、大丈夫だから」

　ようやく声を発することができたものの。

「……」

「……」

「……」

　会話が続かなかった。

　瞳の合わせ鏡に二人とも捕らわれてしまったかのように、腕の中で見つめ合った状態のままフリーズして互いに動くことができなくなってしまう。

「……」

「……」

　周りではネコたちが平和そうな顔でにゃ～にゃ～と鳴き声を上げながら前足で顔を洗ったり、ピチャピチャと水を飲んだりしている。

　胸の奥では心臓の鼓こ動どうがうるさいほどにドクンドクンと鳴り響き、他にお客のいない静かな店内では、その音が銀杏にも伝わってしまいそうなくらいだった。

　それからどれくらい経っただろう。

「…………」

　何度か瞬まばたきを繰り返した後に。

　すっ……と。

　銀杏が目を閉じた。

「……!!」

　え、こ、これ何？　一体どういうこと……？

　突然の予想外の反応に戸惑いを超えて半なかばパニックになる。

　まったくもって意図が分からない。というか目の前で起こっている状況に全く頭が付いていかない。こ、これも清きよ洲す城からやるように指示されていたことなのだろうか。でもそれにしては行動に移るまでに時間がかかったし……

「……」

　……わ、分からない。

　ただ僕の乏とぼしい脳内データベースで検索してみても……今のこの場面で目をつむる理由なんて一つしか考えられない気がする。

　ど、どうする……!?

　数少ない脳細胞を総動員させる。

　今取るべき反応をあらゆる状況を考こう慮りよして考える。

「…………」

　目の前には目を閉じた銀杏いちようの姿。

　静まり返ってシンとした店内。

　その行動の完全な意味での真意は分からない、分からないけど……銀杏が何か信号を発してきてくれているというんなら、それに応えなければいけない気がする。

「……」

　ゴクリとツバを飲み込んで。

　銀杏の肩に手をかける。

　銀杏は少しだけぴくりと反応したけれど、拒否したり嫌いやがったりする素そ振ぶりは見せなかった。

「……」

「……」

　腕から伝わってくる柔らかくて温かい感触。

　銀杏のこの上なく整った端正な顔立ち。

　爆発しそうなほどドクンドクン！　と鳴り響く心臓を必死に押さえ込みながら、そのままゆっくりと、その整った顔に自分の顔（二枚目よりは三枚目、四枚目と言われたこともあった）を近づけかけて……

「………………ん？」

　──と、そこであるものが目に入った。

　周りで興味深そうにこっちを見てくるたくさんのネコたち。

　それらに紛まぎれて……なんかやたらと巨大なネコたちがいた。というか、ネコ耳を着けてネコの着ぐるみを身にまとった、見慣れた顔たちがいた。

「……」

「……」

「……」

「……」

「…………何してるの、みんな」

「え？　わ、私たちはネコだよ？　にゃ、にゃ～」

　ネコの鳴きマネをして図々しくも誤ご魔ま化かそうとする、清きよ洲す城、名な古ご屋や城、松まつ前まえ城、久く留る里り城に問いただす。

「……だから、何してるの？」

「え、ええと、これはね？　何ていうか、た、たまたま散歩をしていた途中っていうか……」

「そ、そうなんですー。それで偶然この場所を見付けて……」

「……ず、ずうっと隠れて城じよう主しゆさまの後を付けていたとかではありませんよ……？　そ、そんなことはこれっぽっちもありません……」

「う、うちはよく知らないってゆうかぁ……」

「……つまり、ずっと僕たちを尾行していたと」

「え、そ、その～……」

　目を泳がせたまま返答はない。

　沈ちん黙もくが肯こう定ていであることを完かん膚ぷ無きまでに示していた。

「……」

　はあ、まったく……というかデートコースを提案された時点の野次馬的なノリでその可能性を考えておくべきだった。うーん、にしてもみんなヒマなんだなあ……

　とまあ、僕の抱いだいた感想はそれくらいだったけれど。

　そうじゃない者がいた。

「…………つまりお前たちは、私たちを見世物にして楽しんでいたと……？」

　銀杏いちようが怒いかりのオーラをまとってゆらりと立ち上がっていた。

「ひっ、ち、違うよ？　そ、それは確かに熊くま本もと城ちゃんと秋あき宗むねちゃんの初うい々ういしいやり取りを見てちょ～っとだけ楽しんでたのは否定しないけど、このデートが熊本城ちゃんの胸のもやもやの解決法になるっていうのは、ほ、本当のことなんだから。ど、どうかな、熊本城ちゃん、胸のもやもやが少し楽になってるんじゃない？」

「む、そ、そういえば……」

　自分の胸に手を当てて銀杏がつぶやく。

「不思議だ。確かにあれだけ重苦しかった胸の奥が軽くなっているような気がする……」

「で、でしょ？　楽しむためだけに提案したわけじゃないんだから」

「むう……」

　いまいち釈しやく然ぜんとしない表情で首を傾ける銀杏。

　うーん、てっきり野次馬ノリ百二十パーセントだとばかり思っていたけど、ちゃんと解決法にもなってたのか。でもどうしてこれが銀杏の異状の解決法になったのかはいまだに分からないんだけど……

　心の中で首を傾けていると。

「…………」

「……清きよ洲す城？」

「…………ん、それに、それだけじゃないんだよ」

「え？」

　ふいに清洲城が真ま面じ目めな顔になってそう言った。

「私たちが熊くま本もと城ちゃんたちを尾行してきた理由。もちろん熊本城ちゃんと秋あき宗むねちゃんのデートの行く末が気になったとか、ちゃんと熊本城ちゃんが秋宗ちゃんに甘えられるかが心配だったとかはあったけど、でもそれ以外にもあるの」

「え？」

　そうなの？

　顔を見合わせて首を捻ひねる僕たちに。




「──うん。そろそろ〝派兵〟があるかもしれないって……」




「……〝派兵〟？」

　何だか物ぶつ騒そうな単語が出てきた。

　派兵って、そのままだと兵を派遣するって意味だよね……？

　そう返すと。

「うん、そう。城しろ姫ひめたちの間では、特に城姫が他の城しろ姫ひめの領地に攻め入ることをそう言うの。そのまま〝合かつ戦せん〟へと続く前段階になることがほとんど」

「城姫が……？」

　ってことは、だれか攻め入ってくる城姫がいるってことに……？

　清洲城の顔を見るとうなずいて。

「……私たちは秋宗ちゃんたちと出会ってから、黒城姫を何人か退けてきた。〝黒き力〟に支配された叛はん逆ぎやくの城姫たち。それはまっとうな城姫としては当然の行いだけど……でもそのことを快く思っていない相手がいるの。そして熊本城ちゃんは私たちの中で一番力が強いから、きっと相手が〝合戦〟で狙ねらってくるなら熊本城ちゃんだと思った。だから私たちは隠れて単独で動いてもらったんだけど……」

「……それは、どういうことだ？」

　銀杏いちようの声音も厳しいものになる。

「……言葉通りだよ。私たちを邪じや魔まだと思っている相手がいる。この辺りの黒城姫たちの頂点に立つとある城姫。それがいよいよ報復に出るんじゃないかってここのところずっと警戒してたの。というかこの機会を利用して逆にその相手を何とかすることができないかとも考えてたんだけど……」

「それって……」

　まるで今まで退けてきた黒城しろ姫ひめに黒幕がいるみたいな……




　その時だった。




　キィイ、ン……！

　耳鳴りのような音が響いた。

　同時に。

「──来た……！」

　清きよ洲す城がそう声を上げて。

　直後に何かが天から降り注ぎ、辺りが真っ暗になった。







「う、な、何が……」

　頭を振って目を開けると、周りは異様な空気に包まれていた。

　視界一帯を覆い尽つくす黒いもや。

　それはまるで生物のようにドロドロと不気味に蠢うごめきながら辺り一面を黒色で包み込んでいる。

　そしてその黒いもやの中心にいた者。

　それは──

「……やっぱり来たんだ、小お田だ原わら城ちゃん……」







　清洲城が厳しい声でそう口にする。

　──そこにいたのは、白い少女だった。

　黒いもやを従えるように立ちはだかっていて、白と紫の装束に身を包んだ長身の少女。

　その装いから目の前の相手がただ者じゃないってことが一目で見て取れて……

「……小こ賢ざかしい者どもめ」

　小田原城と呼ばれた少女が口を開く。

「……〝黒き力〟の恩恵も受けられない下げ賤せんの身で、よくもわたくしの配下たちを何人も打ち倒してくれましたね。愚かな行いの、その報むくいを与えて差し上げましょう」

　冷たい視線でこちらを見渡しながら感情の籠こもらない声でそう言い放つ。

　どうやらこの小田原城と呼ばれる城姫が……清洲城の口にしていた、黒城姫たちの黒幕であることは間違いないようだった。

「まさか小田原城とは、あの小田原城なのか……？」

「知ってるの、銀杏いちよう……？」

「……聞いたことはある。難攻不落の異名を持ち、戦国最強の城姫であったと……。私は直接会うのはこれが初めてなのだが……」

　そこで小お田だ原わら城の方を見て。

「その二つ名に偽りはなさそうだ。向かい合ってこれほどの威圧感を受けるのは初めてのことだ……」

　額ひたいから汗を一筋流しながらそう口にした。

　銀杏いちようが戦いでここまで緊張した表情を見せるなんて、よっぽどのことで……

「……小田原城ちゃん、あなたが強いことは分かってるよ。でもね、私たちだって何の策もなくあなたの〝派兵〟を待ってたわけじゃないんだから」

「……？」

「みんな、出てきて……！」

　清きよ洲す城が叫さけぶ。

　それに呼応するかのように、どこからか弘ひろ前さき城、和わ歌か山やま城、会あい津づ若わか松まつ城が姿を現した。え、今までどこにも姿はおろか気配すら感じなかったのに……？

「久く留る里り城ちゃんの奇跡で気配を消して隠れてもらってたの。小田原城ちゃん、戦国最強と言われたあなたを全戦力を賭かけてここで討うつためにね！」

「……いくら数が集まったところで烏う合ごうの衆。できると思うのですか？」

「やってみなくちゃ分からない！　みんな、行くよ……！」

　清洲城がそう号令をかけて。

「敵なんてすぐにやっつけちゃうんだよ……『清洲同盟』！」

「うちの特技、食らってみる？　食らえきらきら攻撃～……『慶けい長ちよう大判千九百四十枚』！」

「敵には超えられないぞ、この扇おうぎの勾こう配ばいは……『秘伝武者返し』！」

「松まつ前まえのすっごい大砲がすっごい火を噴きますよー……『長なが沼ぬま流兵法』」

「八はつ犬けん士の皆さん……力を貸して……『仁じん義ぎ八はつ行こうの玉』」

「桜吹雪ふぶきのように……『釣つり鐘がね落とし』」

「さあ和わ歌か山やま城さんの底力、見せちゃうってね……『南海の鎮しずえ』！」

「進めるのはここまでよ……『白びやつ虎こ士中二番隊』！」

　城しろ姫ひめ八人が、一斉に奇跡を発動した。

　それぞれの奇跡を用いた最高の攻撃。地響きが足下を揺ゆらし嵐のような風が吹き荒れ、余波で竜巻のような砂煙が巻き起こる。その一斉攻撃は圧巻で、いかに目の前の小田原城が最強と呼ばれていようとこれを受けてはただでは済まないだろうと思えた。

　だけど──

「……大きな口を叩たたいた割には、この程度なのですか？」

　砂煙の向こうから小田原城の声が響き渡る。

　そして視界が晴れると共にその姿が露あらわになって……

「……！」

　小お田だ原わら城は無傷だった。

　真っ白な装束には傷どころか埃ほこり一つ付いていない。

　それは久く留る里り城の時のようにある程度のダメージを与えられたものの〝黒き力〟によって治ち癒ゆされているわけではなく、最初から傷一つ付いていないようで……

「そ、そんな……奇跡も使ってないのに、この防御力なの……」

「わたくしにとってこの程度の攻撃など涼風のようなもの。潜くぐり抜けてきた修しゆ羅ら場ばの数が違います。話になりませんね」

　言葉を失う清きよ洲す城たちの前で、小田原城は不敵に笑った。

「……では今度はわたしくの番ですね。力の差というものを教えて差し上げましょう」

　冷たくそう言い放つと、腰に携すえていた刀を抜き放ち。




「……小城に副城、弱き者どもがしゃしゃり出てくるなど……目め障ざわりです。切り刻みなさい、『日につ光こう一文字』」




「……！」

　それはまさに一いつ瞬しゆんの閃せん光こうだった。

　目の前で何かが光ったかと思うと、直後に黒い衝撃が辺りを切り刻んでいった。

　そして……

「……も、もうだめかも……」

「……もうだめぇ～……」

「……水も絶えたか……秋あき宗むね……」

「……おしりはやめてくださいって、言ったのに……」

「……あ、秋宗さま、ご無事で……」

「……もう、私……」

「……ダメだ……火が、消えないよ……」

「……私のことは気にしないで……」

　後には、バタバタと地面に倒れ伏す銀杏いちようたちの姿があった。

　そんな、まさか今の一撃だけで……？

「……どうやらそちらのあなたが城じよう主しゆのようですね。城姫たちに護まもられたというわけですか」

「あ……」

　気付けば銀杏と松まつ前まえ城、久留里城は僕を囲むようにして倒れ込んでいた。こんな時まで僕のことを守ってくれて……

「とはいえそれも少しの間長らえただけのこと。さあ、覚悟しなさい。まとめて〝降しの開城〟をして差し上げましょう」

　刀を手に持ったままゆっくりと近づいて来る。

　こ、ここまでなのか……

　銀杏いちようたちが倒れてしまった今、僕単体ではできることなんてほとんどない。

　だけどこのまま……手をこまねいて〝降しの開城〟をさせるわけにはいかない。

　何とかして最後の悪あがきをしようとして。

　と、その時だった。




「──私の代わりに先祖の怨おん念ねんを受けなさい……『逆さ地蔵』！」




　そんな声が響き渡って。

「……くっ、これは」

　それと同時にどこからか放たれた光の矢が降り注ぎ、それが小お田だ原わら城の身体からだを縫い付けるようにいくつも刺さった。

「今ですよ！　久く留る里り城の奇跡を使って撤退してください！」

「え？」

「早く！　こんな程度の奇跡、小田原城相手では長くは保もちませんから……！」

「……わ、分かりました～……か、隠れましょう……き、『霧きり降ふりの城』……！」

　久留里城の声と共に辺りに霧が立ちこめ始める。

「さ、秋あき宗むねさん。今の内に逃げますよ」

「え……？」

　霧きりの向こうから聞こえてきたのは覚えのある声。

　どこかふわふわとしていて場違いに明るいその声の主は。

「大家、さん……？」

「詳くわしい話はあとあと。今はとにかくここから全力で逃げますよ。早く！」

「え、あ、は、はい」

　ワケも分からないままうなずいて。

　その場から全力で逃げ去ったのだった。







　　　　４




　小田原城から逃げ延びた後に向かった先は……『しろあと荘』の大家さんの部屋だった。

　二階の角にあり、僕たちのものよりは少し広めの３ＬＤＫの部屋。

　そのリビングに……僕たちはいた。

「──さて、どこから話したものですかね～」

　大家さんがこちらを見渡しながら口を開く。

　この場にいるのは銀杏いちよう、松まつ前まえ城、久く留る里り城、清きよ洲す城、名な古ご屋や城、そして僕の六人である。

「……助けてもらってこのようなことを尋たずねるのは不ぶ躾しつけだと思うのだが、あなたは何者なのだ……？　見たところ、城しろ姫ひめのようだが……」

「私は初めて見る顔かも……名古屋ちゃん、知ってる？」

「うちも分からん。ていうか清洲城に分からないものがうちに分かるはずもないしぃ」

「松前も知らないですー」

「……あ、わ、私も初見の方で……」

　どうやらここにいるだれも知らないようだった。

　でもそんなことってあるのだろうか。

　すると大家さんは少しだけ苦にが笑わらいをして。

「う～ん、まあ私のことが知られてないっていうのは無理はないっていうか、ある意味当然のことなんですけど……」

　そこでこほんと咳せき払いをすると。




「──私は大和やまと郡こおり山やま城。大和やまとの国くに、和泉いずみの国くに、紀き伊いの国くにの城姫にして、おそらく最も長い時間こっちの世界で暮らしている城姫です」




「大和郡山城……？」

　だがそれを聞いても銀杏たちは訝いぶかしげな表情をしたままである。

　え、この人本当に城姫なの……？　ここまでまったくもって完かん膚ぷ無きまでに知られてないって、自分で自分のことを城姫だと思い込んでるだけの自称城姫なんじゃ……？

　思わず顔を見合わせる僕たちに。

「あ～、はい、その反応も予想済みといいますか。個人的にはちょっと悲しいですが。その辺も含めてこれから話しますから、ちょっと聞いてもらえますか？」

「は、はあ……」

　長い話になるかも、と前置きをして、大家さん──大和郡山城は話し始めた。







「──まず最初に言っちゃいますと、今あなたたち城姫がいるこの世界は……パラレルワールドなんです」

「パラレル、ワールド……？」

「はい。似ているようで異なる世界。元は同じ一つの世界でありながら違う可能性が広がり枝分かれした、分ぶん岐き後の世界……」

　歌うように大和やまと郡こおり山やま城が口にする。

「こっちの世界では、遙はるか昔に大きな戦いがあったんです。〝黒き力〟と〝城しろ姫ひめ〟が衝突した大きな戦い。〝黒き力〟は黒き眷けん属ぞくを生み出して世界を覆い尽つくそうとして、城姫たちはそれに対抗するために城じよう主しゆと一体となって戦った。その結果、〝黒き力〟はそのほとんどが封じられることとなったけれど……でもその代償として、城姫たちは滅んでしまんです」

「城姫が、滅んだ……？」

「ええ、そう。〝黒き力〟との戦いの過程で、皆力尽きてしまって……結果としてだれ一人として残らなかった……そして、歴史上からも人々の記憶の中からも、城姫はその存在が無くなった。最初からいなかったことになってしまった。それがこの世界なんです」

「……？　い、いや、しかし私たちは今こうして存在している。現に滅びてはいないし、記憶にも残っている。それは一体……？」

　その銀杏いちようの言葉に。

「それはあなたたちが、城姫が滅びなかった世界からやって来た存在だからですよ」

　大和郡山城は厳おごそかにそう言った。

「城姫が滅びなかった世界……？」

「この宇宙はいくつもの世界に分かれています。可能性の数だけ未来という枝は分岐して、その先に新たな世界が作られる。その一つ……〝黒き力〟が現れず、城姫が滅びることのなかった世界。そこからあなたたちはやって来たんです。……もしかしたらタイムスリップかと思ったのかもしれないけど、それは違います。あなたたちは時を超えただけじゃない、世界をも超えてここにやって来たんです」

「……」

　……そうか、そういうことだったのか……

　何だかようやく霧きりが晴れたような気がする。

　今まで引っかかっていたかすかな違和感。ただタイムスリップしただけにしては色々と不可解な点が多いと思ったけど、やって来た世界がそもそも違うと思えばその齟そ齬ごにも納なつ得とくがいくというか……

「でもどうしてあなたはそのことを知って……？　それにこちらの世界で最も長く暮らしているというのは……」

　銀杏が訝いぶかしげにそう尋たずねる。

　それは当然出てくる疑問だ。

　その問いに大和郡山城はうなずき返して。

「──それは私が、一番初めにこの世界にやって来た城しろ姫ひめだからですよ」

「え……？」

「一度はそのほとんどが消滅して封印された〝黒き力〟は時を超えて復活を果たしました。でもそれはあらかじめ予見されていた。そのことを見越してこっちの世界の最後の城姫は、滅びる前にある奇跡を行っていた。それはすなわち……〝黒き力〟の復活に対応して、城姫の滅びていないパラレルワールドから、城姫たちを召しよう喚かんすることで〝黒き力〟に対抗すること。そして……その奇跡を行ったのはこちらの世界の大和やまと郡こおり山やま城でした。だから異相体である私が、最初に召喚されたんでしょうね、たぶん」

「……」

「あなたたちはきっと元の世界に戻る方法を探していると思うけれど、それ自体は簡単なんです。〝黒き力〟を滅ぼせばいい。〝黒き力〟が滅びることで、こちらの世界の大和郡山城が行った奇跡は解除されます。それによってあなたたちは元の世界に戻ることができるでしょう」

「そんな簡単に……」

　それまで頭を悩ませていた最懸けん案あん事項が、あっさりと解決されたのだった。

　今までいくら調べても分からなかった原因と解決法。

　それがいとも簡単に解決されてしまって……

「……一体、〝黒き力〟っていうのは一体何なんですか？　今起こっていることも銀杏いちようたちがこっちの世界にやって来たのも……それが全ての原因になってるんですよね？」

　僕がそう問うと。

「……詳くわしいことは私にも分かっていません。ただ人や城姫の持つ暗い感情や負の気持ちを糧かてにして成長するってことくらいしか。古代で言うところの鬼や妖あやかしなんかもその眷けん属ぞくなのかもしれません。そして今その強力な集合体──〝黒き軍勢〟が……小お田だ原わら城に宿っているってことしか」

「……」

　事情はだいたい飲み込めた。

〝黒き力〟、〝城姫〟、〝パラレルワールド〟。

　それらを踏ふまえて、ともかく今僕らがしなければならないことは。

「……小田原城を倒して、その身を支配している〝黒き軍勢〟を消滅させることですね？」

　大和郡山城がこくりとうなずく。

「そう、それがまず最初に何よりもなさなければならないこと。……だけど今の熊くま本もと城さんたちじゃ、それは極めて難しいと思います。理由は言わなくても分かりますよね」

「……」

　確かに銀杏たちと小田原城との間には圧倒的な力の差があった。あれはとても一朝一夕に何とかなるものとは思えない。

「だが……やらなければならないのだろう？　城しろ姫ひめとして世の平穏を護るためにも、元の世界に戻るためにも、何としてでもそれを成しとげなければ……」

「こっちには〝黒き力〟を祓はらうことができる秋あき宗むねちゃんがいるんだから、何とかならないかな？」

「うちたちでできることなら何でもやるよ？　だから……」

「ま、松まつ前まえも一いつ生しよう懸けん命めいがんばりますからー」

　口々にそう言ってくる。

　その訴えに。

「……一つだけ、方法がないこともありません」

　大和やまと郡こおり山やま城がそう口にした。

「え、あ、あるんですか……！」

「……ええ。もともと熊くま本もと城さんは小お田だ原わら城に匹敵するだけの潜在能力を秘めています。ポテンシャルだけなら間違いなく最強の城姫の一人……だけど熊本城さんが最強の城姫に成長するのは、本来ならまだまだずっと先のこと。小田原城と互角に渡り合うためにはその成長を先取りしなければなりません。だから──」

　そこで一度言葉を切ると。




「──〝睦むつみの開城〟をするの」




　おもむろにそう言った。

「〝睦みの開城〟……」

　どこかで聞いたことがあるような気がする。

　確か銀杏いちようが前にちらりとそのことを口にしていたような……

「む、〝睦みの開城〟か……」

　銀杏が少しだけ戸惑った様子でそう返事をする。

「そう、〝契ちぎりの開城〟の次の段階に位置する〝睦みの開城〟。それを執とり行うことによって、熊くま本もと城さんは城姫として一段階上の存在へと進むことができ秘められた力を解放することができる。そうすれば小田原城にだって引けは取らないはずです」

「…………」

　その提案に銀杏はしばし沈ちん黙もくしていた。

　だがやがて少しだけ頰ほほを赤くして顔を上げたかと思うと。

「……わ、分かった。私としては一向に構わない。秋宗さえよければ……ともに〝睦みの開城〟をしたいと思う」

　真っ直すぐに僕の顔を見て、そう言ったのだった。







　もちろん僕としてもその提案に反対する理由なんてなかった。

　小お田だ原わら城を制して、〝黒き力〟の集合体を祓はらうための方法。

　それがあるというのなら、喜んで協力するつもりだったのだけれど……

「……」

「……」

「……あ、あのさ」

「……どうした、秋あき宗むね？」

「……どうして、こんなことになってるのかな……？」

　周りを見渡しながら、思わずそんな問いが出てしまった。

　場所は僕の部屋。

　それ自体は見慣れたことこの上ない六畳ほどの個室兼寝室。ただし……一つのベッドに枕（しかもＹＥＳＮＯ枕）が二つ用意されたことを除けば。

「どうしてと言われても……その、今から〝睦むつみの開城〟をするのだから、そのための場としてこれが必要だということだろう」

「え、こ、これが……？」

「う、うん。〝睦みの開城〟とは、そういうことなのだ。城じよう主しゆと城しろ姫ひめの絆きずなを深めることで、互いの間の力のやり取りを円えん滑かつにしてより多くの奇跡を解放できるようにする。奇跡を使う回路を敏感にするのだ。絆を深めるための方法はいくつかあると言われているが、一般的には肉体的な接触……すなわち、ご、ごほん、そ、その、ど、同衾や、せ、接吻などが有効な方法だと言われている」

「……！」

　ど、同どう衾きんに、せ、接せつ吻ぷんって……!?

　そういう、ことだよね……？

　それじゃあ、このいかにも新婚夫婦の初夜のようなベッドセッティングって……

　思わず銀杏いちようの顔を見るも。

「…………（真っ赤）」

　頰ほほを茹ゆでた蟹かにのように赤くしたまま、顔をうつむかせるだけだった。

　え、ほ、ホントに？　本当にそういうことなの……？

　ほとんど不意打ちと言っていい〝睦みの開城〟の真実に何と答えていいか分からなくなっていると。

「……だ、だけど、か、勘違い、しないでほしい……」

「え……？」

　と、銀杏いちようが小さな声でつぶやいた。

「……わ、私は、小お田だ原わら城に勝つためだけにこのようなことをするんじゃない。城しろ姫ひめとして新たな力を得るためだけにするわけじゃ……」

「……」

「……わ、私は、秋あき宗むねならいいと思ったから、この身を任せるに相応ふさわしい、優しく聡そう明めいで心を許せる好ましい相手だと思ったから……〝睦むつみの開城〟をするんだ。何とも思っていない相手とは決してこのようなことはしない」

「銀杏……」

「……そ、それだけは、覚えておいてくれ……」

　消え入るような声でそう言ってくる。

　……それは、そうだよね。

　銀杏だって城姫である前に女の子だ。いくら春しゆん画がを見るのが趣味だったりそういうことに多少なりとも興味があったりするからって、城姫としての役割のためだけに、そ、その、同どう衾きんやら接せつ吻ぷんやらができるほど割り切れてはいないのは当たり前だ。

　だけどその銀杏が、僕ならいいと言ってくれた。

　初めての〝睦みの開城〟のその相手として、僕を受け入れてくれた。

　そのことは──本当に心から嬉うれしい。

　だから──

「……僕だって、同じだよ」

「あ、秋宗……？」

「そ、その……いくら必要なことだからって、こんな大事なことを義務だけでやるのはイヤだ。そこに気持ちが伴ともなっていない、そういうことなんて、何の意味もないと思う。僕だって相手が銀杏だから……触れたいと思うし、そ、その、そういうことも、やりたいと思うんだ」

「秋、宗……」

「銀杏……」

　スッ……

　そっと寄り添ってくる銀杏の身体からだを、優しく抱きとめた。

　長い艶つややかな髪が鼻元を掠かすめて、ふわりと甘酸っぱい香りが漂ってくる。触れている身体から伝わってくる体温はどこまでも温かくて、いつまでもこうして抱きしめ合ったままでいたくなってしまうような不思議な感覚に捕らわれてしまう。

「……不思議だな。こうして秋宗に抱きしめられていると、何だかとっても安心できるんだ……」

「銀杏……」

「……私はずっと、この温ぬくもりを求めていたのかもしれない。私は気付いた時から一人だった。城しろ姫ひめとして生まれて、民たみのために生きることが役割だと教えられて育てられてきて……全てが特別扱いだった。ずっと前に両親とは引き離され顔も知らないし、兄弟がいるのかどうかすらも分からない。親しい友達もいなかった。語り合える仲間もいなかった。心を許せる相手と言えるのは父上……育ての親である、加か藤とう清きよ正まさ公だけだったんだ」

　遠くを見るように銀杏いちようは言った。

「父上だけが私と対等に話してくれた。私を城姫ではなくて一つの個人として扱ってくれた。父上は私が落ち込んでいると、よく飴あめをくれた。甘いものには人を元気にする力があるのだと言って励ましてくれたんだ。秋あき宗むねがまったく同じことをするから、驚いてしまったな」

　あの時のことか……

　銀杏と初めて会って、コンビニ強盗を撃退した夜の。

　思えばあれからもう三ヶ月以上の時間が経っているのが信じられなかった。

　あの時はまだ熊くま本もと城と呼んでいた銀杏。それが今では……だれよりも一番近くにいてくれる大切な存在となっていた。

「不思議だな……秋宗とは、初めて出会った時から他人のような気がしなかった。まるでずっと昔からいっしょにいるような、これから先もいつまでもいっしょにいるような……そんな懐かしく慕したわしい感じがした。そしてその感覚は今ではよりいっそう強いものになっている。だから……」

　と、そこで一度強く僕の目を見ると。




「──お願いします。私と、〝睦むつみの開城〟をしてください。私は……秋宗が好きだ。秋宗と、したい」




「銀杏……」

「だ、だめ、だろうか……？」

「！　そ、そんなわけないって！　むしろこっちからお願いしたいくらいなんだから……！」

「そ、そうなのか……？」

「う、うん……」

「……」

「……」

　しばしの沈ちん黙もくを挟はさんで。

「秋宗……」

「銀杏……」

「……」

「……」

　もうそれ以上言葉はいらなかった。

　互いにこくりとうなずき合って。

　そっと……銀杏いちようと僕のシルエットが重なったのだった。







　　　　５




「……来た……！」

『しろあと荘』の周囲に漂う異様な気配を察知して。

　清きよ洲す城が小さく叫さけんだ。

「う～ん、すぐにここを探知して再〝派兵〟してくるとは思ってたけど……予想以上に早かったかも。みんな、準備はいい？」

「うちは大丈夫だよぉ」

「松まつ前まえはいつでも発射準備おっけーです」

「……わ、私も隠れつつでしたら……」

　清洲城の呼び声に名な古ご屋や城たちが応える。

「弘ひろ前さき城ちゃんたちにも待機してもらってるから、現時点でのこっちの戦力としては完璧っと。……といってもこの前と変わらないんだけど……」

「ちょっと違います。私がいますよ～」

「あ、そうだったね～」

　苦笑気味に笑う。

「昨日は小お田だ原わら城ちゃんの足止めをしてくれたくらいだからちょっと期待してるかも。……あ、でも今度はちゃんと残りの配下も連れてきてる、か……。まいったな～、本格的に私たちのことを潰つぶす気みたい」

「仕方ないですね。〝黒き力〟にとって城しろ姫ひめは天敵とも言える存在なんですから。それがこれだけの数集まっていたら目の敵かたきとするのはある意味当然ですもの」

「う～ん、それはそうなんだけどね～」

　そううなずき合ったところで。




　ドガンッ……！




　轟ごう音おんと共に、『しろあと荘』の塀へいの一つが吹き飛んだ。

　それを見下ろしながら宙に浮いていたのは──

「──こんなところに隠れていたのですか」

　まるで雷雲のような重苦しい黒いもやをまとった小田原城だった。

　周囲に同じように黒いもやをまとった城しろ姫ひめを三人ほど引き連れている。

「結ゆう城き城ちゃん、宇う都つの宮みや城ちゃん、箕みの輪わ城ちゃん……」

「あらら～、関東の主要な城姫はほとんど取り込まれちゃってますね。久く留る里り城さんも元々は小お田だ原わら城に降くだされた黒城姫だったみたいですし……」

　大和やまと郡こおり山やま城が少し困ったような顔でそう口にする。

「──さあ、覚悟なさい。あなたたちを皆〝降しの開城〟で屈服させて、わたくしの配下にして差し上げましょう」

「みんな、いっくよ～！」

　清きよ洲す城がそう声を上げて。

　後に〝『しろあと荘』決戦〟と呼ばれる大規模な〝合かつ戦せん〟が始まった。







　最初の内は清洲城側が優勢だった。

　小田原城は自ら攻めてこずに、配下の黒城姫たちがメインで攻め入ってきたということもあるんだろう。いかに力を増強された黒城姫といえども、数で勝る清洲城たちが何とか互角以上に戦いを進めることができていた。

「松まつ前まえ城ちゃんと久留里城ちゃん、私たちが黒城姫たちの動きを止めるから二人は〝黒き力〟を削けずって～。秋あき宗むねちゃんの城姫の二人なら、多少なりとも〝黒き力〟を祓はらう力があると思うから」

「お、お任せくださいー！」

「……か、隠れながらがんばります～……」

　大和郡山城が黒城姫たちの動きを止め、清洲城たちが攻撃をして、松前城と久留里城の二人が黒き力を削る。

　その連携は成功しているように思えた。

　少しずつではあるが黒城姫たちにまとわりついた黒いもやの量が減っていき、疲弊していっているように見えた。

「くうっ……」

「い、いたっ……」

「この箕みの輪わがここまで攻め込まれるとは……」

　押されて後退していく結ゆう城き城たち黒城姫たち。

「ん、いいよ、この調子だよ～」

「このままがんがん押していけばいけるっていうかぁ」

「どんどんぶっ放しますよー！」

「……き、霧きりの勢いが増してきた気がします……」

　もしかしたら行けるんじゃないかとという空気が清洲城たちの間に流れたその時。

　それを覆くつがえす絶望的な声が、天から降り注いだ。




「──どうやら、ここまでのようですね」




「！」

「まだ〝黒き力〟に慣れていない結ゆう城き城たちに経験を積ませようと思いましたが……もういいでしょう。遊びはここまでです。下がりなさい」

「……わ、分かった」

「……ひ、退きます」

「……撤退します……」

　その声に反応して黒城しろ姫ひめたちが退いて。

　直後に。




「──楯たて突く者はわたくしがすみやかに排除いたします……切り刻みなさい、『日につ光こう一文字』」




　それはまるで雷鳴だった。

　昨日城姫八人を薙なぎ払った時よりも強烈な一撃。

「きゃあっ……」

　建物は吹き飛び、地面はえぐれ、空気がビリビリと振動する。辺りはまるで暴風雨が直撃したかのようなひどい有り様になって、一いつ瞬しゆんにして清きよ洲す城たち全員が戦闘不能に追い込まれていた。

「あ、あの時はまだ全然本気じゃなかったってことか～……」

「い、いたたたた……」

「こ、こんな力、松まつ前まえじゃどうしようもないですよー……」

「……き、霧がなくなってしまいました……」

　倒れ伏す清洲城たちに、小お田だ原わら城がゆっくりと近づく。

「──さあ、覚悟しなさい。今から〝降くだしの開城〟を行います。それであなたたちもわたくしの配下にしてさしあげましょう」

「ま、まだだよ……」

「……？　これ以上何があるというのですか」

「まだ……秋あき宗むねちゃんたちがいる……秋宗ちゃんと熊くま本もと城ちゃんが……」

「そ、そやね。あの二人ならきっとうちらの仇かたきをうってくれるよぉ……」

「悔くやしいけど……見せ場は譲ゆずりますよー……」

「……か、隠れながらお二人がご活躍するのを見ていますね～……」

　その言葉に。

「熊くま本もと城……？　熊本城が何なのだというのですか。いかにあの者が強力な城しろ姫ひめといえども、わたくしには敵かなわないことはすでに証明されたはず……」

　不審げに目を細める。

　その時だった。







　カッ……！




「……っ！」

　半壊した『しろあと荘』から真っ白な光が立ち上った。

　天をつんざくような辺り一面を白で覆い尽つくすような閃せん光こう。

　光の中にいたのは──







「──みんな、遅くなってすまない！」

「……熊本城ちゃん、秋あき宗むねちゃん！」

　清きよ洲す城たちが安心したようにこっちを見るのを、僕は銀杏いちようの脇わきから目にしていた。

　どうやら〝合かつ戦せん〟はもう始まってしまっていたようだった。

〝睦むつみの開城〟の間は結界の中にいたから外の様子に気付けなかったけれど、その戦いの影響で、辺りはものすごいことになってしまっている。

『しろあと荘』の屋根は吹き飛び、庭に生えていた桜の木は根っこから残らず引き抜かれて、近所の家々もそのほとんどが半壊している。いかにこれが結界の中でのことであり現実世界には影響しないとは分かっていても……見慣れた『しろあと荘』がこんな惨さん状じようになっているのを見るのはちょっとだけしのびない。

「……ここまでだ、小お田だ原わら城。お前は私が、いや私たちが……止める！」

　銀杏が声を上げる。

「──熊本城……？　いやしかし、何か雰ふん囲い気きが違います。ここまでの力は前はなかったはず……」

　剣けん吞のんな表情を浮かべる小田原城に。

「……最初から本気で来ることを勧めるぞ。私は今……怒っているのだから！」

「……！」




　ドガッ……！




　ほとんど瞬しゆん間かん移動のような速さで距離を詰めた銀杏いちようの一撃を受けて小お田だ原わら城が吹き飛ばされる。

　近くにあった家を貫通して、地面を転がって、壁にぶつかってようやく止まったところで、小田原城は驚きよう愕がくの表情で銀杏を見上げた。

「な、何なのですか、この力は……。……それにその姿は、まさか……」

　小田原城が視線を向けてきた先にある銀杏の姿。

　その姿はまさに神こう々ごうしいという表現がぴったりだった。

　黒光りする漆しつ黒こくの鎧よろいを纏まとった身体からだ。その漆黒を包みこむかのように対照的な純白の光輝がオーラのように周囲を巡っている。背中からはまばゆく立ち上った二対の白い光の奔ほん流りゆうがまるで翼つばさのようにはためいていて、そう、それはまるで神の使いのような天使のような……

「これは……そうですか。かつて我を、我らを討うったあの力……」

　それを見た小田原城が憎にく々にくしげにそう吐はき捨てる。

「──いいでしょう。それならば手加減は無用。もはや開城などどうでもいい。全力でこの世界からその存在を滅ぼしてやりましょう。……わたくしは、あの猿さるめを討つまでは負けるわけにはいかないのです……！」

　鋭するどく睨にらみ付けて刀を構え直すと。




「──祿ろく壽じゆ應おう穩おんの祈りがこもった一振りにひれ伏ふしなさい……『二里半の総構』『真・日につ光こう一文字』！」




　それまでとは比べものにならないほどの力が爆発した。

　小田原城の全身を覆っていた黒いもやが刀の切っ先に集中して、黒い太陽のようなエネルギーの塊を形作る。見ているだけで肌が粟あわ立だちそうなほどの禍まが々まがしい気配。黒き太陽の宿った黒き刀は、そのままこちらに向かって振り下ろされた。

「…………」

　だけどそれを前にして、銀杏の表情は穏やかだった。

　目を閉じて意識を集中させたまま、ただじっとその場に留とどまっている。

　やがてカッと目を見開くと。

「──秋あき宗むね、力を貸してくれ」

「え、あ、う、うんっ」

　そう声を上げて。

　振りかぶるようにして『同どう田た貫ぬき』を構えると。




「──立ちはだかる者は、何なん人ぴとであろうとも退ける！　清きよ正まさ公こうご笑覧あれ……『銀杏乱』！」




　小お田だ原わら城とは対照的に、真っ白な光の宿った刀を音もなく振りかざした。

　ぶつかり合う白と黒の力の波動。

　その真っ向からの衝突に大気が大きく振動する。

　だけど拮きつ抗こうしていたのは一いつ瞬しゆんだった。

　すぐに白の光球が黒の光球を飲み込むと、そのまま小田原城の全身をも包み込んでいった。

「そ、そんな馬ば鹿かな……！　こ、こんなことが……」

「……」

「お、押される……そ、そんな、わたくしが……」




「……常磐とぎわ木ぎ門が崩れる……小田原の繁栄がわたくしと共に崩れていく……わたくしが押し負けるなんて、まさかあの猿さるめが裏で尾を引いて……」




　悲痛な叫さけびと共に、小田原城が地面へと落下したのだった。







　　　　６




「……悪い夢でも見ていたような気分です。まさかわたくしが〝黒き力〟に支配されていただなんて……」

〝合かつ戦せん〟が終わって。

〝黒き力〟から解放された小田原城が大きく息を吐はいてそう言った。

「……熊くま本もと城たちには本当に申し訳ないことをしました。いやそれだけではありません。配下にしてしまった結ゆう城き城たちにも……」

「わ、私たちはそのようなこと……！」

「き、気になさらないでください……！」

「箕みの輪わは小田原城様に忠誠を誓っております……！」

「しかし……」

「う～ん、みんながいいって言ってるんだからそこはあんまり気にしなくていいような気がするよ？　──それより小田原城ちゃんはどうして〝黒き力〟の集合体……〝黒き軍勢〟に支配されちゃったの？　こんなに強いのに……」

　清きよ洲す城のその問いに。

「……よく覚えてはいません。小田原合かつ戦せんの後、気付いたら黒き光に包まれていて、こちらの世界にやって来ていました。その時にはもうわたくしの心は〝黒き力〟に侵おかされていて……。……ただわたくしの心は、あの猿さるめと大おお坂さか城に対する憎にくしみで満たされていました。そこを〝黒き力〟に突かれてしまったのかもしれません……」

　目を伏せながらそう答える。

　どんなに強い城姫であっても感情を持つ一個人である以上弱い部分は必ずある。そう考えるとだれにでも〝黒き力〟に付け込まれる可能性はあるのかもしれないな……と思って、小お田だ原わら城の方を見てみると。

「…………っ！」

「！」

　なんか、どこからか取り出したのか小刀のようなものを自分の胸へと向けて振り下ろそうとしていた。わー、それはダメだって……！

「ちょ、ちょっと、何やって！」

　ガバッ……！

　駆かけ寄って、慌あわてて銀杏いちようたちといっしょに取り押さえる。

　勢いで小刀が、小田原城の手から滑り落ちて地面を転がった。

「……は、放してください……！　わたくしは取り返しの付かないほどの不覚を犯してしまった。これ以上生き恥はじを晒さらすわけにはいかない。死んでお詫わびを……」

「し、死んでお詫びって、戦国時代じゃないんだから……！」

　……って、やって来たのは戦国時代か。こっちの世界とは異なるパラレルワールドだけど。ううん、ややこしいな……

「と、とにかく、やめなって。こんなことしたって、どうにもならないんだから！」

「し、しかし……もはやわたくしには何もありません……帰る場所もなければ仕えるべき主君も大阪城のせいで滅亡させられて失ってしまい……さらには城しろ姫ひめとしての矜きよう持じすら無くしてしまった……わたくしにはもうこの道しか……！」

　がっくりとうなだれながらそう力なく言ってくる。

　う、うーん、これはどうしたもんだろうか。

　何と声をかけたらいいのか分からないけれど、でも放っておくと本当に実行に移しちゃいそうだし……

　しばし考えた結果。

「──わ、分かった。じゃあこういうのはどう？」

「……？」

「小田原城にはもう何もないっていうんなら、それじゃあ僕のために生きてよ。一回死んだと思って必死に。僕がいいって命じるまで、死んだらダメだ。それでどう？」

「そ、それは……」

「別に強制はしないけど……でもここで死んだら本当に何も残らないよ。そんなのは主君の本意じゃないと思うんだけど……」

「……主君の本意……」

　その言葉に小お田だ原わら城が無言となる。

　だけどすぐにはっとしたような表情になって。

「……わ、わたくしは……」

　そう言いかけて。

　その時だった。




　パア……ッ……




　見覚えのある白い光が小田原城の身体からだから立ち上った。

　もういいかげんに見慣れてきた感もある真っ白な光。

　ああ、うん、これはまた……

「……こ、これは〝契ちぎりの開城〟。まさか……あなたがわたくしの城じよう主しゆだというのですか……？」

「えっと……そう、みたいだね……」

　そう答えた僕に小田原城は何かを悟さとったかのように大きくうなずいて。

「……よもやこのような厚い温情をかけていただいた方が城主とは……これはもはや定めとしか思えません。あなたこそがわたくしがこの身を捧ささげるにふさわしいお相手……あなたのもとでならば……わたくしも城しろ姫ひめとしての誇りを取り戻せそうな気がいたします……」

　真っ直すぐにこっちを見て居住まいを正すと。




「──小田原城と申します。以後お見知りおきを。わたくし、戦国最強の城と自負しておりまして、難攻不落の城と言えましょう。そう、あの忌いま々いましい猿さるさえいなければ……」




「……」

　そう恭うやうやしく頭を下げてきて。

　四人目の城姫の……城主となることになったのだった。







　さてこれにて一件落着かと思ったんだけれど……

「……また一人、増えたのだな……」

「……一体何人増えていくのでしょうねー。前途多難ですー」

「……え、ええと、私は三人目の女ということなのでしょうか……？」

　銀杏いちようたちが、ものすごく不満げにそんなことを口にしていた。

「え、え？」

「……城しろ姫ひめを増やすことは悪いことだとは言わない。だがこうしてその場の勢いでひょいひょいと増やすのは感心しないな……」

「……月に一人の割合じゃないですかー。このままじゃ来年には十二人になっているかもしれませんねー」

「……そうしたらきっと秋あき宗むねさまは私のことなんて忘れてしまうのでしょうね……よよよ……」

「え、そ、そんなつもりはなくて……！」

　加えて。

「……下がりなさい。これよりわたくし、小お田だ原わら城が筆頭城姫として秋宗様の身の回りの雑事から寝しん所じよの介添えまで全てをお世話させていただきます。今までご苦労でしたわね、あなたたちはこれよりわたくしのもとで秋宗さまのために働くことを許しましょう」

「あ、な……だ、第一の城姫は私だ……！」

「し、新入りのくせに何大きな顔してるんですかー！」

「…………」（そっと僕の後ろに隠れる）

　小田原城までそんなことを言い出して、もうめちゃくちゃだった。

　その横では。

「あ～あ、もう秋宗ちゃん、もてもてで大変だね～」

「そやね。まあ……分からんでもないけどぉ」

「優しいし、何だかんだで頼りにもなるもんね～。私も、秋宗ちゃんだったら城じよう主しゆさまとして認めてもいいかも～」

「あ、ずるいよぉ。清きよ洲す城がなるんだったらうちもいっしょになるんだからぁ！」

「ふふふ、そだね。二人いっしょに〝契ちぎりの開城〟も悪くないかも……♪」

　清洲城と名な古ご屋や城までそんなことを言い出して。

　何というか。

　これからも今以上に……賑にぎやかな毎日になりそうなのだった。
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　小お田だ原わら城との〝『しろあと荘』決戦〟から一週間が過ぎた。

　城しろ姫ひめ総員十三人が入り乱れてまさに嵐を呼ぶ勢いだった大だい合かつ戦せん。

『しろあと荘』はようやく平穏を取り戻して、日常が戻ってきたんだけれど……

「おはよう秋あき宗な。今日の朝あさ餉げは鯖さばの味み噌そ煮にだぞ」

「秋宗さまー、いっしょに学校に行きましょう！」

「……あ、秋宗さま、新しく面白そうな本を見付けたんですが読んでみませんか……？」

　基本的には何も変わらなかった。

　朝起きていっしょにご飯を食べて、学校に行って授業を受け、放課後には生徒会室でみんなで談笑したりして、スクランブルが起きれば何人かで現地に行って解決する。学校が終わったらまた『しろあと荘』に戻ってきて、いっしょに夕飯を食べながらその日あったことを話し合ったりする。

　本当にこれまで通りの日常。

　でも変わらないことって、それ自体が安定しているってことだし、いいことだとも思うんだよね。

「……」

　と言っても、変わったこともあった。

　先日の〝『しろあと荘』決戦〟で新しく城じよう主しゆと城姫との関係になった小田原城。

　彼女とその配下だった三人の城姫が新たに『しろあと荘』にやって来ることになったのだった。

「──よろしくお願いいたします。わたくしは筆頭城姫として秋宗様のお側そばにいなければなりません。お部屋も秋宗様と同じ場所でお願いいたします」

「……ちょ、だ、だから、第一の城姫は私だと言っているだろう」

「そ、それに何さらっと秋宗さまと同じ部屋に住み込む宣言をしちゃってるんですか！　図々しいにも程がありますよ！」

「……わ、私、もしかして四番目になってます……？」

「（聞いてない）ではではさっそく秋宗様とわたくしが住みやすいように調度品から揃そろえていきましょう。ほら、わたくしたちの閨ねやの飾りには小田原提ぢよう灯ちんなどがお勧めですわ」

「お、お前たちのじゃない、お前たちのじゃ！」

「そ、それに何だって一番に寝室のことを気にするんですか！　は、はれんちです！」

「……ちょ、提灯なんて飾られてしまったら霧きりで隠れられなくなってしまいます……」

「……うるさいですわね。せいぜい副城がお似合いの朴ぼく念ねん仁じんと耳年増と根暗は黙だまっていてくださいますか？　わたくしと秋宗様の睦むつみ合いの邪じや魔まです」

「……」

　そんな状況を見て。

「ふふふ、秋宗さん、事故物件になっちゃうから修しゆ羅ら場ばと刃にん傷じよう沙ざ汰ただけは避けてくださいね？」

　大家さん──大和やまと郡こおり山やま城が楽しそうにそんなことを言っていた。頼むから見てるだけじゃなくて助けてください……

　とまあそんな新しい日常。

　小お田だ原わら城たちも『しろあと荘』から学校に通うことになり、さらに学校生活は賑にぎやかになったりもしていた。

　そして今日は──







「──それじゃあ秋あき宗むねさん、誕生日おめでとうございます♪」

「「「「おめでとーう！」」」」

　大和郡山城の音頭によるそんな声が響き渡って。

『しろあと荘』を会場とする、パーティーが始まった。

「秋宗、誕生日おめでとう。秋宗が生まれてきたこの日は何よりも喜ばしい日だと私は思う」

「派手に祝砲をぶっ放しますよー！」

「……き、霧きりが晴れるくらいおめでたいです……」

「ふふ、おめでとう、秋宗ちゃん♪」

「うちからのプレゼント。名な古ご屋や名物金のシャチホコの置物だよぉ」

「秋宗様、真まことにおめでとうございます。わたくし、秋宗様の主城としてこの日を迎えられたことを心より嬉うれしく思っております」

　みんなが口々にお祝いの言葉を述べてきてくれる。

　今日……七月十九日は僕の誕生日ということで、大和郡山城が幹事となって主宰してくれたのだ。

　銀杏いちように松まつ前まえ城、久く留る里り城に小田原城、清きよ洲す城や名古屋城たちの他に弘ひろ前さき城たちや箕みの輪わ城たちはもちろん、ケンジたちも来てわいわいと楽しげな声を上げている。

「おお、おお！　なんかエロ可愛かわいそうなプリティーハニーちゃんたちがたくさんいる……！」

「ていうか小田原さん、おれもろタイプなんだけど……蔑さげすんだ目でこの豚野郎ってののしられたい……」

「熊くま本もとさん松前ちゃん久留里ちゃんもかわいいし大家さんも美人だしその他もみんな綺き麗れいどころ揃ぞろいだし……何なんだよ、この青少年によろしくないリビドー溢れた環境は！」

「……」

　……まあ、ケンジたちについてはもう言ってどうにかなるもんでもないので放っておくとして……

　問題は。

「秋宗さまー、おめでとうございますー。松前は嬉しくて嬉しくて……すりすりすりすり……」

「ちょ、ちょっと松前城……？」

「松まつ前まえはこれからも秋宗さまの最愛の城しろ姫ひめとしてばりばり奉仕していきますねー。松前の後ろを責められるのは秋あき宗むねさまだけなんですからー」

「え、あ、う、うん……」

「……あ、秋宗さま～、私といっしょに二人きりでお部屋の中に隠れちゃいませんか～……？（とろん）」

「え、えっと、久く留る里り城……？」

「……あ、秋宗さまとお部屋に籠もりながら二人だけで曲きよく亭てい馬ば琴きんを読みたいです～……（もじもじ）」

　こっちだった。

　パーティということでテンションが上がっているのかみんな何だか妙みようなノリになっている。ていうかお酒が入ってない……？

「え～、ほらだってこういうお祝いの席ではお酒は付き物かも～？　秋宗ちゃんは未成年だからだめとしても、私たちは城姫だからそういうしがらみからは自由だしね～。よいしょっと♪」

「え、き、清きよ洲す城、何だって膝ひざの上に乗って……」

「え～、だってなんか乗りたくなっちゃったんだもん。秋宗ちゃんの膝、座り心地がよさそうだったから～」

「あ、うちもいっしょに乗る乗る～。──おお、いい座り心地」

「な、名な古ご屋や城まで……」

　頰ほほをすり寄せてきたり個室に誘ってきたり膝の上に乗ってきたり。

　次から次へと押し寄せてくる攻勢にどうしていいか分からなくなっていると。

「まあ、今日くらいは少しくらいハメを外してもいいんじゃないかしら～？」

　明るく笑いながら大和やまと郡こおり山やま城がそう言ってきた。

「みんな大好きな秋宗さんの誕生日ってことで喜んでくれてるんですよ。ほら、ここのところは〝黒き力〟もあの時以来その鳴りをひそめているし、たまには息抜きも必要といいますか。もっとも、まだ〝黒き力〟自体は残っているから油断はできないんですけど……」

「それはそうですけど……」

　小お田だ原わら城を捕らえていた〝黒き軍勢〟を祓はらって以来、〝黒き力〟は沈ちん黙もくを保っていた。

　どこかに現れたという話も聞かないし、黒城姫とも出会っていない。

　詳くわしいことはよく分からないけれど、どうやら今は休眠期であるようだった。

「だから今日は無礼講ってことで。ほら、オンとオフの切り替えって大事よ？　ぱ～っと行きましょう、ぱ～っと♪」

「……そうですね」

　まあ……たまにはこういうのもいいのかな……？

　すり寄せられる頰と膝の上の重みを感じながら少しだけ納なつ得とくした気分になっていると。

「……あなたたち、何をやっているのですか。秋あき宗むね様の神聖なる膝元は唯ゆい一いつ無二のわたくしの居場所と決まっているでしょう……ただちに退きなさい」

「え～、いいじゃん別に～。へるものじゃないし～」

「そうだよぉ。限りある秋宗くんの膝ひざの上はみんなで分けないとぉ」

「……いいからおどきなさい。そこはわたくしだけがいるべき場所……いわば聖域です！」

　清きよ洲す城たちをどけて強引に入ろうとしてくる。

「あ、ちょ、ちょっと……」

「こ、ここは譲らないよ～」「清洲城とうちの領地なんだからぉ」「この最上の座り心地はわたくしだけのものなのです……！」「すりすりすりすりすりすり……」

　……前言撤回。

　やっぱりもう少し節度を持って行動してもらいたいです……







「……ふう」

　パーティーの喧けん噪そうから抜け出して。

　僕は『しろあと荘』の裏庭にある桜の木の下でひと息吐ついていた。

　パーティー会場ではパーティーはまだまだ続いていて、今でも遠くにみんなの楽しそうな声が聞こえてくる。うーん、元気だなー……

　心の中でそうつぶやきつつ桜の木に背中を預けていると。




「──こんなところにいたのか、秋あき宗むね」




「あ、銀杏いちよう……」

　声をかけてきたのは銀杏だった。

　風に流れる黒い髪を手で押さえつけながら首を傾けると。

「どうしたのだ？　主しゆ賓ひんがこんなところで一人でいて」

「ん、ちょっと疲れちゃって。お祝いしてくれるのは嬉うれしいんだけど、賑にぎやかすぎるのも考えものっていうか……」

　苦笑気味にそう答える。

「ん、そうか、そうかもしれないな」

　ちらりとパーティー会場の方に目を遣やりながら銀杏がそう答えて。

　そっと寄り添うように隣に立ってくる。

　まるで最初からそこにいたかのような、自然でさりげないたたずまい。

　うーん、なんか銀杏といっしょにいるとそれだけで落ち着くんだよな。流れる空気が心地好よいっていうか……

「しかし、誕生日というのはいいものだな」

「え？」

　と、銀杏いちようがそんなことを口にした。

「まあ確かに今回のあれは少し騒さわがしすぎるとも言えるが……だがそれでも皆が自分の生まれた日を祝ってくれて我がことのように喜んでくれるのは嬉うれしいことなのだろうな。一年に一度こういう日があるというのは、幸せなことかもしれないな……」

「……？」

　少し遠くを見るように口にする。

　その口調はまるで誕生日というものを経験したことがないかのようで……

　そのことを尋たずねてみると。

「……ああ、うん。私は自分の生まれた日を知らないんだ」

「え……？」

　そんな答えが返ってきた。

「……私は物心ついてすぐに城しろ姫ひめとしての素質を見み出いだされて、里子に出されたんだ。ゆえに両親の顔も知らないし自分の詳くわしい出自も知らない。ずっと一人前の城姫となるべく修行と研けん鑽さんの毎日だった。そこでは生まれの日などは大きな意味をもたないし、またそのことに疑問を抱いだくこともなかった」

「そうなん、だ……」

　銀杏が城姫として生きてきた日々が楽なものじゃないっていうのは何となく分かっていた。

　孤独と寂しさに耐えつつ懸けん命めいに城姫としての責務を果たそうとがんばっていた日々。

　でも誕生日もないっていうのまでは知らなかった。そんなのは、なんかあまりにも悲しいというか……

「──じゃあさ、あの日を誕生日にしようよ」

「え？」

「銀杏が初めてこっちの世界にやって来た日。銀杏と僕が初めて出会って〝契ちぎりの開城〟をしたあの日を……銀杏の誕生日にしない？」

　それは今思い付いたものだったけれど……いい考えのような気がした。

　あの日から僕たちの城主と城姫としての関係は始まって、新しい銀杏と僕にとっての新しい毎日が始まった。

　いわばターニングポイント。

　だからこそ、銀杏の誕生日に相応ふさわしいと思ったんだけど……

「……」

　その提案に銀杏は沈ちん黙もくしていた。

　黙だまったまま、そっと顔をうつむかせて肩を震わせている。あ、あれ、もしかして震えるほど気が進まなかったかな……

「あ、えっと、ごめん。何となくいいかなって思って言ってみただけで、銀杏いちようの気が進まないなら──」

　そう言いかけて。

「……そうじゃ、ないんだ」

「え……？」

　銀杏の声に遮さえぎられた。

「……あまりに、嬉うれしくて言葉を失ってしまったんだ……。こんな私のことを、秋あき宗むねは気に掛けてくれて……」

「銀杏……」




　そこで銀杏は大きくうなずくと。




「……うん、そうしよう。私の誕生日はあの日……秋宗と初めて出会ったあの日だ」




　真っ直すぐに顔を上げて、そう宣言する。

　その顔は穏やかで晴れやかで……

「……ありがとう、秋宗」

「え？」

「秋宗が……いてくれてよかった。秋宗に出会えてよかった……私は、この出会いに、この運命に心から感謝している」

「それは僕もだよ。銀杏と出会えて本当によかったと思ってる。今……幸せだよ」

　それは僕の本当に本当の心からの気持ちだ。

　銀杏との出会いによって僕は大事なものを手に入れた。

　いつだって一番傍そばで温かく微笑ほほえんでくれる人を、家族を、大切な人を手に入れた。

　それはきっと僕が長い間望んでいたもので……

「秋宗……」

「銀杏……」

　互いの目を見つめながら、どちらともなく近づき合って。

　そっと……僕らは身体からだを寄せ合った。

　これからも、こんな穏やかで幸せな毎日が続いていってくれることを願いながら。
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　あとがき




　はじめましてまたはこんにちは、五十嵐いがらし雄ゆう策さくです。

『城しろ姫ひめクエスト　僕が城じよう主しゆになったわけ』をお届けいたします。




　さてさて、熊くま本もと城と天あま城ぎ秋あき宗むねのお話はいかがでしたでしょうか？

　本作は著者の人生初のノベライズということで、色々と手探りの部分もありましたが、かなり自由にやりたいようにやらせてもらいました。なので本編中に出させていただいた城姫も、ほとんどは著者の好みだったりします。どの城姫もみんな魅力的でだれを出すのかは最後まで相当迷いましたが……最終的には本編に出て来る十三人となりました。ですが名前だけ出て来る城姫も含めたらもう少し増えますし、まだまだ掘り下げてみたい城姫はたくさんいますし、もっともっと書きたいなあ……

　さて本作は冒頭でも述べた通り、城擬人化企画『城姫クエスト』のノベライズです。本企画は多方面にメディアミックスされていて、その大きなものの一つとしてスマホゲームとしてもＧＲＥＥさんからもリリースされています。ゲームの『城姫クエスト』をやっている方はもちろんのこと、やっていない方でも一つのストーリーとして楽しめるように書いたつもりです。本作を読んで『城姫クエスト』に興味を持っていただいた方が、もしもゲームの方の『城姫クエスト』にも興味を持っていただいたりすれば、著者としてはこの上ない喜びです……！




　以下はこの本を出版するにあたってお世話になった方々に感謝の言葉を。

　担当編集の和わ田ださま三み木きさま、そして今回特別にお世話になった平ひら井いさま。いつも通りのギリギリ進行で申し訳ありませんでした……

　イラストのmiz22さま、マニャ子さま、そとさま。それぞれどれも本当に素敵なイラストをありがとうございました……！　三倍得した気分です。

　そして本編の設定やキャラについて色々とアドバイスをいただきました電撃大王のみなさまや関係者のみなさま。ありがとうございました！







　それではまたお会いできることを願って──





二〇一四年十月　五十嵐雄策
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五十嵐いがらし雄ゆう策さく

五十嵐雄策城のクエスト①。10月３日生まれのＯ型。第４回電撃ｈｐ短編小説賞最優秀賞を受賞し、『乃木坂春香の秘密』で文庫デビュー。今回は初のノベライズ作品に挑戦！　手探りな部分もありつつも城姫の魅力をお届けすべく、自身も楽しんで描いたようです!!
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カバー・口絵イラスト／miz22

熊本出身ドラム好きイラストレーター。熊本城にも子供の頃数回行った事があります。また行きたいなあと思ってたり。




口絵イラスト／マニャ子

フリーのイラストレーターです。

主にライトノベルの挿絵を描いて暮らしてます。




本文イラスト／そと

絵や漫画を描いています。最近はアイドルが生きる希望です。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「五十嵐雄策先生」係

「miz22先生」係

「マニャ子先生」係

「そと先生」係











本書は書き下ろしです。
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城しろ姫ひめクエスト
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五十嵐いがらし雄ゆう策さく





発　行　　　　2014年12月18日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2014 YUSAKU IGARASHI





※2014年11月8日発行の電撃文庫『城姫クエスト 僕が城主になったわけ』初版に基づき制作








[image: ]



item/image/t001.jpg





item/image/t003.jpg
g v

(" wulye






item/image/t002.jpg
g v

€t






item/image/cover.jpg
O 8\
=St —REl ]
BnREs T

wm NINKL: Semt

rer

< .sl(il!o-l"m@&
E—

MHEE





item/image/p037.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p152.jpg





item/image/hyou4.jpg





item/image/p221.jpg





item/image/p303.jpg
(W7 T AN BEAR TN o7oblT] 5





item/image/p302.jpg





item/image/p107.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		第一話



		第二話



		第三話



		第四話



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p181.jpg





item/image/k002.jpg





item/image/p016.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/k004.jpg
P EET2EN UK U8 A

DA SR RRIHURRR LK
K R —00HY UM KA K OR

R HRReZvor s s |

i KEAHOE AN O K EeNeY §

PRV 3T RN < B 1

s e paELdEo vEL Y

KRR SLLIE T 0" 05 mS |

I 2ER0KR BE o ¥R |

USRI VRN |

SBi R e0we |






item/image/k003.jpg
DN+ BEACAR S DA O S
| = ok v sy
£ RN CE S ST
IO LBRI% U~ RIO isl)
e[| S RRUE .S )
WO QI3 2 & K%
IR 500° w4l ARAR S SO O 1

S~ ROV HE RN LSO SR i e et

FOOO<K %R~ BRE—TO000
LY LU N 500 Sl
e (PRS- VY

<






item/image/photo.jpg





item/image/t005.jpg





item/image/t004.jpg





item/image/p009.jpg
3] % [ ] 2

EOEES H--EEER
RE—OENINKL : Se~NAIN
OE KL - Y|4
KXINKL A





